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     開議宣告 

○議長（鹿島 功君） ただいまの出席議員は２１人です。定足数に達しておりますの

で、これから本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、お手元に配付のとおりです。 

────────────────・───・───────────────── 

       日程第１ 一般質問 

○議長（鹿島 功君） 日程第１、一般質問を行ないます。通告順に発言を許します。

１８番、沢田正己君。    

○議員（１８番 沢田正己君） おはようございます。私は、２月２０日に日本海新聞

で、２，６００集落消滅の恐れ、１０年以内に４００を越す人口減の高齢化が進むとい

うことで、国土交通省の方から調査の結果がでています。これを私は見た時に、本当に

これが実現したら大変な事だなというふうに感じますし、またわれわれ大山町におきま

して、山口町長がこれから１０年２０年というものを安定した財政、町の運営を進めて

いただく意味におきましてでも町長のご意見をお伺いしたいと思います。 

 通告しております文書によりましてでも、２月２０日の新聞に山あいなどの過疎地は

人口減少と高齢化が進み、今後全国の２，６００集落で人が住まない消滅状態となって

いる恐れがあることが、市町村を対象に国土交通省が実施したアンケートで分かったと

出ておりまして、このうちの４２２集落は、１０年以内に消滅する可能性があるという

ことである。中国地方でも、過疎地域の集落数が１万２，５５０あり、このうち１０年

以内に消滅するものが２６集落、いずれ消滅するものが１５５集落となっているという

ことでございまして、私の周りにも、嫁がない５０代の息子と母親のみの家庭が多くあ

るということは私もよく承知しておりますが、いつか前の一般質問にも申し上げました

が、中山町で社会教育大会のときに、鳥取の女の助教授だったと思いますが、その方が、

３０年程前にこれから先は５０代の若者と８０代の母親の時代がきますよと言っており

ましたが、今ここ３０年も過ぎてこういうことに本当になったんだなということで、学

者の言うことはだいたい間違いはないなというふうに、いまさら感じております。 

ところが大山町におきましてでも、大山町は１８年度昨年の総合計画を見てみまして

でも、だいたい１万８，０００、人口の１万８，０００ぐらいはどうしても維持したい

ということが載っておりまして、私もこれをとても維持していかんとですね、今の交付

金の実態を見てみましてでも人口と面積によって交付金が配布されております。それに

伴いまして、人口が減少しますと、これは交付金が減少されます。今年１９年度の予算

書を見てでも、交付金がだいたいその昨年に対して２億４００万ほど少なくなっている

ということが言えます。そういうことからしてみて、これは人口が減ったら大変でもあ

るし、また高齢者は進むなといっても進んできまして総合計画でもだいたい３４％くら

いかなといっておりますけれども、おそらく１０年先になればこれは当然４０％越すん
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ではなかろうかというふうに感じます。 

そういうことでとにかく人口が減ったら大変でもあるし、各部落の中にも、先ほど申

しましたとおり、親子暮らしの生活が非常に多いということで、３月の広報を見てみま

しても空き家のあるところや、住まいのあるようところはなんと町の方の方に報告して

ござんかということがのっておりましたが、それを見ましてでも、私話が横道にそれま

すけれど、１２月の定例会の時にわれわれ行財政特別委員会の時に、ＮＨＫのテレビを

見ましたが、広島県の竹原町で人口が３万、それに空き家が２８戸あるということでそ

れが放映されていたわけでございますが、これは中山の方にもいずれこういうことがく

るかなというふうに感じておったわけですが、この新聞を見た時に、はてなこういうこ

とになったらこれは大変だということで、これは町長にどうしても聞かねばならない、

という今後の考え方を聞かねばならんということを感じたわけですが、それに際しまし

て助役さんは非常に頭がいいなと思いまして、その実は、大山町の駐車場跡、中山中学

校の跡地、これまた他にも空き地があるわけなんですが、これに若者の住めるような施

設を作りたいということで、非常に大いに歓迎をすべきことであるというふうに私はと

っております。 

大いにこの問題につきましては、資金難が今非常にわれわれは素人でよく分かりませ

んけれど、資金難があった場合には、これはいま合併の特例債もあることでもあります

し、それを利用して若者の住める居住の場を作っていただければ、非常に人口も増える

ことでもあるし、非常に喜ばしいことであると私は感じます。と、言いますのが、われ

われも中山町でさざんか台団地を作ったとき、隣に小学校があったとき、もう一人、も

う二人は入れば二クラスになるのになという時にさざんか台団地の方が来られて、やれ

やれこれで二クラスできるようになったなという実例もございますんで、特に若者を居

住する場所においては、是非やっていただきたいことを特にお願い申し上げたいと思い

ます。 

 いろいろとしゃべらしてもらいましたけれど、まだ時間があるようでございますので、

実は、話がとびとびになって申し訳ないですが、地方分権の説明があった時、小泉内閣

が立たれて間もなくだったと思うですが、ですから５年前ぐらいだったですが、鳥取の

県文化ホール梨花ホールで、国の方からの説明があったわけでございますが、これは話

が別かもしれませんけれども、２万や３万の合併もこれもいいですよ。だがしかし、い

ずれは３０から６０万人口ぐらいの合併をしないと当然やれんようになりますよという

ことを説明をしておられましたし、なお県同士の合併も必要であるというふうに言って

おられましたことを今思い出しておりますが、それには合併したら特例債を付けてあげ

ますよ、議員も２年間は存続してもようございますよということだったですが、大山町

は、その特例債を使わずに、その年に選挙して議員が出られたわけでございますが、私

はそういうことを思い出してみたときに、本当にこれから先、人口が減り、交付金も減
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ってくれば、なかなか町の財政も厳しいんだなというふうに感じとりまして、町長にそ

の考え方、意思を伝えていただければ非常にありがたく思いますので、よろしくお願い

いたします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之） 沢田議員さんのご質問に答弁したいと思います。試験的とはいえ、

今日ケーブルテレビのカメラが動いているところでありまして、いつもと違って私は少

し緊張しておりますけれど、さすが沢田議員さん、人生経験豊かな方でございましてし

っかりと今いろんなご意見を聞かせていただいたところでございます。 

今ご指摘のように、日本全国で人口が今日本自体が減少するという時代を迎えておる

ところでございまして、そういった中、東京など都市部への人口が集中しておりまして、

過疎地域の人口減少が顕著に現れてきている。そういった中で議員さん先ほど、ご指摘

のありました国土交通省のアンケートにおきましても、状況というのは本町にとりまし

て、深刻に受け止めていかなければならないものと考えています。 

国勢調査の結果を見ますと、大山町の年齢階層別人口のうち、０歳から１４歳までの

年少人口と３０歳から６４歳までの生産年齢人口が、調査の年をおって減少してきてい

る実態がございます。 

特に、年少人口の減少が目立っておりまして、少子化が進んできておるところであり

ます。これは子育て世代の方々の都市部への流出や、またご指摘の若者の晩婚化が進ん

できている、こういったところにも背景にあると考えています。 

施政の方針でも申し述べさせていただきましたが、子どもの教育振興計画の実践とし

ての子ども教育プログラムの活用や、小学校教諭を保育所に派遣して保育所から小学校

へ繋がる教育環境の連携モデル事業の実践や、特色ある保育所づくり事業、放課後児童

クラブの充実、保育所経営と幼児教育の充実など特色ある子育て支援施策に取り組んで

まいる決意を抱いているところであります。これもやはり教育ということを通して、若

者の定住対策、これにつなげていきたいという強い思いの中での施策として、取り組み

たいというふうに思っているところであります。 

若者が子育てをしやすい環境を備えたまちづくりをこれからも多くの皆さんにご参画

いただく中で、先ほど来ありますような住宅対策、こういった事も含めて、若者の定住

化に努め、活力ある大山町のまちづくりに取り組んでまいりたいというふうに思うとこ

ろです。以上です。 

○議長（鹿島 功君） 沢田正己君。    

○議員（１８番 沢田正己君） 今、町長の方より、若者の早く言えば住むような住宅

を心得ているということでございまして、是非若者が、子どもを育てていただいて人口

の増進を図っていただくということについては非常に喜ばしいことでもあるし、大いに

賛成したいと思いますのでよろしくお願いいたします。 
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 続きまして、生徒減少による学校の運営についてということで教育長にお願いするわ

けでございますが、現在の小学校の生徒数を見てみますと、これは１８年５月現在とい

う数字でございますが、中山小学校で２５２人、名和小の西小学校で２０８人、名和小

東で１５５人、大山西２１２人、大山で７９人、分校で２１人で、合計９２７人という

ことになっております。ここ１０年ほど前の数字から見てみますと、非常に減少してる

ということは、お分かりのとおりでございます。それに引き続きまして、中学校におき

ましても、中学校が中山で１２３人、名和で１６４人、大山で１７５人で３つの中学校

合わせて４６２名ということになります。これを見た時に、中山の中学校を見たときあ

たりでも、中山の中学校は県下には無いようなええ中学校だなと感じるわけなんですが、

１２３人という数字に対しましては、非常にこれから先の学校の運営については非常に

心配ではなかろうかと感じます。それから名和におきましても１６４人、これも少ない

なという感じがいたします。それから大山の１７５人、これはまあまあかなという感じ

はしますけれど、これも少ないということになってきますと、果たして３つの中学校が

いつまで続けれるだろうかと。まあこれはしかたがないわ、少子化時代だもん、やれる

やにしてやらなしかたないというのが本音かもしれませんけれども、やっぱり町の財政

上から考えてみたときには、何らかの施策をせねばならんではないかという感じがいた

します。そういうことで教育長に今後の考え方はどうなのか、と言うことをお聞きした

いと思いますのでよろしくお願いいたします。 

○議長（鹿島 功君） 教育長。 

○教育長（山田 晋君） 沢田議員さんのご質問にお答えしたいと思います。本年度の

中山、名和、大山の３つ中学校 1 年生合計１４０名なんですが、これから生徒が減少し

ていく中で、中学校教育をどういう具合に考えておるのかというご質問でございますが、

現在は、校舎を改築したり改修したりしながら施設を３つの中学校とも整備をして、そ

の中で充実した教育内容が展開できるように努めているところでございます。 

 しかしながら今年町内の１歳児は全町で１０８名、旧３町でも１０８名ということで

すので、この子どもたちが１２年後には、中学校に入学します。そうしますと少なくと

も２つの中学校、あるいは３つとも１学級に現実的になりそうなと、こういう時代を迎

えます。そうなりますと、町内の３つの中学校は、そのままいけば小規模の中学校にな

りますので、学級活動と学校行事、あるいは部活動なんかにはかなりの影響が出てくる

でしょうし、それから学習集団の中で個を磨くという、こういう大事な役割があるわけ

ですが、そういう場面が限定されてくるのかなと思っております。 

そこで教育委員会としては、だいたい１０年ぐらい先、１歳児は、１９年度には２歳

になりますので、今の子どもたちが中学校に入る１０年先ぐらいを想定して、中学校教

育はどうあるべきか、こういう論議をしていかないけんのでないかなと。そのために、

どういう町民合意を得るか、こういう辺をですね、まず教育審議会というものを立ち上
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げて、論を始めたところであります。基本的には、１学年は複数学級、少なくとも２学

級は必要かなと、そういう中で中学校教育を展開したいと、こういう考えを持っていま

すが、これから論をする時にですね、統合を前提として論をするのでなしに、非常に幅

広い考え方、そういうものをですね、町民の方から一方では得ながら結論を出していき

たいなと、こういう具合に考えておるところであります。町内でも中山小学校、論をし

て統合という結論を出して校舎建築に至るのにほぼ１０年、今建てておる名和小学校は、

いったいどうあるべきかという論を立ち上げてだいたい６年、７年。６、７年では、や

っぱり町民合意というのはかなり厳しいものがあるかなと。やっぱり１０年先を見て考

えていかないけんと、こういうことを教育委員会は、認識をしておるところでございま

す。以上です。 

○議長（鹿島 功君） 沢田正己君。 

○議員（１８番 沢田正己君） 今教育長に１０年先の学校の運営のあり方につきまし

て、お聞きしたわけでございますが、私がとっぴな一般質問したなというふうに今さら

ながら反省いたしておりますが、今後ともいずれこういう時代がやってきますのでよろ

しくお願いいたしまして質問終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

○議長（鹿島 功君） 次、２番、西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君） おはようございます。テレビ放映があるということで新

調してまいりました。時間もございませんので、質問に移らせていただきます。  

私は３つについて質問したいと思っております。通告どおりに質問いたします。 

１つ目、行財政改革審議会の答申があったと聞きます。２月の終わりに最終答申が提

出されたようでございます。一年間にわたり、審議会の議員さん、森安会長を始め、１

２名の審議員さんは年間１４回の会を開かれ、数十項目８０ぐらいの項目にわたり、慎

重に審議されたこと、本当にご苦労さまでございます。議会も昨年の９月に大きく分け

て７項目の行財政の改革を提案しており、そして町長からの回答もいただいております。 

さて大山町は、一般会計、特別事業会計合わせて約２７０億円の債務がございます。

県の方も同様でありまして、県で言いますと６，０００億ぐらいあるのかなと、資産も

あるのでその辺りははっきりした数字は分からないというのもあるのではないかなとい

うふうに感じております。その中で西部市町村の中にも破綻寸前だと危惧されている自

治体もあります。本町もこのままでは、遅かれ早かれ同じような状況になることは間違

いのない事実だと思います。審議会の答申の中にもこのことは重大課題として盛り込ま

れております。そして１９年度一般会計では、１６億円のざっとであります、１６億円

の返済、事業会計を合わせると莫大な額になると思うわけです。夕張だけではない、今

にこの大山町もなるのではないか。幸い合併前からの基金残高が２７億円がありました。

１７年度７億、１８年度５億、取り崩しながらもなんとか問題になっております一時借
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入金もせずに予算が組めております。この財政問題ばかりではないと思うのですが、 

この審議会で強く改革を求められたのは、どんなことだったのか。そして議会でも先ほ

ど申し上げましたが、行革特別委員会の中間報告をしております。このことに対しての

本予算案にどのように反映され、そして盛り込まれたか。 

 また、このままで推移すれば基金がいつまでもつのか、町民ならずとも心配だと思い

ます。答申の中身をみますと５年くらいしかもたない、これはこのままという前提です

けども、そして破綻したあるいは寸前の状況になれば大騒ぎになり、いやがうえにも再

建計画、あるいは健全化に向けた適正化計画なども作成しなければならない。国も破綻

しそうな自治体が増える中でですね、今度新しい自治体再建法を決めようとするような

動きもあります。 

 私はここで大きな声をして言いたいのは、少しでも余裕のあるうちに、複雑な事業特

別会計なども合わせた行財政運営計画を早急に作成して、実態と将来展望を町民に示す

こと、これを理解してもらうこと、これが重要でないかというふうに考えております。   

この大山町で問題になっているのは、今後実質公債比率というものが明らかにしなけ

ればならないというふうに国で定められておりまして、１７年度１５％、１８年度、こ

れはっきりしませんが、この１８年度は起債をたくさんしております。そうした中でみ

ますと、だいたい１７か１８％になるんじゃないかなと私は予想しておりますが、そう

しますと１８％というのはですね、これは近くにあります西部の危ないと言われており

ますこの公債費適性化計画、負担適正化計画というのを出さないとですね、今後いろん

な貸し借りができない、最終的にはこの実際予算が組めなくなるんじゃないかなという

ふうに予想します。その辺りのことで、いろんな要件が要因があると思いますが、町長

にその辺の考え方、具体的な方法があればそれも一緒にお聞きしたいというふうに思い

ます。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは西尾議員さんの行財政改革審議会の答申についてのご

質問に答弁させていただきます。 

 政務報告でご説明をいたしましたように、平成１８年３月大山町行財政改革審議会に

諮問しておりました「大山町行財政改革大綱及び集中改革プランの策定について」の答

申を、去る２月２２日いただきました。 

答申書の内容につきましては、既にお配りしておりますとおりでありますが、本町の

行財政の現状を適確に認識されるとともに、住民の視点でその課題と今後のあり方を教

示し、財政破綻の回避に向けた重みのある答申でありますので、この答申を真摯に受け

止め、大山町の行財政改革を進めてまいりたいと考えておるところであります。 

 さてご指摘のとおり、大山町におきましては、一般会計・特別会計を合わせ、２６６

億円あまりの公債残高を抱えており、起債元利償還金も一般会計では、１６億円と予算
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全体の１６．５％を占めております。 

反面、一般会計で取り扱う基金現在高は、２０億８，０００万円でありますが、本年

度に２億３，５００万円の積立と４億８，５００万円の取崩しを予定していますので、

平成１９年度末の現在高見込みは、１８億３，０００万円となり、このままの状況で推

移をいたしますと、財政危機が報じられております他の地方公共団体と同様にあと数年

で頼みの綱の基金も底をつく状況であります。 

さてこの審議会で、強く求められたのはどんなことだったのか、というご質問であり

ますが、答申書にもありますように、事務事業の見直し、公の施設の指定管理制度の導

入、定員管理等のほか、各種団体に対する補助金の適正化、あるいは既存の概念の打破、

スクラップアンドビルドでありますが、さらには職員の意識改革等について集中的にご

意見をいただいております。 

次に、議会の行財政改革調査特別委員会からの中間報告を「どのように平成１９年度

予算に反映したか」というご質問でありますが、中間報告の中では、補助金の見直し・

削減について、指定管理者制度の活用について、施設の統合について、町有財産の有効

活用について、組織・機構の見直しについて、職員の定数管理について、非常勤特別職

の定年制について、以上の７項目について、ご意見を賜っております。 

まず、補助金の見直し・削減においては、社会福祉協議会補助金や職員厚生会補助金、

高齢者居住環境整備事業補助金、各種イベント補助金、消火栓維持管理費負担金等の見

直しの結果、額で９６０万円の削減を図ってきております。 

指定管理者制度の活用におきましては、保健福祉センターをはじめ、温泉館、社会体

育施設などに指定管理者制度を導入いたしましたので、委託料が１，５８０万円減少し

ましたほか、施設の管理に関わる担当職員の事務負担の軽減や、温泉館・生活想像館職

員３人の他部署への転用など、金額換算が困難ではありますが、経費の抑制に努めてお

り、これも行財政改革の効果と理解をいたしております。 

またその他、町有財産の有効活用や保育所・学校のあり方につきましては、各種審議

会や委員会で検討を始めているところでもありますし、職員の定数管理につきましては、

定員適正化計画を定め、平成１７年４月１日現在２６６人の職員を５年間で２２人、８．

３％削減をし、平成２２年４月１日には職員数を２４４人とすることを目標としており

ます。 

最後に、「少しでも余裕のあるうちに、複雑な事業特別会計も合わせた行財政運営計画

を早急に作成して、実態と将来展望を示すことが、町民の理解を求める意味でも重要で

ある。」というご質問でありますが、これにつきましては、今後の厳しい財政状況を町民

のみなさんにご理解をいただくため、平成２２年以後の財政推計を作成し、情報の提供

をいたしますとともに、公会計改革、新しい再生法制も視野に入れ、普通会計に加え特

別会計、公営企業会計も含め、決算、地方債現在高、繰入金の状況、財政力指数、実質
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公債費比率等の総合的な財政情報の開示についても、推進してまいりたいと考えており

ます。 

財政の健全化をはじめ、行財政改革の積極的な推進は、これからのまちづくりを進め

ていくうえで、喫緊の課題でありますので、議員各位におかれましても、ご理解とご協

力を賜りますようよろしくお願い申し上げ答弁とさせていただきます。 

○議長（鹿島 功君） 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君） これからますます厳しくなる中で町民にそのようにいろ

んな計画案、また計画書を提出され理解を求めることが重要かなというふうに思ってお

ります。ただその中にですね、組織機構の見直しということがあまり出ていなかったか

なと、私は思っております。というのは、総合支所方式の今の現状は、良いというよう

な話があまり聞けない。職員同士の意識が、まあ本庁に行ってくれ、支所ではちょっと

無理だな、というような感覚を持ちつつも、しかしながら全てのことに対して、対応し

ていかなければならない。住民は住民で支所に行っても早くならんなとか、すぐ出来た

ことが３日も４日もかかるわ、本庁に行かないけん。このようなことでは、総合支所と

いうことを、町長も実は議会の行政委員会の報告の中で回答されております。これも改

革しなければならないというふうに言っておられますが、実は改革プランに中に入って

おりません。このことも大変な問題だと私は思っております。その辺をもう一度お願い

します。そして私が心配するのは、はっきり言って近くの西部の自治体の話ですが、ま

ずこの実質公債比率が出たときに問題なことは、軽く考えているということが一番重要

でないかなと思っております。どんなことを言っているか。同町は今後も２２から２３％

代で推移すると予測するが、数字を意識しながら綱渡りの財政運営になると説明してお

ります。このようなことを実は町の幹部、執行部の幹部の方がこのような話を実はして

おります。しかしながら、出てきた適正化計画を見ますと、既にその話をした年をみま

すと、もう２６％越えているんです。そしてこの計画をみると、１８年度の分は３４％

ですよ。こういったことを平気でおっしゃっている。これはいかがなものかな。私ね、

実はもう既になっているにもかかわらず、こういった悠長なことをやっているというこ

とが、既に問題の発生源ではないかな、私、そしてまたね、次はいろんなことを切り詰

めながらやっていかないといけない、これはもう既に２５の５％を超えたと分かった時

ですよ。次の年です。２５％にならないように財政を切り詰めていかなねばならない、

というようなことを言っています。これはね、こういった感覚が、実は、私ねこれ、何

故こんな感覚なのか。多分かんぐりで言いますと隠したい、このようなことが働いてい

る。そういった意味でこの感覚をいかに無くすかという、信用ならないというわけでは

ありません。その辺を町長がどのように考えて本当でしっかりした推計を出されるかと

いうようなこと考えてもう一度お願いいたします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 
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○町長（山口隆之君） 西尾議員さんの再質問に答弁させていただきます。 

 まず一点目の組織のあり方についてのことでございます。これにつきましては、審議

会の議論の状況、しかしそれは議論に関わっておりました総務課長の方から詳しくは答

弁させていただきますが、私自身も今の総合支所方式という、これ本当にこれでいいの

かどうか検証する必要があるなというのは感じております。合併協の中で議論をする中

で、３町が円滑に住民の皆さんのサービスを継承していく上でこの総合支所方式が一番

いいだろうという判断の中で当然取り組んでいきた経過があるわけでありますが、まあ

実際に運用していく中で、合わせて求められております職員の削減、さらには事務事業

の見直し等、さまざまな行革の課題があるわけでありますが、それを進めていく中でど

こかの時点でこの在り方もやはり課題として検討していかなければならないなという認

識は持っておるところであります。職員の皆さんから、あるいは住民の皆さんからも賛

否両論のいろんな声を聞いておるところでありますので２年をたった時点でやはりこの

問題についても検討を重ねていく必要があるというふうな認識はしておるところであり

ます。まあそれの議論がどういう議論があったかというのは、後ほど総務課長が申し上

げます。 

 また今の公債費の件でありますが、ちょっと最初聞き逃してしまいましたので、わが

町の話かなと思ってしまいまして、そんな甘い認識でうちはやっているつもりはないが

なというふうに実は思ったところでございまして。おかげさまで、と、言いますか、そ

んなに暗澹でおれる状況でないわけでありますが、基金もまだ少しは残っておりますし、

公債費についても危険ラインを超えてるということはないわけでありますけれど、いず

れにしても本当に今の状況を考えれば、今のうちにやはりきちっと将来を見据えた財政

の推計を職員だけではなくて、あるいは議員さんだけではなくて、住民の皆さん全てに

ご理解をいただく中で、出来ることはみんなでやっていくという、そういったまちづく

りの体制を作っていかなければ乗り切れないだろうなというふうに思っております。そ

ういった中でもちろんわれわれとしては、先ほども答弁申し上げましたように全ての資

料は、きっと住民の皆さんにお示しをする中で、そして協力をいただき、ご理解をいた

だき、一緒に取り組んでいく、この期を乗り越えていくというそういった取り組みをし

ていくことがまずは一番大事なことだと思っておりまして、そういった意味からは、今

日は試験放送ということでありますけれど、来年からは議会の様子もつぶさに住民の皆

さんにも聞いていただく場面も出てくるわけでありますし、またそういった場面だけで

はなくて、いろんな場面で町の抱えている課題について、住民の皆さんにご理解をいた

だいて、一緒にまちづくりに取り組んでいただくようないろんな場面で、そういったお

願いをし、そういった場面ではいろんな部分、情報をしっかり提供しながら、取り組ん

でまいる所存でありますので、今後ともご指導よろしくお願い申し上げるしだいであり

ます。 
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○議長（鹿島 功君） 総務課長。 

○総務課長（諸遊雅照君） 西尾議員さんの方から、今回の行政大綱あるいは行財政改

革集中プラン等につきまして、組織機構の見直しの検討がなされていないと、これは何

故かというご質問でございました。この件につきましては、今回行財政改革審議会の委

員を委嘱しております１２名の委員さんのうち、８名が合併協議会の委員として、新し

い大山町のまちづくりに関わってこられた方々でございました。 

その方々は、旧町からのあるいは合併協議の経過もご存じであるという判断から、行

政の実態についてもあるいは財政の実態についても深く理解しておられるということで

ご選任を申し上げたわけでありますが、組織機構の件につきましては、先ほど議員さん

おっしゃいますように、総合支所方式ということを合併協の中で決定された。つまり自

分たちが、自分たちもその中に参画をしながら決めた方式をわずか２年で新たな方式が

いいというふうなことを、あるいは検討をすべきだというふうな提言をするには、あま

りにも自分たちが無責任、身勝手じゃないかという判断の中から検討をするということ

であれば、行政の範疇で、審議会の中ではなく、行政の範疇で審議をして欲しいという

意向がありましたので、今回行財政改革審議会の中ではこの件につきましては、検討し

ていないという前提といいますか議論がございました。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君） ということは、行政の方でですね、執行部の方で組織機

構改革は、これからやっていくというふうに受け止めてもいいでしょうか、ということ

で、もしそれでなかったらまたお願いいたします。私、なぜこの実質公債費比率の話を

出しましたというのはですね、実はこの一時借り入れを鳥取県もわが大山町もしてない

わけですが、このまま行くと実は一時借り入れ金も予算の中に実は入っております。議

員もそれに同意をしておりますが、このキャッシング的なものが何故分からないか、こ

れはっきりしておかないといけないのは、隠そうとして実ははなから予算が決定した時

点で借り入れてまた決算の前になれば返すということを繰り返す、ということはですね、

なかなか実態として浮かんでこないので怖いというようなことがあろうかと思います。

その辺をもう一度、こんなことはやらないと、しっかり肝に銘じた答弁をもう一度お願

いしてその次に進みたいと思いますので、３回目ですからもう一度お願いいたします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 西尾議員さんの再質問に答弁させていただきますが、まずその

組織の検討の件でありますが、いずれにいたしても行財政審議会から答申をいただきま

したいろんな項目があるわけでありますが、当然その項目については、われわれ真摯に

受け止めて検討していかなければなりません。そうして住民の皆さん、議会の皆さんに

もご理解いただいて一緒に取り組んでいかなければなりません。 

しかしながら行財政改革の課題はそれだけではないわけでありますから、答申いただ
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かなかった課題につきましても必要な課題については、当然われわれ執行部としてもあ

るいは議員の皆さんと一緒になって、検討していくそういったことになるんだろうとい

うふうに思っております。それからもう一点の一時借り入れのことでございますが、今

も聞いてみますけれど、うちとしてはそのようなことをしたこともありませんし、する

必要もなく財政取り組んでいるところでありますけれど、決してそのような数字を目先

をごまかすような借り入れの仕方というのは当然する考えももっておりませんので、よ

ろしくお願い申し上げたいと思います。 

○議長（鹿島 功君） 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君） 了解いたしました。そうしますと次に移りたいと思いま

す。 

町消防団のあり方について通告どおりお願いいたします。合併をして大きくなった消

防団、私も初めての経験です。出初式行かせていただきました。１０団出来たわけです

から、その勇壮な姿を見た時、頼もしく思っておりました。そうしてみたところ、新聞

を見ますと、国の基準数の５分の１程度の数字というようなことが出ておりましてびっ

くりしたので、お尋ねたいと思います。数字のからくりはどのようなものか、実は私も

知りませんので、その辺りも説明していただければありがたいと思っております。 

 火災はですね、減少傾向にあるというふうになっております。そして広域消防が出来

たとはいえ、これから国民保護法などにもうたっておりますが、テロ、地震災害等の発

生時には身近な救助隊の救援が一番頼りになるものであるというふうに私も考えており

ます。そうすることによったら、自衛消防のあるいは消防団の役割はますます大きくな

るというふうに考えます。 

 防災は自助・共助・公助といわれております。少子高齢化等が進んでる中で、集落の

崩壊が始まっています。この自衛、並びに消防団の方のどのようにやる気のある人材を

確保するか。またこれからの消防、自衛消防、消防団合わせてどうするか、これを町長

に質したいと思います。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは西尾議員さんの町消防団のあり方についてのご質問に

答弁をさせていただきます。 

 現在消防団員の条例定数は１５７名でありますが、実人員は１４６名となっています。 

 国が平成１７年６月に改訂した消防力の整備指針によると、消防団員の数は通常の火

災に対応する必要なポンプ車を扱う人員と大規模な災害時等における住民の避難誘導に

必要な人員を積算したものとしておりまして、国が示した計算式にあてはめますと、大

山町ではポンプ車を扱う人員が４８人、避難誘導に必要な人員が６３１人、合わせて６

７９人となります。 

先ごろ発表されました国の指針からみますと、大山町の充足率は２１．５％とおよそ
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５分の１程度で、県下でも低位なランクとなっております。 

消防団員は、これまでの火災等の鎮圧、地震、風水害等の災害の予防警戒、防除等に

関する業務にあわせ、平成１７年からは武力攻撃の事態等における国民の保護のための

措置に関する業務等が加わり、従前にもまして、その任務が拡大しております。 

 防災は、西尾議員ご指摘のとおり、自助、共助、公助の連携ある取り組みが必要であ

り、公助の主要な位置を占める消防団は、団員の確保等による組織の強化がいっそう図

られる必要があります。 

これまでは、地域の繋がりの中で、団員確保の取り組みはなされてきましたが、勤務

地が町外にある、あるいは消防団活動への参加が困難などの理由により、思うように確

保が図られていないのが実態であります。 

さて、どのようにやる気のある人材を確保するのかというご質問でありますが、今後

は、幅広い領域に及ぶ消防団活動のすべてに参加することが困難な人や、ある特定の災

害活動を中心に消防団活動に参加したり、自分の特技等を活かし消防団活動に参加する

ことができる機能別団員制度の創設や昼間の火災に対応するための町内事業所勤務者の

勧誘、さらには女性団体など各種の人材の活用も視野に入れながら、地域防災に対し意

欲ある人材の確保に努めてまいりたいと考えております。 

次に、「現在の自衛消防はどうするのか」というご質問でありますが、町内には、２月

末現在自衛消防が、各区・部落に８６設置され、また、婦人消防隊も３２隊が設置され

ており、合わせて７０７人の方がそれぞれの地域で消火、防災活動を展開されています。 

 自主防災組織も同様に現在２１団体、８０３世帯で設置されており、これ以外にも設

置に向けた取り組みが活発になされております。自衛消防は、初期消火に対して有用で

あり、今後もその活動は継続されるべきものと考えております。 

また、自主防災組織は、消火活動のみならず地震や豪雨など自然災害や外国からの武

力攻撃事態における避難など、日頃から地域全体の防災に対する活動主体としての位置

づけであり、自衛消防の活動も包含しているものと捉えております。 

 今後は、自主防災組織の設置を全区・部落に広げることと合わせ、組織活動の充実を

図ることにより、共助としての観点から、地域の防災力を向上させてまいる考えであり

ます。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君） なるほど数字のからくりが分かりました。しかしながら

消防団でありますが、サラリーマン化率、それから高齢化、これも進んでおるところで

あります。その中で実際じゃあ火事が起きました。そうすると、サラリーマンが多いわ

けですから、現実問題として人がおらない、団員がおらないわけです。集まらない。そ

うしますと広域消防などが来られます。ところがその中に誰かが火災だけではありませ

んけども、なんかの災害があった場合ですけれど、そうしますと周りのことが分からな
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い、その地域にいる方でないと分からないことが多々あると私は思います。例えばおば

あさんがいない、大騒ぎになった。ところが近所の方に聞いたら、1 週間前から入院して

ますよ、というようなことがあるかもしれん、そうした場合に何が大事なのか、回りの

近所の方の動向などを知っておられる方の情報ですね。この情報を取るためには、まず

女性を巻き込んだ婦人消防のもう少し発展した形、実は旧中山町では、全部落に婦人消

防という組織がございました。現在でも実は取り止めたというふうに、合併したときに

ですね、取り止めになりましたが、現在でもやっておられます。そして、サラリーマン

化率、サラリーマンの率が高い、高くなる。その場合に一番速く、そして人が必ずおる、

団員が必ずいる、という状況は役場消防ではないのかなと、私は実は常々思っています。

そうした中で、そのような取り組みはこれから考えられるのかな、実はそれを考えた方

がいいじゃないかなというふうに思われますが、その辺りはどのような考えをお持ちで

しょうか。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 西尾議員さんの再質問に答弁させていただきます。先ほどご答

弁申し上げましたように、火災時、災害時それぞれの役割を持って今消防組織が出来て

おるところであります。上部消防としては広域消防、そして非常備消防としては、町の

消防団、さらに地域の自衛消防、さらには今消防に限らず、自主防災組織の育成を今取

り組んでいろんなところで作っていただいているところでありますけれど、一番やっぱ

り基本になるのは、先ほどおっしゃいますように、地域の中で誰が真っ先に動けるかと

いうことが大事だろうというふうに思っております。 

 そういった中で、特に自主防災組織ということを今、区や部落で設置を促して今一生

懸命取り組んでいただいてるわけでありますけれど、その中でも特に日常昼間いらっし

ゃる方々、こういった方々が地域の状況をきちっと把握しておいていただいて、そうい

った火災時、災害時に非難誘導していただく、あるいは安否を確認していただくことが

大事ではないかなというふうに思っております。そのあとに、自衛消防が来たり、広域

消防が来るんではないかなと思っておりまして、まず初期消火、今消火栓は普及してき

ておりますから、誰でもその消火栓を使ってまず放水ができたり、あるいは寝たきりの

高齢者がおる家が分かっていれば、すぐそこに行って安否を確認に行ったり、そういっ

たことが出来るような普段からのつながりというのが大事だろうと思っておりまして、

さらに今２１団体でありますけれど、今ある自衛消防を各部落で持っておられるところ

も含めて、そういった体制が出来るように全部落に広げていくことを強力に進めていか

なければならないというふうに思っております。これは火災の時に限らず、普段の福祉

の観点からもやはりお互いが助け合うという意味での近所のつながり、こういったこと

が大事になってくるんではないかなというふうに思っております。 

そういった中で、今中山地区には以前から婦人消防隊があると、大変心強い取り組み
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であります。どうしても昼間いらっしゃる率は、ご婦人の方なり高齢者の方が多いわけ

でありますから、ご婦人の方とか高齢者の方々が、中心になって昼間を守り、夜は若い

方々や男性の方もお勤めから帰ってこられるわけでありますから、やはり昼間の体制と

夜の体制とある程度部落の中で動けるようなことも考えていく必要があるんではないか

なと思っております。 

今、もう一つ初期消火の中で、消防団として、確かに消防団の皆さんも今お勤めの方

もいらっしゃいます。でも名和地区なんかは、出来るだけ町内に勤務している人を中心

にしながら団員の募集をして位置付けておりますので、結構早いうちにサイレンと同時

に出ていけるわけでありますけれど、なかなかそういった方々だけでは、団員の確保は

出来なくなってきておりまして、米子とか他に勤めておられる方でも消防団員として、

団員になっていただいて消火活動に取り組んでいただいてる方もあるわけであります。

そういった中で、昼間そういった活動に参加できないのに、役場の分団がいいんではな

いかということでありまして、実際中山地区には役場分団が１分団、以前から作ってあ

りました。これは非常備消防としての位置付けがしてありますので、消防団員に一員と

いう役割になってるわけですけれど。このことは確かにそれも一つの方法だというふう

に思っております。これを名和や大山、名和の本庁や大山支所にもというふうな声も聞

いてはおるところでありますけれど、先ほど来ご答弁申し上げましたように、これは行

政に限らず、町内の事業所等に勤務する方で組織をしていくということが大事かなと思

っています。で、私が懸念しておりますのは、役場の職員が単なる火災の時は、消防で

いいわけでありますけれど、大災害の時、火災に限らずいろんな大災害が起きた時であ

りますけれど、この時の実は非常備消防の消防団員というのの役割も、防災計画上大変

大きな役割があるわけであります。で、消防団員を昼間おるからということで、役場の

職員で補っていってしまいますと、役場は役場としての役場の職員としての大災害時に

その役割、大きな役割がそれぞれあるわけでありまして、どちらの指揮の中で動けばい

いにか、あるいは役場の職員で構成する防災組織上の役割の中で、消防という組織の方

に向けてしまうと、それが成り立ちませんし、また消防の方も、普段の火災の時はいい

わけでありますけれど、大災害の時に消防団としての役割を期待している数が、役場の

職員は、行政側の本部に行くことによって、消防団の数が減ってしまうということにな

ると、両方が弱体する場面も出てくるんではないかなというふうに懸念をしておりまし

て、そういった中で、単に火災の時はそれで当然いいわけですけれど、そういうことを

考えると、やはり消防団員としての日常昼間もこちらの方に、町内に勤務しておられる

事業所の皆さんや、地域の皆さんの団員の方をまずもう一辺、消防団員として参画いた

だいて、力になっていただくような取り組みもしていかなければならないではないかな

というふうに思っているところでありまして、安易に、安易っていえば失礼なんですけ

れど、昼間おってすぐ役場職員がいるから、町の職員で消防団を結成したがいいのかと
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いうのは、そこらへんのところが今、実は懸念をしている課題がありまして、今検討を

しているところであります。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君） ２番は了解いたしました。続きまして…… 

○議長（鹿島 功君） 次に移る前にここで暫時休憩いたします。再開は１０時５０分

にしたいと思います。 

１０時３８分 休憩 

────────────────・───・───────────────── 

１０時４８分 再開 

○議長（鹿島 功君） 再開します。引き続き、西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君） 途中中断がありましたが、第３問目に移りたいと思いま

す。ごみ袋の有料化についてでございます。 

 ごみの有料化について、今までですね同僚議員さんが、先輩議員さんもですが、何回

かこの質問に対してやってきております。ごみの有料化については、減量化の推進、費

用負担の公平を図る目的で新たな方法で１９年１月から始まっております。何回かいろ

んなやり方を模索しながら今年の１月から決定したというような変革がございます。そ

の中でまず１７年度から１８年度の分は減量化になっております。減量というのは聞い

ておりますが、またどれくらいの減量があったのか。そして以前より一律ごみの有料化

をやればいろんなことが出てくるじゃないか、例えば不法投棄の増大、あるいは弱者い

じめになりはしないのか。一番困るのが、子どもが生まれた場合など、そして介護が必

要な高齢者を抱える家庭でございます。紙おむつでごみが増えるうえに、働きも出来な

いというような家庭でございます。いろんな税金、あるいは保険などが上がった中でご

み袋の費用もかさむわけでございます。 

 一番最初の質問で財政改革の質問をした中で、「なんだ今度は安くせえ」というような

話をするわけでございますが、このごみの軽減が出来ない家庭で困ってる家庭が実はあ

ると聞いています。その中でいよいよない自治体はないわけでございますが、鳥取県４

市、はっっきり言いますと４市は大変財政難に困っております。しかしながらこの状況

は、変わっておりまして、一度決めておりながらやはり半分程度を支給しようじゃない

かというような機運になっておるというふうに聞いております。これは４市ではありま

せん。これは他の町もそのようなことをしようじゃないかというような話が出ているよ

うです。そうした中でわが大山町はそういった考えはないのかなということをお聞きし

たいと思います。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 西尾議員さんのごみ袋の有料化問題についてのご質問に答弁さ

せていただきます。 
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 まず最初に、減量化は図られたのかとのご質問でありますけれど、町内で、平成１９

年１月及び２月に処理をいたしました可燃ごみの量は５０２トンであり、前年の同時期

に比べて８．４％の減でありました。これは、ごみ袋の有料化により、住民の多くの方

に、ごみ減量の意識を持っていただいた結果であるものと考えております。 

 次に、ごみ袋有料化に伴う不法投棄の増大がないかということでありますが、ごみ袋

の有料化の後、現在までに、有料化が原因と思われるような新たな大量投棄は発見され

ておりません。しかしながら、町内には、以前からごみが投棄されやすい場所があり、

町では、不法投棄の監視員や職員によるパトロールなどを行い、投棄物の早期発見に努

めているところであります。今後も、広報等による啓発活動や県警との連携を図り、不

法投棄は犯罪であるという認識のもとに、不法投棄防止に努めてまいりたいと考えてお

るところであります。 

次に、幼児や介護の必要な高齢者がいらっしゃる家庭へのごみ袋の無料配布について

のご質問でありますけれど、大山町内から発生する可燃ごみを、なるべく、町内２つの

焼却炉において適切に処理するためには、さらに一層、多くの皆さんにごみの減量化に

取り組んでいただく必要があるというふうに考えておるところであります。弱者支援、

あるいは子育て支援のためのごみ袋の支給につきましては、ごみの減量化、さらには福

祉施策の兼ね合いの中で今後慎重に検討していきたいと考えておるところであります。

以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 西尾寿博君。 

○議員（２番 西尾寿博君） この紙おむつの件でございます。少ないような額に見え

ますが、実は国でも県でも一律に何かをすると、弱いところに歪みがきます。町でもそ

うでございます。例えば都会の方で、一律と言いながら全国の自治体に回すとね、これ

が、財布の財源の小さい、あるいは財布の小さいところに大打撃が回ってくるというこ

とがあるわけでして、弱者いじめと言いますか、財布の小さいところには、財布の小さ

いなりのきめ細かいサービスがあってもいいじゃないかなと私は思っております。そし

て、この不法投棄のことですが、不法投棄の処理方法のまず基準はあるでしょうか。こ

の基準をはっきりしておかなければ、もしそういったことが出た場合に、どのような対

応する、例えば町で負担をする、あるいはその地区で負担をする、というようなことが

あろうかなと実は、思っております。その辺りもう一度お願いしたいと思っております。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 西尾議員さんの再質問に答弁させていただきます。私の子ども

は一番上が２４でございます。２１、１８でありますけれど、思い起こせば、紙おむつ、

出かける時には使ったけれど、普段は使ってなかったよななんて考えています。各家に

子どもの泣き声がして、竿におしめが干してある、ああ子どもがいて賑やかそうだなな

んていう思いを抱いた時代がありました。うちもそうして育ててまいりましたが、つま
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んないことですけれど、おしめね、やっぱり二重でなくちゃいけない、それがわっかに

なっているというのは、竿を通すためにわっかになってたんだななんてこのごろ考えて

おるところでありますが、どうでもいい話ですみません。いずれにしても、そういう時

代になりまして、今紙おむつが必需品ということになっておるようでございますが、先

ほど来、その処理でごみの袋がいるということがありました。ただ、子育ての支援の中

でいろんな施策があるわけであります。来年の４月からは、児童扶養手当０歳から３歳

まで、月額５，０００円が１０，０００円、倍になされる、それからさまざまな大山町

といたしましても、就学前までは医療費の個人負担を軽減し、一部負担だけで対応する、

というさまざま子育て支援施策をしてきているところでありますけれど、この問題とご

み袋の有料化によるごみの減量化の問題、これをどうつなげていくのか。ごみ袋を配る

ことでそれが支援になるのか、あるいはそういった児童手当も出るわけでありますし、

いろんな施策の中でいろんな支援をしているわけでありますけれど、その中で工夫をし

ながら、要は布おしめ使ったりとかいろんな形の中で紙おむつを減らすとか、ごみを減

らすとかということをすることによって、その財源を浮かしていくというやり方もある

のだろうと思っておりまして、だから一律にごみの問題を子育て支援の中でつなげてい

くことが本当にいいのかなと実は考えておるところでありまして、そういう意味では慎

重に検討したい。だからある部分ではいろんなサービスは受けているけれど、でもこの

部分はないじゃないかとか、すべての部分でじゃあ子育てだってということで、全部子

育て支援だということで、いろんな部門で別々にそれを支援するのがいいのか、トータ

ル的に子育て支援の中で町の財政を考えながら考えていくということも必要ではないか

という思いでご答弁差し上げたところでございます。 

 それから不法投棄の処理基準、これにつきましては担当課長の方から答弁させていた

だきます。 

○議長（鹿島 功君） 住民生活課長。 

○住民生活課長（福田勝清君） 不法投棄の処理の基準ということでお尋ねがございま

した。私の方でお答えをいたします。 

 原則不法投棄があった場合については、所有者の方、当然管理をされてる方でござい

ますが、その方が処分をされるのが原則でございます。ただしまあいろいろ理由がござ

いますが、どうしても処理が出来ないということになりますとですね、現在西部地区で

も対策会議を持っておりますが、これは市町村、あるいは県警、その他諸々の関係者が

出るわけでございますが、その会議の中に諮って、一体全体どうした方がいいかという

観点から、最終的にはまあ町でも処分しなければならないということになると、補助金

がございます。県の補助が２分の１の補助でやるわけですが、その補助金を利用しなが

ら現在処分をいたしております。 

従って基本的には、所有所の方が当然、自分の土地は自分で管理していただく、不法
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投棄を起きないように管理をしていただくというのが原則でございます。以上です。 

○議員（２番 西尾寿博君） 了解いたしました。以上で終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

○議長（鹿島 功君） 次、１１番 諸遊壌司君。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） １１番議席の諸遊でございます。今回は２点私の考え

を述べ、町長・執行部に考えを述べ、町長、執行部の考えを質したいと思います。 

 私は今日の一般質問は非常に心が弾んでおります。いつも弾んでおりますけれども、

特に今日は弾んでおります。あのビデオの関係では絶対ございません。何故ならば、こ

れまでは合併してから７回、一般質問の機会がございました。私は毎回一般質問してお

りますけれど、その内に２回、新エネルギービジョンについて、意見を述べております。

述べておりますけれど、これまで２回の町長の答弁は、私からみればちょっとさみしい、

ちょっと消極的な答弁でなかったかと思っとります。 

しかし、先月でしたね、配られました、全戸に配られました新大山町地域新エネルギ

ービジョンを見ますと、この冊子には正に私が従来訴えていたことが堂々とここに載っ

てるわけでございます。と、いうことで、今日は前向きな明るい答弁があるのではない

かということで、心を弾ませているわけでございます。 

ということでまず第１、大山町地域新エネルギービジョンについて私の考えを述べご

答弁いただきたいと思います。 

このたび、大山町地域新エネルギービジョンが発表されました。パンフレットの表紙

には、大山町の恵みは自然のエネルギー、未来のために今から出来ることと記されてお

りまして、２００７年つまり今年から２０２１年まで１５年間に亘っての間に、大山町

における現在の二酸化炭素排出量、１０万７，０７０トンあるそうでございます。その

約２．９％の削減をめざし、その目的達成のために、６つの重要プロジェクトを推進し、

おのおのプロジェクトにおいて住民・事業所・行政がどのように取り組んでいくかが具

体的に明記してあるわけでございます。基本的に誠に的を得たビジョンでありますし、

私的にも大変賛同する新エネルギービジョンであると思っています。 

そこで２点質したいと思います。まず１点目、パンフレットには「行政として遊休農

地で菜の花を栽培し、菜種油を作ることで町内で油が循環する環境づくりを検討します」

と書いてありますが、検討をされましたでしょうか、どうでしょうか。されたらどこま

で検討をしておられるか。一昨年、１７年の１２月のその一般質問、私がした時には、

町長は町で取り組むのは非常に課題が多すぎると、さみしい、冷たい答弁でございまし

たが、その後前進したのか、町としての考えがどうなのか伺いたいと思います。また遊

休農地の活用や自然環境保全、また観光振興として、相乗効果について協議されたのか、

どうなったのか。このパンフレットにはそのことがきちんと載っています。まずそれが

１点目。 
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次、２点目といたしまして、現在廃食用油、俗に言うてんぷら廃油でございますけれ

ど、その回収は学校給食センター等で行われておりますが、一般家庭からの回収計画は

進んでいるのでしょうか。どうでしょうか。これも昨年の９月議会に私は提案しました。

町長の答えは、前向きに検討進めるというご答弁でしたけれど、今のところで私はそう

いう計画はあるとはまだ聞いておりません。どうでしょうか。 

鳥取環境大学では、廃油提供モニターカードを発行いたしまして、その協力度合いに

より、地域通貨を発行し、鳥取市街の商店街を中心にそのカードを持っていきますと、

割り引きを受けたり、また粗品がもらえたり、またスクールバスに無料で乗れる制度を

作っていらっしゃいます。 

本町でも今年、本年度４月より、農地・水・環境保全向上対策事業が実施されます。

町民みんなで農村の環境を守っていこうという趣旨の事業でございまして、今現在概ね

５０集落が希望されていると聞いております。その事業の活動内容の一つに、廃食用油、

てんぷら廃油の回収の義務付けをし、さらに、ここです、さらにポイント制にしまして、

回収した量に応じ、町内に取り扱いがございます８０店ある商工会発行の商品券、つま

り「町内お買物券」を発行し、町民や事業者に積極的に参画してもらう方策はいかがな

ものかと思います。町長の考えを質したいと思います。 

○議長（鹿島 功君） 町長。  

○町長（山口隆之君） それでは、諸遊議員さんの、大山町の地域新エネルギービジョ

ン、これについてのご質問に答弁させていただきます。 

 吉村元男鳥取環境大学環境デザイン学科長を委員長にいたしまして、１０人の委員、

４人のオブザーバーで構成いたしました「大山町地域新エネルギービジョン策定委員会」

のご尽力によりまして、このビジョンが策定されましたことに対しまして厚くお礼申し

上げるものでありますが、これまでに取り組んできました事業を踏まえて、これからの

新エネルギー事業の方向を六つの重点プログラムとしてまとめていただいたところであ

ります。このプログラムは、それぞれの取組に向けた課題と実施方針、そして目標が示

されております。あわせて、行政や事業者、町民の皆さんが、それぞれの立場で取組む

方向も示していただきました。 

 このビジョンをもとに、具体的な取り組みを各分野で展開してまいりますので、議員

の皆さんをはじめ多くの皆さんのお知恵や活動の助けを借りて事業を推進してまいりま

すのでよろしくお願い申し上げる次第であります。 

それでは、ご質問に答弁をさせていただきますが、「遊休農地で菜の花を栽培して、菜

種油をつくることで町内で油が循環する環境づくりを検討する」というふうに書いてあ

るが具体的にはどうなのかということでありました。先ほどありましたように、以前の

一般質問の中で、議員から直接この課題を質問いただき、その成果があってこのビジョ

ンの中に入ったということもあるのではないかなと思っているところでありますが、そ
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の時にも申し上げましたように、その解決に向けた準備が大変必要になるということで、

そのことを踏まえて答弁したところでありますけれども、今もってその課題は、現在も

変わらないところだというふうに思っております。 

しかしながら、取り組み課題は、多いわけでありますけれども、遊休農地の活用や自

然環境保全、景観形成と観光資源としての活用を視野に入れた効果もビジョンに明記を

されているところでありますので、こういった議論、あるいは提言を踏まえて検討を、

これから具体的な検討を関係する方々と進めていくということになろうというふうに思

っておるところであります。 

次に、「廃食用油の回収、一般家庭の回収計画は進んでいるのか」ということでありま

すが、具体的な提言をいただきました町内の商工会が発行いたしております「町内お買

い物券」やあるいは、「地域通貨」、「利用ポイント」制度などについて策定委員会でも議

論いただいた点であります。 

事業者の皆さんをはじめ利用者の皆さんのご意見をいただきながら調整をしていきた

いというふうに考えておりますが、また、一般家庭での食用油の利用は、新しい油を継

ぎ足しながら消費されている場合もお聞きするところでありますので、環境にやさしい

利用方法も提案しながら、できるところからではありますが、新しい取り組みとして位

置づけて計画づくりに着手してまいりたいというふうに考えておるところであります。

以上です。 

○議長（鹿島 功君） 諸遊壌司君。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） これまでの２回の質問よりも前進したでないかと、う

れしく思っております。私の座右の銘が一つありまして、それは１００の感動も実行が

なければ無に等しい、ということが、私の座右の銘にしております。いろんなところに

議員としても視察に行きます。いろんな場で感動します。感動してもそれを持って帰っ

て、わが町で自分の仕事をして生かさなければ、その感動は何にもならないと思ってい

ます。言い方を変えれば、絵に描いた餅はおいしくないということでございます。せっ

かくこういう環境大学の教授も迎えられて作られたこのビジョン、いろんな困難もあろ

うと思います。よく分かります、私も。それを突き破っていかれるのが、新のリーダー、

山口町長のリーダーシップではなかろうかと思っております。 

 実は３月３日でございましたでしょうかね、まだ知事になっておられませんけども、

今度知事になられるかもしれない、知事に立候補しておられます平井候補と議員の有志

と話し合う機会がございました。で、その時に各議員がいろんなことを自分はこう思う、

私はこう思う、おっしゃったですけれど、私はこのことを取り上げました。で、まんだ

知事でないので、言うわけにはならんけども、知事になったら確かにその問題は大切な

ことだと。ただ未来永劫補助を出し続けるということにはならんので、その走りの起爆

剤とか、ちょっと押すための助成とかそういうことは県としても考えていかなければな
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らないじゃないかな。なったら、知事になったらということでございました。 

それからですね、総合計画ですが、町長はいつも言っておられますけれど、大山町は

農業、漁業、そして観光、そして環境が大切だということでございますけれど、やっぱ

り先人を切るということは、同じことの繰り返しになるかもしれませんけれど、先人を

切るということは、なかなか難しいと思っております。そこをされるのがリーダーの役

目だと思っています。特にいつも言いますように、大山から見た菜の花畑、そして風車、

奥には青い日本海、すばらしいと思いますけれどこのことについてもう一辺答弁お願い

します。 

○議長（鹿島 功君） 町長。  

○町長（山口隆之君） 諸遊議員さんの再質問に答弁させていただきますが、この新エ

ネルギービジョン、しっかり読んでいただいておるようでありますので、そういう意味

では非常に関心を持っていただいておることに対して非常にうれしく思っているところ

でありますし、もっともっと多くの町民の皆さんにこの計画に関心を持ってもらいたい

なというふうに願うところであります。そのページ６９ページにきちっと書いてあるわ

けでございますけれど、やはりこのプロジェクト、菜の花を生産する農家にとっての農

業機械の導入や人件費、さらには菜種油の精製するそういった費用、その事業者、こう

いったところのトータル的なコストでは他に取り組んでいる全国の事例を見ても非常に

厳しい。なかなかこれを軌道に乗せていくのは先進事例をみても非常に厳しいというこ

とが改めて記載をしてあるところでございます。 

 従いまして先ほど来、ご答弁を申し上げておりますように、どこでその価値を見出し

ていくのか、環境というものが幾らの金なのか、あるいは美観、景観というものがどう

いった経済効果と換算できるのか、そういったようなところも実は住民の合意を得てい

かないと、単に菜種生産者が、生産した労力が収益として上がってくるような仕組みを

作らなくちゃいけませんし、その油を回収する方、あるいは精製をする方、廃油を精製

する方もそれなりの事業として、成り立っていくような経済効果がないと持続できない

わけでありますから、そういった中でその経費が負担できない部分をじゃあ、何で補っ

ていくのかということになろうと思います。先ほど来の３月３日の話も聞きましたが、

やはりそれが軌道に乗るまでは補助できるけど、それがずっとということにはならない

でしょうねという話はそうでありまして、だからそういった軌道に乗せるためのシステ

ムをまず考えている中で、行政の役割として、そのシステムを運用するまでの間は支援

できるんでしょうが、その支援がないとその事業が継続できないような事業であっては

ならない。そういった意味で課題が多いし、単町の大山町だけで取り組むのは難しいん

じゃないですかというのは昨年の答弁にあるわけであります。今回はこういった形でそ

の専門家も含めて、この菜の花プロジェクト、これを菜の花の生産、遊休地の活用、さ

らには生産者への利益、さらにはそれの油の利用、油の回収、それで精製、さらにそれ
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を燃料に使っていくというサイクルを検討されて、提言をいただいたわけでありますが、

これが本当に持続的、持続可能なシステムになるようにしていくには、どうしたらいい

のかというのをこれから考えていかなくちゃならないと思ってますし、そういった意味

ではもっと大きな範囲の中での取り組みということも考えていかなければならないんで

はないかなと思ってます。幸い鳥取県では今、菜の花油田プロジェクトというのも立ち

上がっているようでありまして、そういう意味ではもっと広範の中で量を大量にシステ

ムに乗せることによってそれが持続可能なシステムになっていくという可能性もあるよ

うでありますので、そういったことも踏まえながら、検討をさらに進めてまいりたいと

いうふうに考えておるところであります。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 諸遊 壌司君。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） おっしゃるとおりでございます。よく分かります。で、

今の答弁の中に多くの町民に関心を持ってもらわなければならないとございました。特

に廃油、てんぷら廃油を回収するについては、特にそのことが町民の関心がなければ協

力がなければできないことだと思っています。それで、この答弁町長からなかったと思

いますけれど、ですから全集落で町民が全部てんぷら廃油のことをやろうと思ってもな

かなかできないので、今、農地水環境保全向上対策事業に取り組まれる集落、概ね５０

集落と課長から聞いておりますけれど、その集落はせめてこのてんぷら廃油のことに協

力しようじゃないか、こういう町も指導すべきだと思うわけでございます。どうでしょ

うか。 

○議長（鹿島 功君） 町長。  

○町長（山口隆之君） 町民の皆さんに多く関心を持っていただきたいというのは、別

にこの菜の花プロジェクトだけのことではなくて、省エネということでの仕事の削減、 

こういうのを数字目標として表しておりますので、そういう意味でしっかり関心を持っ

ていただいて、できることから身近なことから環境の問題を考えていただきたい、仕事

の削減に取り組んでいただきたいという意味でございまして、この菜の花のことも大事

なことになりますけれど、そういう意味でありますが、この取り組みます農地水環境保

全向上対策事業、この中にそれを大山町として義務づけろという話でありますけれど、

なかなかそこまでは、それぞれ地域の皆さんが計画を立てられることでありますので、

これを義務づけるということはできないと思っておりますけれど、そういった取り組み

というのは、促していくっていうことも必要ではないかなと思っております。ただ、諸

遊議員さんも優しい方でありますので、家でも家事は当然やっておられるんだろうなと

思っております。わが家のことを考えてみましても、ほとんど廃油出ないんですね。そ

の事業者とか、給食センターってところは、てんぷら揚げればあるいは１回か２回でも

う廃油にしますけれど、わが家がけち臭いんでしょうか。てんぷら１回で次２回ぐらい

までは揚げますね、そうすると足らなくて足して、それはまたたまっておいて今度はそ
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れを炒め物に使っていきながら、使っていくと、そういうサイクルでいくとほとんど廃

油がないというのが、わが家の生活でございまして、これは標準的ではないと思ってお

りますので、それぞれ家庭の中であるのかもしれません。ただこれも検討いたしました。

しかしながら量的にどういった回収のシステムにしていくのか。ほんのこれだけづつ集

めればいいのか、じゃあどこにそれを持ち込めばいいのか、誰がそれを回収していくの

かっていうことで、いろいろ議論がありましたが、探してなかなか難しいなというとこ

ろで、実は終わっておりますけれど、そういった廃油、家庭からの廃油の実態というも

のも少し、わが家のことだけを語ってはなりませんので、どのくらい家庭から廃油が出

るのかは検討していかなければならないと思っておりますが、まずは事業所という飲食

店とか、給食センターとか、そういったところから出る廃油っていうのを有効に活用し

ていくっていうことは、今でも取り組みはしているところでありますけれど、これにつ

いては、積極的な取り組みをしていかなくてはならないというふうに思っております。

家庭については検討課題かなというふうな思いでおるところであります。以上です。 

(「議長、もう１回」の声あり) 

○議長（鹿島 功君） この件でございますか。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） この件です。 

○議長（鹿島 功君） この件につきましては、３回以上になりましたので、会議規則

第５５条の規定により、これは発言を許しませんので、次に移ってください。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） カウント間違いだったでしょうかね、次が３回目だと

思っておりましたけども、じゃあ失礼しました。そうしますと、その件についてはまだ

まだ言い足りないことがたくさんありますけれど、議長からの指導でございますので、

次の件に移らせてもらいます。 

 次は納税報償金に替わる施策をと題して私の意見を述べたいと思います。 

 各々の町村、各自治体が平たく言えば、うまく言っているかそうでないかを見る場合、

財務状況とか、老齢化、老齢比率、人口の増減などたくさんの要素が考えられるわけで

ございますが、私はその町、その自治体を構成する各集落が活性しているか否か、つま

り集落に活力があるかないかということと、もう一つは固定資産税とか、国民健康保険

税などの税金や上下水道、あるいは給食費などの利用料の徴収がうまくいってるかどう

かが、大きなポイントの一つであると私は思っています。現在合併後、特に財政上の問

題から納税報償金制度は廃止になりました。財政難の折から、ある程度の理解は私も理

解いたします。 

が、しかし合併して２年、全町的に町民の声に耳を傾けてみますと、町からの各種の

報償金がなくなったため、集落の活動が大変弱まったという声、そういう意見をたくさ

ん耳にするわけでございます。私も聞くですから、町長もわれわれ同士の議員も同じこ

とを聞いていらっしゃるじゃないでしょうか。 
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町としても税務課に滞納対策室を作り、納税の見込めない人に対して、土地・建物を

中心に差し押さえを計画、実施されたり、またインターネット競争を進める準備をして

おられます。そのかいあってか、若干徴収率が上がっている、その努力は認めるわけで

ございますが、それと同時に報償金に替わる、いわば手数料といいますでしょうか、そ

ういう形で全納してくださいました集落に対し、そういうお礼金というでしょうかね、

そういうお金を出した方が結局得策となるのではないかと私は思っております。 

 また水道料金徴収の場合、今大山町では、現在２９集落で婦人会とか、何らかの会で

令書を配り、徴収されていると聞いております。手数料は１件当たり８０円というわず

かな金額でありますが、この制度をもう少し充実されまして、税金各種の利用料徴収に

も取り入れるべきであると私は思うわけでございますが、町長の考えを質したいと思い

ます。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは諸遊議員さんの納税報償金に替わる施策をというご質

問に答弁をさせていただきます。 

納税組合の報奨金は、ご指摘のように合併以前には旧３町にはございまして、それぞ

れ各部落に納税組合があり、その期限内納付率等によって奨励金が決定され交付をされ

ておりました。しかしながら、平成１０年、納税貯蓄組合法の規定の定める要件を充足

しない補助金、奨励金は違法であるとの司法の判断が出たこと、また財政的な観点から

合併に際してすべて廃止をされたところでございます。 

従いまして、報奨金につきましては、納付率の向上や集落コミュニティ活動に一定の

貢献をしていたのではないかと思っておりますものの、これの廃止によって納付率がど

のように変化したのかといった検証や個人情報保護の視点、あるいは納税貯蓄組合法の

定める奨励金のあり方等の問題点を整理しなければならないと思っているところであり

ます。いずれにいたしましても、本町も多額の未収金を抱えておりますので、これら税

や水道などの報奨金が納付率の向上に本当に効果があるのかどうかということもそうい

った視点から、検討してまいりたいというふうに考えておるところであります。以上で

す。 

○議長（鹿島 功君） 諸遊壌司君。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） 先の３月７日、各課長きてもらいまして、保育料、給

食費、介護保険料、町営住宅、上下水道などの滞納金問題、滞納金の現状について語っ

てもらったといいましょうか、示してもらいました。まあ、何といいますか、それぞれ

の課で努力はして、さっきも言いましたように努力はしていらっしゃいますけれども、

これでは議員はもとより、町民も「おおがんばってるがん」という数字ではなかったと

思っています。町長もそう思っておられるじゃないでしょうか。そして、そのことで明

日ですね、３月１６日再度関係課長を呼びまして、もう一度詳しく、そしてどのように
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今後、進めていくのかということも議論するようになっておりますけれど、まず一点、

３月７日の課長報告を聞かれて町長はどう思われたか、まずお答えください。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 再質問に答弁させていただきますが、先般急きょではありまし

たけれども、それぞれの滞納条件についての説明をさせていただきました。議員さんか

らもいろいろと厳しいご意見もいただいたところでありますけれども、私の方といたし

ましても、やはりそれぞれの取り組みに大きな差異があるなというのを感じたところで

ございます。 

 まあ思いとしてはみなそれなりの思いを持っておるんでありましょうけれども、それ

がなかなか実態として、数字に表われていない分もあるわけでありまして、そういった

意味ではもう一度改めてわれわれも取り組みを検証しながら、効果ある取り組みをお互

いにやっていかなければならない、そういうことを肝に銘じたところでありまして、そ

ういったことを１６日、お話させていただく場になるんではないかなと思っています。

そういった意味では、本当に私としてもまだ不十分な部分が当然あるものというふうに 

理解はしておるところであります。 

○議長（鹿島 功君） 諸遊壌司君。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） ３月１０日の日本海新聞に、こういうのが載っており

ました。「川崎市長、自ら職談判へ」これは保育料の滞納が川崎市にはたくさんあるとい

うことで、市長自ら督促へ行かれるということが新聞に載っておりました。私はそれを

見て、山口町長さん、あなたもそうしなさいということは言うつもりでございません。

どっこも国全体がそのことで困っているということでございます。 

それで今先ほどの答弁の中に奨励金と言いますか、報償金が無くなった、これはいけ

んということも出たこともあるし、個人情報云々ということで無くなったということで

ございました。それも分かります。ただ、固定資産税でありますとか、どうでしょうか

ね。そういう所得税は町ではないですけれど、そういう各おのおのの所得によって分か

る資産状況によって分かるのはなかなか集めにくいわけでございますけども、給食代、

上下水道代、ああいうのは個人情報に触れないじゃないかと私は思っておりますけれど、

いかがなもんでしょうかね。まあ隣の人が、集落の人が集められるのに、山口家が家族

何人、なら下水道はいくら、これはだいたい分かったことでございます。給食費もみん

な一律でございます。これは個人情報に触れないと思います。ぜひともこういう制度を

あれして作ってくださいまして、もう一度復活させてもらって、そういう人たちに、そ

れが婦人会なのか納税組合なのかどうか分かりませんけれど、やっぱりお礼金を出した

らいいと思うわけでございます。この間の課長の説明に、ある課長でした。名前忘れま

した、滞納があって自分の課は２名班で、２人で米子に行ったり、今大山町におられな

いから、米子に行ったり琴浦町に回収に回ってるということでした。凄い努力しておら
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れます。でも、いくら例えば５，０００円の集金をされるのに、２人夜たぶん行かれる

でしょう。残業手当かなんか含めますと、これはマイナスになると思うんです。で、そ

れだから努力しなさいじゃないですよ。そういう努力をしているだったらならば、そう

いう集落の組織にお金を出した方がお礼金、手数料を出した方がどんと回収率は進むの

ではないかと私は思っておりますけれど、もう一回出来ますが。もう出来ませんね、出

来ません。はい。ということでございます。もう一回出来ませんので、例えば県では、

県税事務所がございます。これは普通税を自動車の普通の税金を集めていらっしゃいま

す。この制度は今でも県税事務所に残っております。今調べてみましたら、西部で１６

０組合、そういう納税組合みたいな組織を作っておられまして、回収しておられるそう

でございます。これは一人当たりといいますでしょうか、手数料は３００円だそうでご

ざいます。やっぱりそういう組織を作っておられるところと組織を作っていないところ

ではやっぱり徴収率に大きな差が出ていると、昨日担当官が電話でございましたけれど、

そう話しておられました。兼務しているんですよ。町もできるじゃないですか。最後の

答弁になります。よろしくお願いします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 諸遊議員さんの再質問に答弁させていただきますが、質問の主

旨と言いますのが、まあ今までの納税貯蓄組合の報償金で、町づくり村づくり、これが

出来とったんではないかという主旨のご質問であったというふうに思っておったところ

でありますが、そちらの方がだんだんそちらの方がどっかいっちゃってしまってますん

で、そちらの方からも少し整理させていただきたいと思いますが、地域のコミュニティ

ー、地域のつながりを強めていくということは、先ほど来の西尾議員さんの防災の観点

でも答弁させていただきましたように、大変重要なことだと思っております。そういっ

た中での地域活用の支援というのは、いろんな形で出来るんではないかなと思っていま

す。今でもそういう補助制度というのを作りながら、活発に取り組んでおられる集落も

あるわけでありますから。 

ただ今まで納税貯蓄組合として活動してそこに出された報償金というのが、そういっ

た使い方をされていたっていうのが、それは地域だといいことだったんですが、それが

少し問題であるというところの中で、特に個人情報の保護、これが厳しくなった中で、「ど

この家がまた滞納ですけんな」とか「どこの家が税金なんぼです」ということはもう絶

対情報出してはならないという環境の中で、その納税貯蓄組合を各部落に設けて、それ

でそこで活動していただいて、納付の奨励をして、それに報償金を払っていくというこ

と、これが本当にどこまで納税状況の中に、納付に好影響があるのかということ、この

ことをやっぱり少し考えてみなくちゃいけないんではないかというのが、先ほどの答弁

したところでありますので、本当にそういった効果があるのならば、そういったことも

一つの方法だろうというふうに思っておるところであります。 
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ただ、県が今やっております自動車税なんか、これは各部落というよりは、１０人以

上の任意の組織を作れば報償金をもらえますよということですから、自動車持っておる

もの「１０人集まらいやと、どうせ税金払うんだったらみんなで払えば３００円もどっ

てくるがな」「だけ１０人で組まあで」ということで、組織ができるんですよね。だから

このことと、それから今議員さんがおっしゃっている貯蓄組合の意味とは少し違うんじ

ゃないかなというふうな理解はしておるところでありますけれど、だから納税貯蓄組合

として、町がじゃあ税とかいったもの、どういった形で組織を作れば効果的にそれが、

効果を発揮していくのかというところ、検証したいなと思っております。あと税以外の

水道料金や、下水道料金は、これは別に給食料金と、これは情報は保護せでもええもん

でないかという話でありましたが、そんなことではないんではないかなというふうに思

っておりますけれど、いずれにしても今２９集落で水道料金の徴収を婦人会に委託して

おるような状況がありますから、そこら辺の考え方は水道課長の方から答弁をさせたい

というふうに思っていますが、繰り返しになりますけれど、いずれにしてもこの組織を

作って報償金をそこに出していくということ、このことがひいては収納率の向上につな

がるかということをしっかりと研究をさせていただきながら効果として、あれば考えた

いと思っておりますし、またコミュニティーの活性化についてはこれに限らずその別の

形の中ででも支援していくようなことも、これは考えていかなければならない課題では

ないかなというふうに思っておるところであります。じゃあ水道課長の方から答弁させ

ていただきます。 

○議長（鹿島 功君） 水道課長。 

○水道課長（小西正記君） 上水道会計の中で旧町から引継ぎまして、旧町村で申し上

げますと、旧大山地区で２９カ所、中山地区で１５カ所、名和地区で 1 カ所の合計４５

集落におきまして、納付書の配布及び徴収を行っていただいておるところでございます。

これらについては、委託しておるところについては、全て完納という状況はございます

けれども、仮にこれが未納になった場合につきましては、その集落に対して、督促のお

願い等はこれは出来ないという考え方をしております。従いまして、今現在のところは

配布徴収を出来るところだけしてもらうというふうな状況にはなっておりますけれど、

これが全ての集落にそれを行った場合、これからの水道料金の維持管理につきましても、

料金体系等の見直し等を考えておりますので、それについても調整をしながら、検討さ

せていただきたいというふうに思っておるところでございます。 

下水道料金につきましては、これにつきましては、委託料等これは配布をしておらな

いところはないということが現状でございます。以上です。 

○議長（鹿島 功君） 諸遊 壌司君。 

○議員（１１番 諸遊壌司君） まだまだたくさん本当は言いたいことはたくさん、質

問したいことはありますけども、議長がもう時間だよとサインを送っておられますので、
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終わります。次回また質問したいと思います。終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

○議長（鹿島 功君） 次、８番 岩井美保子君。 

○議員（８番 岩井美保子君） 通告に従いまして２項目の質問をいたします。 

１番、行財政改革大綱及び集中改革プランの策定についてということで質問いたしま

すが、この質問には西尾議員がされましたので重なると思いますので、割愛をさせてい

ただく場面がございますが、私は細項目の２点についてお聞したいと思います。 

先ほどの西尾議員の答弁の中で、この答申をされました審議会の皆さんが、合併協の

方々が６人加わっておられたということで、ああそうか、この中身がそれでこういうふ

うになってるんだということに気がつきました。それで１番の改革プランについてとい

うことで質問させていただきますが、思い切って廃止する事業はないのかということを

お聞きしたいと思います 

この件につきまして、中身を見させていただきましたら、金婚式だけが１９年度は開

始するが、２０年からは廃止するということで、１点だけ上がっております。他に本当

に廃止する事業っていうのはないものかと思って質問するわけでありますが、審議会で

答申されたのは、いいですけれど、決められるのは町長の裁量でできることだと思って

おりますので、そのことについてどれだけ思い切って事業の廃止ができるのがあるのか

ということをお聞きしたいと思います。 

それと 平成２２年からの財政をどのように考えておられるかということでございま

すが、中身を見せていただきますと、本当に底を突く状況が２１年度に見られておりま

す。基金が少なくなるということは、次からの事業に、予算を付けますのに、お金が不

足した場合は、借入金をということになると思っております。その何かの説明の中で、

その借り入れを８億を限度として、というようなことを聞いた記憶がありますが、間違

ってたら指摘してください。そうしますとそういうことで例えば、基金が無いものです

から、無くなれば補正を組むとか、ということになってくるんではないかと思って危惧

するところであります。これは議員全員が、この答申を見させていただいて感じている

ところだと思っておりますので、答弁よろしくお願いします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは岩井議員さんのご質問に答弁させていただきたいと思

います。「行財政改革大綱及び集中改革プランについてのご質問でございました。その状

況については、先ほど西尾議員さんに答弁した状況でありますが、特にその中で思い切

って廃止する事業はないのかというご質問でありました。大綱及びプランは、あくまで

も行財政改革を進める上での指針でありますので、今後この指針に基づきまして、課長

補佐級の職員で構成をいたします、行財政改革検討委員会、ワーキンググループ、これ

や管理職職員で構成をいたします行財政改革検討委員会の場で事業のより具体的な方向
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性や成果の指標となります数値の設定について、検討してまいりたいというふうに考え

ておるところであります。 

その中で事業の見直し廃止、こういったことも当然検討していきたいというふうに思

っておるところでありますが、ただ大にして各論反対、総論賛成、総論賛成、各論反対

というこういった議論になりがちな部分があるというふうに思っております。特にこの

課題につきましては、補助金の問題等いろんな事業につきまして、住民の皆さんに直接

関わることであります。従って町民に皆さん、そしてまた議会の皆さんにも全面に出て

いただきながら、やはりこの課題は取り組んでいかなければならないなというふうに思

っております。一方的な財政状況での押し付けによる事業の廃止とか見直しというふう

にとらえられないような形の中で、住民に皆さんに理解を求めていくことが大事ではな

いかなというふうに思っておりまして、そういった意味からも議員の皆さん方のお力を

しっかりとお借りさせていただく中で取り組んでまいりたいというふうに思っておると

ころでありますのでよろしくお願い申し上げます。 

次に、平成２２年からの財政をどういうふうに考えていくかというご質問でありまし

た。地方公共団体の歳入の根幹であります町税の税源移譲の今後や、地方交付税制度の

簡素化や新型交付税制度の導入など、めまぐるしく変化をいたします状況が読み取れな

い先行き不透明な現状では、かなり難解なご質問になるんではないかなと思っておりま

すが、まずは事業の重点化・優先順位化、財政の健全化のための自主財源の確保、業務

体制の整備や執行方法の見直しによる経費の節減、投資的経費の効率化や積極的な節減

費用対効果の測定、こういったことを通しながら、積極的に取組み、財政負担の軽減化

に取組んでまいりたいと考えておるところであります。 

また「入りを量りて出るを制す。」こういったことを基本としながら、当分は自らの背

の丈に見合った穏やかな予算編成といたしますとともに、併せて予算編成過程に枠の配

分方式を採用し、各課に事業選択の権限を与えることによりまして、職員一人ひとりに

経営感覚の醸成や財政危機の認識を求め、私たちをはじめ、職員一丸となってこの財政

危機からの脱却を図ってまいる所存でありますので、今後ともよろしくご指導のほど、

お願い申し上げるしだいであります。以上で答弁終わります。 

○議長（鹿島 功君） 岩井美保子君。 

○議員（８番 岩井美保子君） 今の答弁で総論賛成各論反対というようなことが出る

がということでございますが、それは個々の考えもあるかと思いますが、財政が破綻す

るということになりますれば、各論で反対して財政を倒産させるというようなことには、

もってきてはいけないことだと思っておりますので、議会もそれは承知の上だと思って

おりますが、今説明をいただきました、答弁をいただきました中で考えますに、歳入が

なければ、歳出が出来ませんから、歳入のために歳入を上げるために先では税を上げる

とか、使用料を上げるとかという話になってくるようなことになるのではないかと思っ
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ております。それは大山町を本当に住みにくくする原因にもなってきますので、そうい

うことにならないためにもいろいろな方面でちゃんと町長が舵取りをしていただきたい

ということでございます。いかがでしょうか。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 岩井議員さんの再質問に答弁をさせていただきますが、申し上

げましたように改革という方向の中で、今財政状況を皆さんがご理解をいただいておれ

ば、もちろんこの改革というのは皆さんご理解をいただいてるんだというふうに思って

おります。ただしかしながら、おおにしてやはり狭い視野に陥りがちな部分も出てくる

わけでありますから、おおにして総論としては分かるけども、でもこれはなという個々

の部分だった時になかなか抵抗が大きくなるということがありがちだなということを申

し上げたところでありまして、そうならないようにするためにも、私としても今の状況

というのを住民の皆さんに理解をいただく取り組みをしっかりしていかなければならな

いというふうに思っているところでありますし、そういった情報というか役割を私や職

員だけではなく、議員の皆さん方あるいは審議会に関わっていただいた皆さんもそうで

ありますけれど、そういった方々にも役割を担っていただきたいなというのが思いとし

て言わせていただいたところであります。だから、もちろん今の状況でいけばそうなる

わけでありますから、どんどん改革を進めながら入って来る金は確実に国からの金は減

っていいくだろうというふうに思っております。どれをどう対応していくかということ

になれば、やはり出る方を減らしていかなくちゃならないというのはこれは当たり前の

話でありますので、そういう意味から改革というのは出る方を減らすのが改革になって

しまうのかなという気がしておりまして、出る方が増えれば当然合わせるには、また住

民の皆さんからまたご負担いただくということになるわけでありますから、その辺のと

ころも理解していただくような取り組みをしていかなければならないと思っております。

やはり応分の費用負担というのは、それはやはりそれぞれがそれぞれの立場でやっぱり

理解していただかなければ、全体の中で負担が増えるということになるわけであります

から、利用者の方々、いろんな方々に町民の皆さんも応分の利用者負担というのは、や

はりお願いしていかなければ、なんでもいい顔してなんでもタダでいいですよというわ

けにはならんだろうということを、そういう意味であります。さらには、自主財源の確

保、先ほど来いろいろご指摘をいただいておりますけれど、これについてもこれも町民

の理解がないと進まないことであります。町も一生懸命努力は当然惜しまずやりますけ

れど、やはりその課題を住民の皆さん一人一人ご理解いただかなければ納付の意識も高

まらないわけでありますから、そのことも取り組んでいかなければならない課題だとい

うふうに思っております。 

さらには、もう一つはやはり行政の課題っていうか、まちづくりの課題を住民の皆さ

んが直接担っていただき、出来ることは自分たちがしていただくということからかかっ
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ていかないと、経費の節減にはつながらないだろうと思っておりまして、そういった意

味での行政と住民の役割、これもお互いに協議をしながら、住民の皆さんにご理解をい

ただいて、行政のスリム化に向けての取り組みも、一生懸命取り組んでいきたいという

ふうに思ってるところであります。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 岩井美保子君。 

○議員（８番 岩井美保子君） 了解をいたしまして次にまいります。 

喫煙場所についてということで質問をあげておりますが、現在、喫煙者は、役場本庁

では公民館への渡り廊下と、保健福祉センターなわでは玄関横のひさしの下で喫煙して

いる。冬季にあっては本当に見るに忍びない気持ちになるわけであります。これは私の

見解ですが、税収としてタバコ税でですね、大山町に１９年度の市町村たばこ税という

ことで予算額が、７，６７６万９，０００円で前年の予算額よりも１３５万６，０００

円のアップで上がっております。そしてこのたばこ税というのは滞納はありません。た

ばこの中に含まれておりまして以前話にも、話題にもなりましたですが、１本に何円か

の税金をかけてということでたばこを吸う方が少なくなるのかなと思っておりましたら、

少なくもなっておりません。これは嗜好品ですから、止めることもできないわけでござ

いまして、そういうこともありましてたばこを吸う人、一方では納税者と言いますか、

そういう方々に対して、私は是非喫煙室を設けていただきたい。庁舎の中にあっては、

禁煙と聞いておりますけれど、庁舎の中で喫煙をされている場面も見受けらえます。そ

れは私たちがその空気を吸うわけですから、健康面に対しても庁舎の中でそういうこと

が行われていることは大変良くないことだと思っております。町長のお考えを答弁よろ

しくお願いいたします。 

○議長（鹿島 功君） 時間がありませんが、これを続行させていただきたいと思いま

すので、なら答弁をお願いいたします。町長。 

○町長（山口隆之君） それでは、岩井議員さんの喫煙場所についてのご質問に答弁を

させていただきます。 

平成１５年５月 1 日に受動喫煙を防止するための法律が施行されまして、これまで曖

昧でありました受動喫煙の被害を生じさせない義務、これをタバコを吸う人にではなく、

その場所を管理する事業主に課す、ということになりました。 

これにより、役所、学校、百貨店等、多数の人が集まる場所を管理する責任者は、禁

煙や分煙などの処置を怠り、たばこを吸わない人が健康被害を受けた場合、その責任の

追及や賠償の責めを負うこととなりました。大山町でも、この法律に基づき各施設ごと

に禁煙化や分煙化の方針を定め、受動喫煙被害の防止に努めてきておるところでありま

す。 

このたび、本庁舎並びに保健福祉センターなわでの喫煙の現状を憂慮し、喫煙室の設

置のご質問をいただいたところでありますが、本庁舎では、公民館との渡り廊下に、保
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健福祉センターなわでは、玄関前軒下をそれぞれ喫煙場所に指定しておるところであり

ますが、保健福祉センターなわは、平成 1５年県下でも初期に鳥取県認定禁煙施設として、

県下に公表された施設であり、また多数の利用者の皆さんが出入りをする公共施設の玄

関に、玄関にでさえ灰皿を置くことさえも好ましくないとの指導を受けた経緯もあると

ころであります。 

また、本庁舎でも、当初庁舎内に喫煙対策機を設置した分煙室を設けておりましたが、

時代の要請に応え、現在の場所に決定した経過があります。 

従いまして、現状では、財政状況も考慮し、ご質問のような新たに、それぞれの施設

の中に喫煙室を整備することは到底難しいというふうに考えておりますが、確かに冬場

は見るに忍びない気持ちになるとのことでありますので、私も通るたびに「止めない」

って言ってますが、まあそういったたばこ吸われる方々にとって本当に寒い思いだろう

なというふうに思っております。防寒対策として、簡易なものでも出来ないかどうか検

討してまいりたいというふうに考えておるところであります。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 岩井美保子君。 

○議員（８番 岩井美保子君） 時間も迫っておりますが、３０分いただいております

ので、私の時間まだあると思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 たばこを吸わないものですからちょっと分からないですが、たばこを吸う方が前の方

にあります機械の前で吸っておられますね。あれはたばこを下に吸い込むのであってた

ばこの煙は上に上がってるんですよね。よく見ますとその煙が全部廊下に流れてきて、

私たちはそれを吸うわけです。ですから、そういう機器を置いたからということでは駄

目で、やはりきちんとした喫煙室というものを設けていただなければ防げないと思いま

すが、町長、財政難の折りと言われますが。これはきちんとしたことをされなければい

けないと私は思っていますが、いかがでしょうか。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 再質問に答弁させていただきますが、それははっきり言われま

せんが、この３階のことなんでありましょうか。旧名和町時代のときに、対策機２台あ

った分を撤去するということで撤去をいたしました。そういった中で、庁舎内は、禁煙

という考え方で撤去して外に灰皿を置いたところでありますが、３階につきましては、

議会の管理下の中での対応の中であれを置いて、分煙に努めたいということの中で、今

の現状にあるところでありますので、これを部屋としてするということになれば、そこ

の大きな区切りをせないけませんが、いずれにしてもあれを撤去するという、本当に庁

舎内を禁煙にするのかどうかということもあるわけでありますが、その分につきまして

は、特によくご利用させる議会の皆さんでまたご議論をいただく中で、議長の判断をい

ただければなというふうに思っております。少なくとも１階２階については全てたばこ

は外で吸うということで、完全な禁煙化にしておりますが、３階だけは分煙化というこ
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とでありまして、そこら辺を分煙化したうえで徹底せということであるならば、そこら

辺で壁を作ってどのくらい金が掛かるのか、あるいは禁煙がいいのか、それとも３階に

ついてはひとつご協議をいただければなというふうに思うところであります。以上です。 

○議長（鹿島 功君） ありますか。時間がありませんが、岩井美保子君。 

○議員（８番 岩井美保子君） 議会の方でということの気持ちは分かります。けれど

やはりそれには部屋を作るということになりますと、予算がなければ出来ません。そう

いうことで、判断が出ればどうなりますか、町長よろしくお願いします。 

○議長（鹿島 功君） 最後１点。これだけに答弁お願いいたします、町長。 

○町長（山口隆之君） 答弁させていただきますが、そういう方針で３階の対応したい

ということであれば提案するのは私でありますけれど、決定されるのは議会であります

ので、予算もそこらで対応いただければというふう思っております。 

○議長（鹿島 功君） これで暫時休憩します。再開１時からお願いいたします。 

午後１２時２分 休憩 

────────────────・───・───────────────── 

午後１２時５８分 再開 

○議長（鹿島 功君） 再開いたします、２０番 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君） ３月議会の始めに町長は、管理職が５名退職される

という報告がございました。本席にも松岡課長、渡辺課長いらっしゃいますが、長年の

ご苦労に対し、敬意を表したいと思います。退職いたしましても、役場の職員であった

という誇りを持って、高所大所から町制発展のために活躍されることをお祈りいたしま

す。今回は３点質問をいたします。始めは最少の経費で最大の効果をというタイトルで

あります。 

 二宮尊徳は４つの教えを編み出しています。「至誠」「勤労」｢分度｣「推譲」でありま

す。分度とは収入に見合った支出、推譲とは幾分たりとも収支残を作り将来のために蓄

えることであります。贅沢や怠けをやめて質素ではあるが豊かな生活や人生、それを支

える健康を維持できるよう考えを改めることを強く感じます。地方自治法第２条第１４

項は「地方公共団体は、（中略）最小の経費で最大の効果をあげるようにしなければなら

ない。」と規定しています。この原点を忘れないようにすべきであります。町民と協働で

作る町づくり、信頼される自治体を作るためにこの原点を町民によく説明をし、理解と

協力を得ることが大切であります。特に、町職員の姿勢をさらに改め、１９年度予算に

この精神をどう反映したのか質します。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは西山議員さんのご質問に答弁をさせていただきたいと

思います。「最少の経費で最大の効果を」というご質問でございます。 

高名な二宮尊徳先生のお言葉を引用しての、地方自治の本質に触れたご質問であろう
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かと理解をしておるところでございます。地方自治法は、第２条第１４項で、「地方公共

団体は、その事務を処理するに当っては、住民の福祉の増進に努めるとともに、最少の

経費で最大の効果を挙げるようにしなければならない。」と規定しております。 

議員さんからは「町民と協働して作るまちづくり、信頼される自治体を作るために、

この原点を町民に説明し理解と協力を得なければならない」とのご指摘でありますが、

このことは行政運営する上で最も基本となる事項であり、まちづくりの主役であります

町民の皆さんから託された意思や願いを効率的に具現化する「住民自治の実現」、これが

行政と議会の役割だと理解をいたしておるところであります。 

大山町行財政改革大綱におきましても、基本理念中に、「住民が主体的にまちづくりや

コミュニティー活動に参画するとともに、政策決定に住民の意思がより反映できる仕組

みを構築し、分権社会にふさわしい住民と行政の協働によるまちづくりを進めていく必

要があり、また、厳しい財政状況を克服し、将来にわたって持続可能で健全な財政状況

を確立し、住民のニーズに沿った行政サービスを安定的に提供できるよう、一層徹底し

た行財政改革に取り組んでいく必要がある。」と結んでおられるところであります。 

今回は、「町職員の姿勢を更に改め、平成１９年度予算にこの精神をどう反映している

か。」というご質問でありますが、職員すべてが、地方自治法の精神やこの答申を踏まえ、

効率的な財政運営に配慮しつつ、平成１９年度予算を編成したものと考えております。 

職員の一人一人が経営感覚を持ち、大山町の行政運営を安定的、継続的に行っていく

ためには、財政基盤を確立することが必要であり、そのための行財政改革は避けて通れ

ない道であります。 

今後、不退転の決意で大山町の行財政改革に取り組んでまいりたいと考えますので、

今後ともご指導ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げ、答弁とさせていただきます。 

○議長（鹿島 功君） 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君） 職員はよくご承知のように町民であり公務員であり

労働者です。この３つの側面を持っております。そして大事なことが３つあります。職

員は悪いことをしないこと、いばらないこと、良い人間関係を保つということが３つの

基本だと私は、長年の経験から信念としてもっております。昔は私どもが松涛園で飲ん

だりしますと、二次会であっち行こうこっち行こうと言ってですね、議員と執行部の皆

さんがあっちこっちと歩き回ってですね、よからぬ話があったことも事実であります。

そのようなことも無いように戒めておいて欲しいと思います。 

さて、基礎自治体としての行政任務を担うに相応しい自治体職員の強化ということを

私は言いたいのであります。今、行財政改革ですから、あれもこれもの時代から、あれ

かこれか、何をやるか何を止めるか、さらにプラス町民の負担というものがですね、基

点にならなければならないのが、行財政改革の基本だと思っています。そこで三重県の

知事をしておりました北川さんは、さわやか運動というのを提唱されました。「さ」はサ
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ービスです。行政の評価を高めるということです。行政の評価を高めるために職員はど

う努力するのか。「わ」は分かりやすさ、わかりやすさというのは、北川知事は、生活者

を基点にした行政だと言っています。よく今日も私はちょっと、テレビ写りがいいよう

にセットに行ってきたんですけれど、散髪屋さんから、「役場は議員と町長ばっかりで何

も決めておーへんかな、町民は分かりませんわ」って言いますから「そうじゃないです

よ、特に町長は役場は住民の声を聞くようにしますよ」というふうに説明しておきまし

たけれど、何にもかんにも町長や議会が決めてしまって、住民のことはあまり大事にし

ていないじゃないかという声があります。分かりやすさというのは生活者を基点にした

行政を見つめるということです。「や」はやる気です。一人一人が目標を立て、挑戦しな

ければなりません。一人一人が、自分は役場の職員だという誇りをもって、目標を立て

て挑戦する。「か」は改革です。既成概念を捨て白紙で考える、スクラップアンドバラン

ス、スクラップアンドビルドですね。要するにサービス、分かりやすさ、やる気改革の

語呂合わせで「さわやか」と言っておるです。このようなことをですね、職員の皆さん

方は研修をつんでおられるのでしょうか。 

それからですね、行政評価という言葉が、今非常に問われています。賛否両論もある

ようですけれど、私は行政評価はすべきだと思っています。それでですね、行政評価の

政策体系をですね、審議会の皆さんやら執行部の皆さんは、行政評価の政策体系のフロ

ーチャードはどのように思ってますか。フローチャードをちょっと説明してください。 

それからですね、まちづくりの合言葉というのはなんですか、町長。まちづくり、ま

ちづくり、まちづくりと言いますけれど、分かりやすく、山口町長は、こういう合言葉

でまちづくりをつくりたい。こういうふうなことをどう思ってますか。 

それから最後に町は独人制というのです。あなた方は独人制、町長が独人制、議会は

協議制ということばがあります。以上のことについて答弁願います。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 西山議員さんの再質問に答弁させていただきます。多岐にわた

って、さまざまな示唆をいただいたところでございますが、基本的に先ほど来、ご答弁

申し上げておりますように、この行政改革、今われわれに課されております自治体の大

きな課題でありますけれど、これを取り組んでいく上で先頭に立っていかなければなら

ないのはもちろん、私はその大きな役割はありますけれど、職員一人一人が、同じ思い

で住民の皆さんと議論し、理解を求めていくという、そういった役割を担ってもらわな

ければならないというふうに思っておるところであります。そういった意味からも今ご

指導いただきましたような観点での研修等も積んできておるというふうに理解しており

ますし、職員一人一人の資質なり、もうそれなりに成果は出てきているんではないかと

思っておりますが、いよいよこれからこの行革大綱を実践に移していくわけでありまし

て、その中ではやはり住民の皆さんとの軋轢等も出てくると思います。しかしながらそ
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の中で、大きな視野に立ってやはり将来を見据えて住民の皆さんに理解をしていただき、

納得いただくようなそういったことができる職員としてがんばっていかなくてはならな

いと期待しておるところであります。 

 その中で今行政評価のフローチャートということがございました。行政さまざまな課

題を施策として取り組んでいくわけでありますが、おおにしてその評価がおろそかにな

っているということ言われておるところでありまして、それにつきましてもわれわれ常

にそれを検証するというシステムも必要だろうなというふうに思っております。今具体

的にその本庁の中にどういう仕組みができているかということを言われると、まだこれ

から仕組みづくりになってくるんだろうというふうに思っておりますけれど、基本的に

は計画をきちっと皆が理解をし、それに基づいて実施をし、そしてそれを検証して点検

して、さらにそれを是正を加えて、また新たな計画を作って実行していくという、俗に

言いますＰＤＣＡサイクル、こういったものがやはり必要だろうというふうに思ってお

るところであります。 

そういった意味からは、今従来から環境ＩＳＯ１４００１の認証も取得しておるとこ

ろでありますし、これが一つのサイクルであります、従って環境ＩＳＯの取り組みとい

うのは決して環境に負荷を無くす、少なくするという取り組みだけではなくて、やはり

この部分仕事の中に生かしていくことによっての効果が期待できるというふうに思って

おるところであります。 

まちづくりの合言葉ということであります。まあいろんなことがあるんだろうと思い

ますが、高尚なことは、なかなか僕も分かりませんけれど、いずれにしても元気でがん

ばりたいなと、町の皆さん、本当に健康で元気でがんばりましょうと、そこら辺のとこ

ろが、私としては、私の生活上、言葉としては重いかななんて思ったりはしておるとこ

ろであります。 

独人制ということでありますが、私も始めて聞いた言葉でよく分かりません。どうい

うふうな言葉なのか、ちょっと分からないんですが、議会は合議制だと言われますが、

私が独人制なのか、ちょっとそれはどういう意味なのかちょっと分からないんですが、

私としても判断をする中で、最終的な判断をいたしますけれど、決して独りよがりの中

で自分だけの思いで施策を判断したり、決定する、そういったような考え方をもってお

りませんし、そういった中、やはり私もでありますけれど、職員一人一人が住民の声を

しっかりと受け止めて、そして施策の中に活かしていく、そしてそれを私が皆さんに提

案をしていくという姿勢の中でやっていきたいというふうに思っておるところでありま

す。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君） 町長ももうベテラン町長ですから、総合的な話はで

すね、うまくできると思いますが、あれですね、具体的な項目を出しておけばよかった
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んですけれど、行政評価の政策体系というのはですね、さっと答えられて欲しいですね。

やはりその政策展開の基本方法というものは、まず示さないかんと思うですよ。それに

持っていくために政策、施策、事務的基本的事務事業等があると思うんです。それは皆

さんの担当課からも上がってくるでしょうし、行財政審議会云々と言いますから、議会

の方としてはあまりいい言葉じゃないと思うんですね、行財政推進委員会は私に言わせ

れば、皆さんの隠れ蓑ではないかとさえ、さえですよ、全面否定はしませんよ、いわゆ

る住民の声を吸い上げないけませんし、学識経験者の声も吸い上げないけませんから、

それは否定しませんけれども。そこに持っていくまでに、そういった行政評価の政策体

系というふうなものはですね、管理職がですね、基本方向、政策、施策、基本的事務事

業というふうなことはですね、知っておかなければならないと思いますね。町長補佐す

る総務課長、あなたは事務に堪能ですが、独人制ということの管理職とおりの勉強、あ

なた自身の見解はもっておられますか。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 総務課長にお尋ねのようでございますので、総務課長が答弁を

させていただきます。 

○議長（鹿島 功君） 総務課長。 

○総務課長（諸遊雅照君） 独人制ということでございますが、先ほど町長が申しまし

たように議会等の皆さんは、議会のそれぞれの皆さんの合議によっていろいろ判断され

るものは合議制というふうなものに対します、対立的な言葉じゃないかというふうに思

っております。独人制ということでありますので、例えば県知事さんとか、町長とかそ

ういうような方は、それぞれの権限の中で、行政が執行できるわけでありますが、そう

は言いながらも先ほど町長が申しましたように、そういう権限を持ちながらも、町民の

皆さんのニーズに応えた、あるいは付託に応えた行政を町民の声を参考にしながら進め

ていくと、そういうふうなことでありますので、決して独人制という言葉でありますけ

れど、独裁的な言葉というふうな言葉ではなくて、あくまで合議に近いような形の言葉

じゃないかというふうに思っております。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君） ２番目です。大山学という言葉が出てきましたので

尋ねてみたいと思います。 

大山学のイメージ目指すものは何かということであります。施政方針の中で公民館活

動では、サークル活動など自主的な学習を支援する一方で新たに「大山学」講座を開設

し、郷土の歴史・文化活動や子育てなど、多様な学習機会を町民に提供すると述べてい

ます。「大山学」とは奥ゆかしい表現、適切であると期待しています。具体的に目指すも

の、イメージは何でありますか。 

○議長（鹿島 功君） 教育長。 
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○教育長（山田 晋君） 西山議員さんの大山学の具体的なイメージは何か、こういう

ご質問にお答えしたいと思います。 

 本年より１０年間を見据えて、大山町総合計画というのを策定しておるわけですが、

これを踏まえて大山恵みの里構想というのが昨年１０月に出来上がりました。で、この

構想の中に初めて大山学という言葉って言いますか、位置付けがなされておりますが、

ここで言う大山学というのは、私たち郷土大山について学んで、そのことによって郷土

を担っていくというか作っていく、そういう人材を育成していくべきでないかと、こう

いうことが提唱されました。議員おっしゃったとおり、自分たちが住んでいるこの町の

歴史や文化、産業、自然、あるいは人、こういったようなものを体系的に学ぶ講座が必

要でないか、ということで、目指すところは大山についていろんなことを学んでいただ

く、そういう人たちを育てる学習の機会を作っていけたらいいなと、こういう具合に考

えていることであります。総称して、大山についてもう全てをもう一度学んでいただく

ということで、鳥取県に３年ほど前、鳥取学とこういうようなことで県としても位置づ

けておるわけですが、そういうことによって、大山を町を知っていただくことによって、

大山の魅力を再認識、再発見していただいたり、あるいは学んだことを町外の人に紹介

したり、あるいはできれば、県外から大山町にお見えになる方に、詳しく紹介できたら

いい、そういうことをイメージしておるところであります。 

 また、郷土を学ぶことによって自然保護であるとか、あるいはそのことによって交流

の場っていうようなのも当然生まれてくるわけでありますので、教育研究所でそういっ

たような教材を作ったり、教育委員会の中の学校教育や、社会教育が連動して多様な学

習の機会、今もしておるわけですが、そういうものを総合的にやっていけたらという具

合に思うわけで、いわば大山学というのは、大山町を担う人たちを育てていくという、

そういう位置づけをしたいなと思っておるところであります。以上です。 

○議長（鹿島 功君） 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君） 私たちは先人から多くの先輩から温故知新という教

えを学んできました。やはりこれからの学習の中に温故知新というものが、一つの主要

な柱として入れられますか。今、町村合併という時代の変遷にですね、ふるさとを愛し

育んで来られた故人のご苦労や、日々の喜び、夢をさぐることこそ、私たちの郷土愛を

守り育てる原点だと私は考えています。温故知新、先輩を尊敬しながら、尊敬すること

から多くを学んで出発するのが原点ではないかと思っております。このようなこともも

ちろん考えておられますか。 

数多くの父や母が祖父母たちが、心血を注ぎ、大山町を築いていただきました。その

ふるさとの遺産を守り、後世に伝えていくことこそそれが私たちの責任だと思っていま

す。で、座学という言葉も出していますね、教育委員会が。寺宿ということも出してい

ますね、座学、寺子屋、親学も出てきています。座学や寺子屋は江戸時代からあったの
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ではないかと思いますがですね。私は自然を守ると言いましたから、幸福になるには、

もちろんお金が必要ですけれど、お金だけが万能ではないと思ってるんです。 

常々、私はですね、あちこちでお話するときでもこのようなことが守れれば、幸せを

作れますよということを言っています。一つは、きれいな空気と土と水を守ることです。

きれいな空気と土と水を守る、これも私は大山学ではないかと思います。そして、災害

や戦争のためにですね、ふるさとを離れなくてすむ安全、安心な町を作る。で、３つめ

には、予防を含む基礎的な医療を受けられること。医者に行くまでにですね、医者にか

からないのが一番の予防ですわ。たばこを吸うのもあまり良くないと思いますよ。吸わ

ない人に対してはね。税金が入るからというよりは、やはり税金払うより治療費の方が

高いと思いますですね。予防を含む基礎的な医療を受けられること。そしてあなた方が

専門の基礎的な教育を受けられること。そして伝統的に誇りを持ちそれを楽しむことが

出来る、この伝統的に誇り、それを楽しむことが出来る真ん中に子どもたちを置いて欲

しいわけです。子どもたちをですね。その子どもたちの美しい声が溢れる、大きな声が

溢れる町づくりをして欲しいと思うんですけれど、以上のことを認識して大山学を深め

ていただきたいと思いますがどうですか。 

○議長（鹿島 功君） 教育長。 

○教育長（山田 晋君） 西山議員さんの再質問にお答えしたいと思います。多様なご

質問があってちょっとまとめきれないんですが。実は、去年中山町史、これを教育委員

会で所轄するということで、経緯を伺っているおりにですね、編さん委員、編集委員の

方が旧中山町に伝わっているいろいろな郷土の文化財、あるいは芸能、あるいは伝統行

事、こういったものを集めて町史に残すための資料作りをしとられて、近々発刊される

わけですが、その過程で集めたこの資料はですね、このまま置いとくにはもったいない

と、子どもたちに伝えていきたいと、昔はここで、この部落で、あるいはここでこうい

う行事をしていたと、こういったようなこと、語られてですね、これはきっと中山だけ

でなしに、大山や名和にもあると、こういったようなことのイメージもありますし、そ

れから町長が提唱している町づくりの中にいろんな取り組みを足元を見ながらやってい

くという、こういったようなことが必要だということと相まって、本年教育研究所を立

ち上げて、こういう辺を組織的に集めて、それを学校、子どもたちや、そして大人の人

に提供していくと。議員さんおっしゃった温故知新と、昔の人の取り組みをやっぱり現

代に伝えていかないけん、それが新しい町づくりになる。で、その中身を見ると、議員

おっしゃったきれいな空気、環境とかあるいは安全とか、健康こういったようなものは、

昔の人もそれなりにいろんな配慮をしてやっておられたっていうのが、つぶさに分かっ

てきました。それを先ほど言いましたんですが、大山学ということで集約しながら、も

う一度みんなで共有していったらと思っています。座学というのは、一方的に教えると

いうそういうイメージでなしに、円陣というか円座を組んで、お互いが思いを語ったり、
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あるいは高齢者の方が子どもたちに。いろんな出来事などを伝えていくというそういう

イメージで座学という言葉を使わしていただいてるわけですが、そういう辺で、親は親

として自覚して欲しい、そういう意味合いからそこだけをとって親学というようなこと

も作ったりはしておるんですが、全体としては昔の人の思いを現代版に置き替えて吹き

替えて新しい感覚で生かしていくと、そういう学習の場を作っていきたい、こういう考

え方であります。以上です。 

○議長（鹿島 功君） 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君） 座学、全く一緒な意見です。私どもの部落には、座

という言葉の上に御をつけて「御座」というのがあるんです。法要と言えば分かりやす

い。そこの語源はね、私どもは親鸞上人の教えを受けておるんですけれども、連世上人

という８代の上人が出られて車座になって仏のお話をした、それを御座と言ったようで

す。それでね、これはおっしゃいましたように話し合いですから、談合という言葉の真

っ先の日本語の最初の言葉ですよ。談合と言えば、工事とか云々、非常に悪いイメージ

ですけれど、みんなが丸く座って集まってお話をして深め合う、これ談合だったんです。

法座的には、御座という言葉で談合という言葉なんですけれど、仏教句の中から日本の

言葉で談合が出来たのは座学からですよ。ま、そういうことで分かりましたけれど、ぞ

れじゃあもう１点、寺子屋という言葉を使ったのは何でですか。 

○議長（鹿島 功君） 教育長。 

○教育長（山田 晋君） 来年、新年度、寺子屋という愛称で学習支援のそういうセン

ターを作ろうかとこういう考え方であるわけでありますけれども、学校に来るのは当然

保護者の義務であって、今までは子どもたちは学校に来てそれを受けて学校教育を展開

しているわけでありますが、いろんな社会の中で学校に来たいけど行けないとか、ある

いはそこにいろんな形で障害、あるいは学習したいんだけれどもそこに大きな課題があ

るとか、こういったようなことで就学に際して、いろいろな困難、あるいは課題を持っ

ている子どもや親たち、こういうのを今までは断片的といいますか、単独に授業を展開

していたわけですが、そういったものを一元的に寺子屋という愛称で集約できたら、利

用する町民の方からするとですね、学校について困っていることがあると、そういうの

は福祉的な要素であれ、就学的な要素であれ、学習的な要素であれ、あるいは問題行動

であれ、すべて寺子屋に来てください、そこでは教育相談もしますし、あるいは不登校

傾向であれば学校に行くための促進、就学促進のためのそういう取り組みもしていきま

しょうと、こういったようなことで理解していただけるんでないかなと思ってそういう

愛称を付けたというところです。以上です。 

○議長（鹿島 功君） 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君） 最後の質問は、大山力の創出であります。これから

の地方公共団体は地域のさまざま力を結集し、「新しい公共空間」を形成しなければなり
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ません。そしてまた市町村の力で日本を動かすことが求められています。自治の使命だ

と思っています。 

 わが町は「大山恵みの里づくり」を計画しています。５つの目標と目標達成のための

施策が「大山力」ではないかと私は思っています。大山力という表現を正面から打ち出

してはどうでしょうか。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは西山議員さんの大山力の創出についてというご質問に

答弁をさせていただきたいと思います。 

 大山恵みの里づくり計画の実現に向けた施策を「大山力」と表現するという提案は、

共感するものがあるところであります。 

 五つの目標を設定をし、その達成に向けた取り組みは、大山町の総力を結集すること

を呼びかけております。また、町民、企業、行政等がそれぞれの立場で身近な活動に参

画し、目標に向かって共に本気になってチャレンジすることを提起しているところであ

ります。大山町版のプロジェクトＸともいうべきものかなと思っておるところでありま

す。そういう意味で、いろいろな表現で現すことのできる取り組みではないでしょうか。

それぞれの立場でそれぞれの表現をすることは大切なことだと考えております。 

 大山の資源を改めて見つめなおし、高め、発展するため、「大山の恵み」を活かし、磨

きをかけるための行動の表現についての提言として受け止めさせていただきたいと考え

ているところであります。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 西山富三郎君。 

○議員（２０番 西山富三郎君） 私と思いを同じくしているようでございます。町長

の方がこの分野については造詣が深いわけでございますので、共感を得たところで終わ

ります。 

────────────────・───・───────────────── 

○議長（鹿島 功君） 次、６番、森田増範君。 

○議員（６番 森田増範君） ６番森田でございます。質問をいたしたいと思います。

２項目通告いたしております。 

１点目につきましては、奇しくもこのたび４人、行財政関連という形で質問がありま

す。非常にこの問題について緊急を要する重要なテーマであろうという具合に私も感じ

ておるところでございます。通告にしたがって質問をいたしたいと思います。 

まず一点は行政経営を問うという項目にしております。 

このたび、平成１９年度一般会計予算総額９７億１，０００万円が上程され、厳しい

財政の中、大山恵みの里づくり計画の具現化など新しいまちづくりに向け、積極的な施

策も織り交ぜながら、大変苦慮された予算編成であったと推察するところでございます。 

私はさまざまな経営の中で、重要なポイントでありますところの基金と公債費、いわ
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ゆる自己資金と借り入れ金ということになりますけれど、この今後の推移についてとら

え、町長の考えを質したいと思います。 

これまでの議員と重複する点もあろうと思います。できるだけ視点を変えて質問いた

したいと思います。重なるところがありますれば、簡素化していただいて結構だろうと

思っております。 

平成１９年度当初予算の公債費は一般会計では、１６億円、公債費比率１６．５％、

ただしこのたび新設されました情報通信事業特別会計、これの公債費利子分になるわけ

ですけれど、５，５００万円を加えると１７．０％になります。また、この事業につい

て平成２０年度から、来年度からということになりますけれども、失礼、平成２０年度

からは情報通信基盤整備、この事業の元金償還額２億１，４００万円が９年間にわたっ

て加算されるという現実があります。 

この金額を加えるということになりますと、２０年度、同じ予算総額とするならば、

２％ほどアップするということになってしまいますので、１９％というような捉え方も

できるのかなと思います。一方、基金総額は、平成１９年度末の見込額で１８億円あり

ますけれど、目的の基金が大半でありまして自由に使える基金は数億円しかないという

状況でもあります。行財政改革審議会答申を受けて既に、平成１９年度から集中改革プ

ランの取り組みを前提に予算編成されたと考えるわけですけれど、それでもこのたびの

１９年度当初予算みますと、この期間中に総額で受け入れ、それから出す方と差し引き

した結果として総額２億５，０００万円ほどの基金の取り崩しになるように見込まれて

おるわけであります。 

次の２点について質問をいたします。このような状況を踏まえて、どう行政経営を進

められるのか。２つ目に集中改革プランでは、細かく８０項目のものが示されておるわ

けですけれど、特にこの３年間の実施計画がそれぞれに明記されているわけですけれど

も大胆な思い切った取り組みというものもさらに急がれるのではないでしょうかという

ことについて町長の考えを質したいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは森田議員さんの「行政改革を問う」という質問に答弁

をさせていただきたいと思います。 

大山町の基金と公債費の現状について、まず少しご説明申し上げたいというふうに思

います。 

一般会計で管理いたします財政調整基金をはじめ減債基金、公共施設整備基金、地域

福祉基金等１３の基金の１８年度末現在高見込み額は、２０億８，２２１万円でありま

すが、１９年度に２億３，０００万円の積立と４億８，５００万円の取り崩しを予定し

ていますので、実質２億５，５００万円の取り崩しとなり、平成１９年度末の現在高見

込みは、１８億３，２００万円程度となります。 
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しかしながら、財源調整機能を合わせ持ちます財政調整基金を除き、他の基金は特定

な目的を持つ基金でありますので、使用の目的が限定をされております。 

財政調整基金の１９年度末現在高見込み額は、３億１，７００万円でありますが、こ

のまま１年に１億円の取り崩しをしてまいりますと、僅か３年でゼロとなりますので、

この対応が求められるところであります。 

現状では、新たな積立を行うには、あまりに財政困窮の状態にありますので、休眠状

態の他の特目基金の条例廃止を行い、後年度の財政出動に備え、新たに財政調整基金に

積立したいと考えておるところでございます。 

また、公債費につきましても、一般会計・特別会計を合わせますと２６６億１，２０

０万円あまりの公債残高を抱え、平成１９年度起債元利償還金は、２４億円６，９００

万円にも及びます。ご指摘のとおり、平成２０年度から、情報通信事業特別会計におい

て、２億１，４００万円の新たな起債償還が９年間継続されるため、ますます公債費の

増加傾向に拍車をかけることなり、大いに憂慮するものであります。 

さてこの状況を踏まえ、どう行政経営を進めるのかというご質問でありますが、基本

的な平成２２年以降の経営方針につきましては、岩井議員さんのご質問に答弁をさせて

いただいたとおりでありますので、省略をさせていただきますが、公債費の抑制も喫緊

の課題でありますので、今後の起債借入見込み額を、最大８億円程度と見込みますと、

平成２１年度の公債費２６億８，７００万円をピークに、年々減少傾向となり、平成２

８年度には公債残高１５５億７，８００万円、公債費２１億９，６００万円に縮減の見

込みであります。 

次に「集中改革プランでは、細かく３年間の実施計画が示されているが、大胆な取り

組みが急がれるのではないか。」というご質問であります。 

今後集中改革プランにつきましては、内部の行革検討組織であります行財政改革検討

委員会の場で、事業の具体的な推進計画や数値設定等について早急に検討いたしますと

ともに、ＰＤＣＡサイクルを活用した事務事業の効率的な見直しと運用により、歳出経

費の縮減を図ってまいりたいと考えておるところでありますので、ご理解のほどよろし

くお願い申し上げ答弁とさせていただきます。 

○議長（鹿島 功君） 森田増範君。 

○議員（６番 森田増範君） 質問いたします。先ほどからの同僚議員の質問の中でも、

言及しておられます中で、１９年度特に重要、町長の方で特に力を入れてやっていかな

ければならないなという具合に発言しておられますことが、財政見通しの情報公開開示

であり、議会あるいは町民への現況理解を求めて一丸となって取り組んでいきたいとい

うその姿勢がまず第一であったろうという具合に理解しております。それからその中で、

先ほど少し触れられました具体的な取り組みの中で、岩井議員の方で示されました２２

年からの財政ということで、５つほどだったと思いますが、事業の優先順位の関係、枠
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の配分の関係とかですね、そういう５つの具体的な項目があったように思います。こう

いう取り組みをするということの方向性についてはそうだろうと思いますけども、さし

当たって来年からこういう先ほど申し上げた現況があるということになりますと、非常

に緊急性を要する案件だろうと思っております。今示された形のもので１９年度以降に

ついても十分対応しきれると思っておられるのか、その点についてもう一度尋ねたいと

思います。具体的にこういう形のものももっともっとしていかなければならないという

項目があるのではないかという具合に思うところですが、その点についてはどうでしょ

うか。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 森田議員さんの再質問に答弁させていただきますが、先ほど来、

答弁をさせていただいておるところでありますけれど、いずれにしても非常に財政見通

しが特に今この時代立てにくいというのが現状であります。おかげさまで今、もう本当

に来年、さ来年の見通しが町の財政上立たないというほどでもないのが、まだ救いかな

とわが町は思ってるところでありますが、ただ今回の行革審の中でもご指摘をいただい

たり、ご提言をいただいてること、こういった取り組みをしっかり取り組んでいかなけ

りゃあならないというふうに思ってるわけでありますけれど、えらいえらいとは言いな

がら、どこまでえらいのか、本当にえらいのか、その辺のところがなかなか実感として

住民の皆さんにも伝わっていきにくい部分もあるんではないかなというふうに思ってお

ります。従ってわれわれ私も含めて職員自身の意識の問題もあるんではないかなと思っ

ておりますけれど、まずは早いうちに今の町の状況というのを住民の皆さんにしっかり

理解をいただくということから始めなければならないのかというふうに思っております。 

従って１９年度にどんどんいろんなことを性急に改革を進めるという、出来ることは

していかなくちゃなりませんけれど、まずはそれが必要だという認識を十分に持ってい

ただく取り組みをしっかりしていきながら、具体的なこのプランに基づいて、さらにそ

れ以外のものについても具体的な改革について、町民の皆さんに示しながら、あるいは

一緒に作っていくということが必要だろうというふうに思っておりまして、今具体的に

じゃあ１９年度に何をするのかというと、今上げてるものをその中ではそんなに数はな

いわけでありますけれど、ただ出来る事はどんどんやっていこうと。しかしながらその

先もさらに進めていく上では、１９年度の課題としては、繰り返すようでありますけれ

ど、この状況を住民の皆さんにしっかりと理解をいただくような努力、そのためには当

然先ほどあります情報も公開することも大事であります。財政状況も実はずっと前から

公開はしておりますけれども、公開はしていても何のことだやらというぐらいではない

かなというふうに思っておりまして、やっぱりそこら辺のところが、われわれとしての

取り組みとして、甘かった部分もあると思っておりますので、そういった点も含めて努

力してまいりたいというふうに思うところであります。よろしくお願い申し上げます。 
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○議長（鹿島 功君） 森田増範君。 

○議員（６番 森田増範君） ３回目であります。私が申し上げたいのはですね、本当

に来年以降、こういう状況を踏まえて、先ほども情報開示ということもありましたけれ

ど、われわれも含めてこのたび財政の集中プラン、あるいは審議会の答申を受けて、数

字的なものもですね、明らかに見えてきたというのも実態であろうと思っております。

特にこういうものをいただいた結果、答申を受けた形の中でこの１９年度については本

当に開示をするということでなくて、開示をし理解を求めて町民、議会、執行部一緒に

なってやっていくという歩みを本当にスタートしなければならないだろう、共通理解を

広げなければならない元年の年だろうなと感じておるところであります。 

 今まで以上にですね、その辺の努力について、是非ともまず第一歩踏み入れていただ

くということを確認したいところが一点ありますし、それから特に集中プランの中でも、

本当に８０項目のものがあります。それから西尾議員の方からもありましたけれど、な

いものであっても必要であるものはやっていくんだという話も町長の方からございまし

た。この集中プランの中の８０項目の中でもですね、私も目を通す中で感じますのは、

樹木、木を例えればですね、大きな主幹の柱の部分がありますし、そこから出ている太

い枝の部分がありますし、その先の細い枝の部分もありますし、葉っぱの部分もあると。

それもこの８０項目の集中改革プランの中の位置づけがそれぞれやはりあるんだろうな

と思って感じております。私が是非ともこの１９年度に町長の思いの中で実施して欲し

いなと思いますのは、１９年度のこういう状況を踏まえ、このプランを踏まえてですね、

編成された結果の予算がですね、本当に苦慮されたものだろうと思いますけれども、結

果的に基金の取り崩しもあり、非常に来年以降も情報通信の２億１，４００万が加わっ

てくるという現況があるわけですので、プランの中でも特に１９年度の中で大きな柱に

なる大きな太い幹の部分、枝の部分にですね、是非とももっと具体的に２０年度から実

施していくんだという決意の中でリーダーシップを発揮しながら、職員内部での検討も

含めてですね、取り組みをしていただくようなことも重要であろう、緊急を要すること

ではないかなと思っておるところであります。この点について最後でありますのでよろ

しく答弁お願いいたします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 再質問に答弁させていただきますが、先ほど来答弁をしておる

とおりでございます。１９年度が同じ思い、そういうスタートの年にしなければならな

いというふうに思っております。なかなか現状が変わるということは住民の皆さんにと

っとも大変なことでありますので、なかなかそこら辺のところの理解を求めていくのに

相当な労力なりエネルギーがいるだろなというふうに思っております。本来であります

と、町村合併という大変大きな転機にある程度大胆な整理なり改革がされてスタートを

しておれば、少しは「合併か、しゃーねーなー」という思いもあってもいいかもしれま
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せんけれど２年間一応経過をして何とか出来るがなと、合併したけやっぱり大丈夫だっ

た、よそは財政は大変みたいだけれど、大山町合併して良かったな、そんなに財政もな

いみたいだで、大丈夫みたいだ、みたいなふうに雰囲気になってしまって、ややもする

とある面もあるんではないかなと、ちょっとそういう懸念をしているところであります。

しかし決して合併をしたからといって財政が楽になるわけでもなんでもない。このこと

はわれわれは理解しておりますが、合併したからこそ、今の状態が保ててる、あるいは

今の状態があるんだというところ、ここら辺のところをもう一度改めてきちっと材料を

用意しながら住民の皆さんに今後の町づくりの中での大切さ、これを理解してもらう努

力をしていかなきゃならないと思っています。単に、いろんな予算を切るというだけが

改革ではないというふうに思っております。しかしながら、たくさんあります補助金制

度、これについてもやはり総論の中では分かるんでありますが、各論で踏み込んでまい

りますと、なかなか個々の中で整理できない部分もあるわけでありまして、なかなか一

辺には大胆なことができないというところで今回も９６０万ぐらい、１，０００万弱ぐ

らいの効果しか出ていないわけでありますけれども、こういったものも、根本から考え

ていく必要があると思っておりますし、今大きな事業というのはもうそんなになくなり

ました。ただ大きなのの中で、事業費やっぱり大きくなりますのは、学校の耐震の改修、

これはもう何年か、３億４億ずつぐらい、あと何個か残っております。これは子どもた

ちの教育環境を考えてみた場合に苦しくても、今回もそれがなければある意味、基金を

取り崩さなくてもできたのかもしれませんけれど、やはりこれも大事な課題であります

ので、今のその基金のある中で対応できるならば、順次やっていこうということで決断

したという部分もあるわけです。 

 まあそういった中で、何を中心に考えていくかということになるわけでありますけれ

ど、もう一つ大きなやはり方向としては先ほど来も申し上げておりますように、住民と

行政の役割ということ、もう一度、住民自治、地域の中での課題は自分たちで課題を解

決していくという力をつけていただきながら行政がそのサポートに回るという、そうい

った要は住民と行政との役割分担、これがきちっと担えるような組織づくりというか、

システム作り、このことがやはり一つには大きな改革につながるものだというふうに思

ってるところでありまして、これについても今年度の大きな課題として取り組む、そう

いった考え方でおりますので、よろしくご指導のほどお願い申し上げるしだいでありま

す。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） ここで暫時休憩いたします。再開は１４時１０分でございます。

午後１時５７分 休憩 

────────────────・───・───────────────── 

午後２時１０分 再開 

○議長（鹿島 功君） 再開いたします。森田増範君。 
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○議員（６番 森田増範君） ２番目の質問事項に入らせていただきます。小学校廃校

校舎利活用についてということであります。 

 平成１９年度施政方針及び議員の全員協議会において、名和小学校東校舎及び西校舎

の利活用について説明をされた。名和小学校西校舎、いわゆる旧の庄内小学校でござい

ますけれど、ここでは、教育支援センター設置、町内各所に分散している埋蔵文化財の

保管、修復、展示、また教育研究所の移転等、教育財産として残すという考えでござい

ます。また、東校舎、いわゆる旧光徳小学校では、行政財産として、光徳地区のコミュ

ティーセンターや大山恵みの里づくり計画の推進室、加工施設など産業振興の拠点等と

して広範な活用を検討中と述べられたところでございます。既に施政方針で説明されて

おり、教育委員会とも密に協議検討されたものと思います。また先般の教民の委員会の

方でも教育委員会の方からその内容の提示がございました。ですけれども、私はここに

東と西校舎の立地や潜在的な可能性・魅力、地域の活性化を考えた時、次の提案をして

町長の考えを質したいと存じます。 

 それは、海も近く、保育所も隣接しております旧光徳小学校であります東校舎、これ

を先の説明でございました教育財産とした利活用と地区のコミュティーセンターとして

の活用を。また西校舎、いわゆる庄内小学校では、旧庄内小学校の方では、潜在的に多

様な利活用が可能な魅力的な立地にあります、大山恵みの里づくりの拠点等、この施設

を核とした産業振興への多様な活用が展開できると非常にいい立地にあると思っており

ます。 

 例えば、教室を活用して、１００メガの光ファイバーを配線し、一つの部屋で一起業

家の募集であったり、手作り工房、あるいは体験工房などビジネスの展開など、大山恵

みの里づくり拠点の第一線モデルの施設としても、地域活性化へ可能性が広がるのでは

ないかと思います。産業・雇用・交流産業推進など攻めの施策の拠点は、立地条件、潜

在的に魅力ある多様な利活用の可能のある西校舎に置いて活力ある地域振興へつなげる、

このことの方が望ましいのではないかと思うところでございます。町長の考えをいただ

きたいと思います。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは森田議員さんの小学校廃校校舎の利活用についてのご

質問に答弁をさせていただきます。 

 ご質問いただきました名和小学校東・西校舎の活用につきましては、教育財産として

管理をしている教育委員会の意見を聞いて、当面の利用を考えているところであります。

施政方針や全員協議会で既にご説明申し上げたとおり、西校舎、旧庄内小学校でありま

すが、これは教育支援センター、文化財の整理・展示室、教育研究所などとして活用す

るよう準備を進めているところであります。特に教育支援センターは、旧庄内小学校の

南校舎が耐震性の備えた教室であることから、これを利用して４月当初から開設をする
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ための準備を今進めているところであります。また東校舎、旧光徳小学校でありますが、

これにつきましては、教育財産からはずして行政財産としての活用を図る方向で検討し

ているところであります。現時点ではまだ構想の段階ではありますが、光徳地区のコミ

ュニティーセンター、コミュニティーの拠点、あるいは大山恵みの里作りの拠点の場と

して、事務局の設置や、さらには農産加工施設としての活用方法があるのではないかと

考えているところであります。 

 議員さんのご提案は、立地条件の良い西校舎こそ、行政財産として活用すべきではな

いかということでありますが、どちらを活用するにいたしましても、それぞれ利点や課

題はあるところでありますので、当面は現在検討しております方向で利用を進めながら、

必要に応じて、利用方法の再検討も加え、柔軟な対応をしてまいりたいと考えていると

ころであります。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 森田増範君。 

○議員（６番 森田増範君） 質問いたします。当面の利用ということと、それから再

検討もしながら柔軟な姿勢で対応したいなということも少し触れられたようでございま

すけれども、特に東校舎、旧光徳小学校になるわけですけれど、こちらの方は、町長自

身の小さい時からの通われた校舎でもあり、地域での学校として文化の拠点として活用

された場所でもあり、非常に思い入れの強い場所ではないかと思うところであります。

周辺の集落の状況や、今建っております周囲の環境等を見ます中では、どちらかという

と立地的には本当にどんどん利活用がいろんな多方面での活用が可能なのかなと思った

りしますし、人がどんどん出入りするような立地条件でもないのではないかなと思った

りするところであります。そういう思いの中で、私もこのたびの質問さしてもらいまし

たが、町長のこの東校舎の活用についての思い、このことについて尋ねてみたいと思い

ます。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 森田議員さんの再質問に答弁させていただきますが、私は決し

て私の卒業した学校だけを強い思いで考えてるわけでもございません。ましてやあの校

舎は、私の小学校の時には無かった校舎でありまして、私の思い出の校舎はもうとっく

にございませんで、つっかえ棒のかかった木造校舎でありました。小学校というのは私

に限らず、庄内小学校の方についても、名和小学校の方についてもやはり子どもの頃の

ふるさとの思い出として大切なものだというふうに思っております。その学校を本当に

大きな決断の中で、統合ということを住民の皆さんにご理解いただいて一つの名和小学

校が今、いよいよ新しい校舎でスタートしようとしているところであります。そういう

意味では学校が無くなるということでありますから、寂しい思いはあるわけであります

けれど、でも幸いに校舎が残っておりますし、まだ使える校舎だということであります

ので、何とかこれを住民の皆さんと共に町を活性化していく、そういった施設として拠
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点として使えないのかなというのが、跡利用としての大きな思いであります。これは庄

内小学校西校舎、光徳小学校校舎の東校舎、これ両方とも同じことだというふうに思っ

ております。 

ただ今当面している利用の目的の中で先ほど来申し上げましたように、教育委員会が

所管をいたしております教育研究所なり、文化財、これの整理室、あるいは展示、文化

財というのも大にして私もその一人かしれませんけれど、なかなか理解が及びませんで、

少しある意味では、めんどくさいなと、思ってしまうものでありますけれど、でもこの

文化財の大切さというのを町民の皆さんに理解していただくには単に発掘作業するだけ

ではなくてその文化財の価値とか、あるいは文化資源というものを実際に見ていただい

たり会得していただく、体感していただくという、そういう意味ではその文化財を生か

す住民の心の中に生かしていくという取り組みが少し薄かったかなという思いがしてお

りまして、やはり町内にある文化財といったものをこれは今の教育委員会の計画では民

具なんかも含めてあるそうでありますけれど、そういったようなものを住民の皆さんに

いつでも触れていただいて、昔の大山町のこと、先人の生活というものに触れていただ

く、そういうことによって文化財の大切さを理解していただけるようになるんじゃない

かと思っておりまして、そういった場にも教室があることで使えるということでありま

す。 

 実はこれについては、どちらでもいいのはいいわけであります、東でも西でも。ただ

今聞いてみますと、教育支援センターとして今中山でやっていますキャラボク学級、こ

れを今度は県がやらない、市町村の経営でやってくださいということになりましたので、

市町村で大山町としても町の運営でやらなくちゃならないわけでありますが、その場所

を検討した中で、その子どもたちを入れるわけでありますから、基準的には耐震でなく

ても別に問題はないそうでありますけれど、出来れば耐震の設備、整った学校がいい、

南校舎は庄内小学校の校舎の中でも新しく建てた、建て増しをした校舎でありますので、

そこは耐震基準を満たしております。したがって基準には無いとはいえ、子どもたちを

入れるところでありますから、そこを活用したがいいんではないか。そうするとそこを

そういうことに活用するとすれば、そこの職員だけではなくて、教育研究所やあるいは

文化財の担当と多くの職員がそこに関わってまいりますので、それが補完し合えるそう

いったことで運営がスムーズにいくんではないか、効率的な人の活用が出来るんではな

いかという判断の中で、庄内小学校の方にそれをまとめていこうというようなことで今

進めてきておるところであります。したがって当面、それで進ませていただきながら、

ご提案いただきました住民の皆さんの一室一起業家の募集、こういったことの取り組み

についても空き教室があればできることでありますし、またそういった方々にとってみ

れば光徳小学校の教室であっても、同じことではないかなというふうに思っております。

やはり目的を持っていく恵みの里づくりについても、そこの事務所とかにしても、そこ
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の目的があって行く人は少々不便な所でもいくんではないか。どっちにも同じことなん

ですけども。また大山もきれいに見えますし、それから地域のコミュニティ―というこ

とを考えてみますと、やっぱりあそこに人が集うということで学校なり多目的集会所も

ありますので、そういったところも含めた活用が、どうしていけるかというのも検討し

ていきたいと思っておりますし、農産加工室をもしあの教室を使って学校使って出来る

とすれば、幸いあそこの周りには家がありませんので、そういう意味では、騒音とか匂

い、こういったものが少々あってもそんなに周りには迷惑かけないのかなと思ったりし

ておりまして、これもできるかどうかこれから検討していかなくてはなりませんけれど、

いずれにしてもそこら辺のところこれから検討しながら活用図ってまいりたいというふ

うに思っておるところでありますが、当面急ぐ教育支援センターの場所ということを考

えてみた場合に、西校舎の方が活用がスムーズにいくだろうというところの中で、今そ

の方向で進めておるところでありますので、今後その辺の課題が整理できた中で場合に

よっては、教育支援センターだけを残してまた東校舎の方に文化財とか教育研究所が移

転するということも可能なわけでありますから、少しその他の利用や運用のことをしっ

かりと考えていく中で柔軟な対応していきたいなというふうに思っておるところであり

まして、当面４月からはそれで進めさせていただければなというふうに考えておるとこ

ろであります。以上でございます。 

○議長（鹿島 功君） 森田増範君。 

○議員（６番 森田増範君） 柔軟な対応ということで町長自身も少し、気持ちに動く

ところがあるのかなという感じは持っております。特に立地条件という状況をみますと、

教育委員会の方、どちらがいいのということを考えますれば、やはり旧庄内小学校の方

であろうという具合に私も思います。非常にあそこは立地的にも施設的にも可能性のあ

る恵まれた魅力のあるところだと思っていますし、寄り付きもいいですし、そういう意

味合いからすれば方針としては、私は教育委員会の方がこのように是非ともここを使い

たいという思いを出されるのは、これはこのとおりだろうなと思っております。が、先

ほど来からあります教育支援センタ－についても、先般の議会の方でも県の方にこうい

ったことについての意見書を出して、新年度から町で、県が２分の１、町が２分の１と

いう負担の中での取り組みがスタートするということで、今のところ３年間に限ってと

いうことのようでもあるわけでして、その先については不透明のところもあるわけです

けれど、いずれにしてもニーズがあれば対応はしなければならないのかなというところ

も感ずるところですけれども、ただそういう教育委員会としても立場の思いと、先ほど

来から出ております大山恵みの里づくりの拠点という捉え方の中でみた時に、庄内小学

校の位置づけを見ると、近くに山陰道が通るようになりますし、近くに９号線があり、

コンビニもあったりするということで非常に交通量の多い、交流の多い、人の寄り付き

のいいという状況の中に庄内小学校はあるという意味合いからしても、あそこで私が思
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うのは、これから町長の方が先ほど来ありましたように、大山町版のプロジェクトＸで

はありませんけれど、そういう攻めの取り組みを地域活性化のためにやっていきたいと、

大山恵みの里づくり計画の主となる人材ということでプロデューサーの募集もされてお

るようでありますし、先ほど担当の方に少し尋ねたところでは、６８名の募集があって

北は青森から南は九州かなと思っておりましたら、中国の上海の方からでも申し入れが

あったというようなことが、コメントがありました。どうしてそんなに応募があったん

でしょうかねという話も聞く中でインターネットでしょうかね、という話しもする中で、

西日本方面への広告、日本経済新聞ですかね、そちらを通じた広告も反響があったんで

はないかというようなコメントもちょっと聞きました。非常に大山の取り組みについて

は、やはり全国的にも、これからもアピールすればするほど関心が高まるでしょうし、

こういったことへの取り組みの申し込みといいますか、県外からの交流という位置付け

の中での交流産業の可能性というものも出てくると思っております。 

今年１年かけて情報基盤光ファイバーを１８億円ほどかけて配線をして、この４月か

ら使えると、私はこういった光ファイバーをですね、先ほど申し上げましたように小学

校の中に一部屋ずつに希望があれば配線をしていけばそこでインターネットの関係であ

ったり、いろんな形の中でまた起業家の育成だったり、企業起こしができるではないか

なということも、これも全国的な、あるいは県外の方へのＰＲ活動する中で応募があっ

たり、募集があったりする可能性もあるんだろうなという感じをもっております。それ

もやはり山陰道開通があったりということであり、大山がそばにあるということもあろ

うと思います。非常にそういう意味合いでですね、庄内小学校については、非常に魅力

のある可能性のある立地だろうと私は思っています。で、当面今の形でしながらやって

いくということの弾力的な柔軟な対応でいきたいという思いはあるようですけれど、や

はり文化財のものの遺跡とかそういったものの展示とかということについてくると経費

というものもまた二度手間ということもあったりするわけでありまして、先ほど町長の

話の中で少し心の動きというのも感じるわけですけれど、そういうような状況を踏まえ

て、どうでしょう、心が揺らぎませんか。町長。今一度立ち止まってトップとしての判

断もされるのもいいのではないかなと思っております。十分に協議し、進められておる

現況でもありますので、今一度立ち止まって、もう一度この件について検討されるとき

もあってもいいではないかなと思うところであります。いかがでしょう。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 再質問に答弁をさせていただきますが、光徳小学校も海に近く、

背景に大山がそびえ、すぐ９号線も走っておりますし、毎日通ってまいっておりますが、

そんなに不便なところではございません。高速道路も名和のインターから降りますと、

庄内小学校にしても光徳にしてもそんなに距離は変わらないのかなと思っておりますが、

おっしゃる意味、十分に私も理解しております。だから最初に申し上げましたように、



 199 

どちらにとっても利点があり課題があるわけであります。 

 したがって、これで必ずこうでなければならないというものもないのかなというふう

に思っております。ただ大山恵みの里づくりの拠点ということで、事務局とかあるいは

できれば農産加工室でも作りたいということを思っておるわけでありますけれど、これ

はそこの事務局なりそこに、例えば加工室ができれば加工する方が寄ってくる場所であ

りますから、そこの目的をもって当然おいでになる方、ほとんど車だと思いますが、そ

ういったところでありまして、ふいっと尋ねていくというような、要は大山の恵みを見

ていただいたり買っていただいたり、そういった拠点としての場所というのは、これは

また新たな場所というのはこれはまた新たな場所に作るべきものだろうというふうに思

っておりまして、今回の校舎を利用したところに例えば直売所とか、そういったものを

作るという考えは全くもってないわけでありまして、そういう意味では不特定多数の

方々が寄り付きやすいというそういったことの有利性というのはどちらであってもかま

わないというふうに思っております。どちらにおいてもそこへ目的をもって行かれる方

でありますから、そんなに大きな違いではないかなと思っております。先ほど言いまし

た企業、おっしゃるような企業活動、あるいは部屋を使ったＮＰＯの活動とかいろんな

ことも教室利用考えられると思うんですが、それもそこへの目的をもって人が集まる場

所でありますから。それが移動の手段は車であるならば、そんなに大きな違いではない

のではないか。ただ言われるようにコンビ二に近かったり、９号が近かったりという意

味で少しは里に出たというか、賑やかな所に行ったかなという気はあるかもしれませが、

また反対に考えれば静かなところがいいのかなというふうな思いをされる方もあると思

うんです。したがってどっちにも利点があるわけでありますから、そこら辺が具体的に

今具体的にはっきり決まっておりますのは、教育支援センターと教育研究所と文化財の

整理云々であります。 

 それ以外のものについては、今そういう方向で光徳のコミュニティーセンター、これ

も高麗のコミュニティーセンターや大山の分館のように地区公民館という地区の活動の

拠点として、そういった体制ができれば、公民館活動なり地域活動をできるような体制

が仕組めれば、そこを拠点にしたらどうかという考え方でもってその時にあそこが使え

るなという思いをもっているわけでありまして、これもじゃあいつからスタートするか

というと、まだ具体的なスタートの日は決まっていないわけであります。それから大山

恵みの里づくりの事務局にしても、農産加工所にしてもそこがいいのかというと、どう

いう改装ができるかっていうのは、まだ具体的にはまだ詰めていないところでして、こ

れからそこら辺のところをきちんと詰めながら、必要によっての改修ということもして

いかなければならないと思っております。 

 だからその辺のところ、まだ少し課題が先送りの部分があるわけでありますけれど、

ただ今言いました教育委員会が考えている部分というのはもう４月からスタートしなく
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ちゃならないものがあるわけでありまして、したがってそこがすぐにでも対応ができて、

使いやすい施設が小学校の西校舎であるというところでありますので、まずはそこでス

タートをさせていただいて、そしてあとの計画等が詰まっていく中でやはり反対の方が

いいのではないかという、そういった思いが強くなれば、また議論する中で考えていけ

ばなというふうに思っておるところでありまして、今私はそういった思いでおるところ

でありますので、取り敢えず揺らがないでこのままでお願いをできればなと思っておる

ところでありますので、よろしくお願いします。 

────────────────・───・───────────────── 

○議長（鹿島 功君） 次、３番、吉原美智恵君。 

○議員（３番 吉原美智恵君） 通告にしたがいまして、２問質問させていただきます。

教育委員会におかれましてはハプニングが起こりまして質問の受け答えが、心揺らがれ

るかも分かりませんけれど、経験豊富な教育長さんですので大丈夫だと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 １番目に大山町の子ども教育についてお尋ねします。昨年、４月の機構改革により、

保育所関係、子育て支援事業の一部が福祉部署から、教育委員会へ移管されました。ま

た「大山町子ども教育振興計画」を同じく９月にいち早く策定され、子ども教育を総合

的にまた系統的に進めようとされていることは、県内においても画期的なことでありま

して、敬意を表すると共に大いに期待しているところでございます。昨年機構改革が行

われて１年が経とうとしていますが、その成果と問題点はいかがお考えになりますでし

ょうか。 

それから教育基本法が改正され、国をあげて教育再生が叫ばれています。現在、「子ど

も教育プログラム」を作成されているようですが、その中でどのように反映させていく

のでしょうか。 

また、「大山町子ども教育振興計画」の中の「具体的施策」の中で、「中学校家庭科授

業などにおける乳幼児とふれあう機会の充実」とありますが、このことは以前に私が質

問で提唱いたしました「コミュニケーション授業」につながっていく可能性があるので

はないでしょうか。その点質問いたします。 

○議長（鹿島 功君） 教育長。 

○教育長（山田 晋君） 吉原議員さんのご質問のお答えします。まず機構改革で保育

所を教育委員会で所轄するようになったわけですが、成果と問題点は何かというご質問

でございます。 

 本年度教育委員会、まず最初に行いましたのは、１０の保育所の実態把握といいます

か、これを正確にとらえなければいけないということで、教育委員を含めて事務局、計

画訪問と称して１０園の保育所をすべて回りました。合わせて保護者が、どういうお考

えで子育てをしておるのかというようなことをいろんな形でお聞きしながら、さらに１



 201 

０園の保育所で教育懇談会というような、これ 1 年かけて行いました。保育の施設であ

るとか、保育士の保育の内容、あるいは子育て感、保護者の子育て感など、こういう現

状というのをだいたい掌握いたしました。でその過程で幾つかの課題も、こういう辺は

ちょっとどうかなというような課題も見えてきましたので、まず保育士の指導力と言い

ますか、そういったようなことが必要だということで、教育研究所が主催しながら、保

育士の研修会をいくつかの方法でやりました。例えば年長組の担任の人は集まってくだ

さいとか、こういったようなことをしながら、一方で保護者の方にも子育てセミナー、

こういったようなものを開いて、保育所と保護者、親の役割っていうのは、こういうあ

たりですよというような、こういったようなことを考えることができたかなと思ってい

ます。で、さらに町内には保育所に入所していないそういう子どももいるわけですから、

そういう子どもも視野に入れて、０歳から小学校ぐらいまでを対象にして、議員おっし

ゃいましたけれども、子どもの教育振興計画というのを昨年の９月に策定して、これを

もう少し分かりやすくしようということで保護者や保育士や大学の先生などを集めて話

し合っていただきました。子ども教育プログラム、こういうものを今作成中でありまし

て、間もなく３月までには完成させたいという具合に思っております。 

 一方、保護者の子育てのあり方とか、あるいは幼児教育についての価値観が非常に多

様だということも分かってきましたので、そういう子どもたちがいずれ、小学校に入学

するわけですから、保育所と小学校の連動、こういう辺りの問題はどういうところにあ

るのかなと、こういったような課題も今まとめている段階であります。機構改革によっ

て、０歳から１５歳まで、中学校まで、子どもの成長や教育について、教育委員会が一

元的に所轄することが出来るようになりましたので、新年度はさらに保育内容等、充実

していきたいと、こういう具合に考えておるところであります。 

 次に、二つ目のご質問ですが、教育基本法が改正されて教育再生、こういうものが叫

ばれる中、子ども教育プログラムにどのように繁栄させたのかという、こういうご質問

でございますが、改正された新しい教育基本法は、特に家庭教育の項目っていいますか、

ここが明確になったのかなと思っております。まあ父母といいますか両親、あるいは保

護者が子育ての第一義的責任を有する、これは非常に重たい言葉だと思ってるわけです

が、これを踏まえてですね、従来より大山町が取り組んでおります家庭、学校、地域住

民といいますか、地域の人たちが、それぞれこの役割を分担しながら、相互に連携をし

て、子育てに一層励んでいかないけんのかな、で、そういう具体的な内容をプログラム

の中に入れさせていただきました。こういう一連の背景を受けて、特に子どもの発達段

階に応じた目安というか、こういったようなものがとても大事でないかなと、保護者の

中にはそういう辺りの認識のずれ、これを感じておりますので、こういったようなもの

を分かりやすく、教育プラグラムという内容で提示させていただきました。ただこれは、

これが出来ないと駄目というようなそういう強制力をもったものでありませんで、まあ
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だいたいこれぐらいの成長の時には、まあはしが持てるようになるといいでないでしょ

うか、こういったようなことも含めたり、仲間づくりのことなども掲げておる内容でご

ざいます。 

 それから最後３つ目の質問ですが、子ども教育振興計画の具体的な施策にコミュニケ

ーション授業といいますか、ヒューマンコミュニケーション授業っていうような、こう

いう内容につながるのかというご質問ですが、振興計画の中には、議員おっしゃいまし

たけども、中学校の家庭科の授業などにおける乳幼児とのふれあう機会を作っていくと。

これは、正にコミュニケーション授業そのものだと思っております。 

そこで来年度は、本町の中学生にも新規事業として赤ちゃんふれあい講座というよう

なことで、希望のありました大山中学校をモデル事業として計画して予算化しておりま

す。この成果も見ながら、他の中学校にも拡大していきたいな、こういう具合に考えて

いるところであります。以上です。 

○議長（鹿島 功君） 吉原美智恵君。 

○議員（３番 吉原美智恵君） ただいまの答弁にありましただいたいの項目は理解い

たしました。その中で教育基本法ですけれども、確かに親の責任ということもうたわれ

ておりますし、権利だけではなく責任を担うまた意識やそういう他者への思いやりの心

を涵養するそういうことが教育再生につながるというふうに感じておりますが、そのこ

とが盛られていると思います。そして、子ども教育振興計画の中にですね、この大山町

におかれまして放課後児童クラブというものが随所に出てまいります。そしてその中に

重点項目として保育所・学校・放課後児童クラブ・公民館等教育委員会が所管する機関

はもとよりということで出ておりますし、また重点項目の具体的な目標の中に保育士・

教員・放課後児童クラブ指導員等の確保と資質の向上と出ております。そこまで一生懸

命取り組まれるということですけれども、その放課後児童クラブ条例というものをこの

３月に制定されようとしているようでございますけれどもその中でですね、今その児童

クラブが今、現在ありましてその条例の中には料金化がうたってありますけれども、今

の時点ではおやつ代ということで１，０００円くらい徴収されているということです、

概ね。それで私が懸念いたしますのは、それだけ教育的に力を入れようとされています

のに、希望する子ども、子どもですよ、子どもがその金額がかなり今の現状とかなりの

差がありますれば親の意向で行けなくなる子どもができるのではないかということと、

それから実際に兄弟が二人以上というのもたくさんいましたし、又実際に双子のお子さ

んがおられて今の現段階で３人放課後クラブに預けておられる親御さんもおられました。

ですのでもしかこれが今の１，０００円からかなりの額に倍増するようなことになれば、

その親御さんがとても１カ月の中に２人でしたら４，５００円、３人でしたら６，００

０円ですか、夏季は８月は３人ですと１万円になります。そういうような状況でほんと

に親御さんとして行かせたくても行かせられない、また子どもも行きたくても行かれな
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い子どもができるのであれば、それは単なる塾の延長とか、外注育児とかそういうこと

でない哲学を持ってやるんだという大山町の姿勢でしたら、それはまた又反することで

はないかと思うんです。そして産経新聞の去年の１８年の１０月２日に、教育再生を担

当しております首相補佐官としての山谷えりこ参議院議員が随筆で書いておられますけ

れども、世田谷区では、全国に先駆けて山谷さんが小学校のＰＴＡ会長をしていた時以

来ですけれども、希望する全児童を対象にそういう事業をやっておられたと。今も続い

ているそうです。そして又、国の姿勢としては、来年度から総事業費約１，０００億円

の新規予算を求めて子どもらが放課後自由に学び、遊び、育つことができるように予算

を求めていくということも書いてあります。その点に関してもどう思われますでしょう

か。 

○議長（鹿島 功君） 教育長。 

○教育長（山田 晋君） 吉原さんの再質問にお答えいたします。おっしゃるとおり放

課後児童クラブを含め、就学前の子どもたちの子育て、それぞれ役割分担をしてたくま

しい子どもを育てたいとこういう具合に考えているところであります。ご質問にありま

した放課後児童クラブは、合併前の旧３町の取り組みがかなり差があって、２年間ほど

調整をしながらほぼ同一のスタイルで来年やれるんでないかと、こういう潮時もござい

ますし、それからもう少し中身も濃いくしたいなというようなことで、スタッフも充実

させたいとこういう具合に考えておるところです。金額の設定についてですが、現実に

はゼロ円で走っております。しかしおやつ代ということで１，０００円は現実に集めて

おりましたし、中では毎日ではありませんが、ケーキを作ったりするときの材料費とか、

それからたこをつくったりそういったような個人が持ち帰る、あるいは食べるっていう

ようなものについては実質折々にお金を集めていたと。こういったような集金業務とい

うようなことも少し合理的にやっていかないけんということもありましてですね、今回

一律３，０００円という線を出させてもらいました。今上程しております予算の中に、

児童クラブ関係の人件費、光熱費等はあるいは施設の管理料は除いておりますが、光熱

費、施設費除いた人件費を中心に２，９３０万円ほど上程させてもらっています。２，

９００万。これに今年度は３０名の利用者がいましたので、３０名から１００名くらい

応募があるんでないかなと思っておりますが、これ割り算をして見ますとですね、３６

万６，０００円。一人当たり３６万円ぐらい町の予算を使うことになります。目安とす

れば１割は利用者負担というか、使う人がやっぱりそれだけの負担をして欲しいと、月

に直せば３，０００円、１２カ月ですから３万６，０００円で夏休みを入れると２，０

００円ほどアップいたします。こういうあたりを最低限として３，０００円という辺を

出さしていただきました。で、将来の展望として、利用者も増えていく、こういうこと

もありますので財源的なものも見通しを持ってやっていかないけんのかなと思っており

ますので、そういう辺り当然希望者が増えればスタッフも増やしたりいたします。 
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予算には上がっておりませんが、当然そこの光熱費等も別なところで利用さしてもら

うことになるわけでありますので、そう大きな、負担ではありますけれども１割くらい

の負担はお願いしたいなと思っております。さらに議員おっしゃいましたが、二人目と

いうことになると半額になりますので、３，０００円プラス３，０００円でなしに半額

になりますから４，５００円、３人目になると又１，５００円で６，０００円という、

こういうあたりは実費負担程度になろうかと思っているんですが、ぜひお願いしたいし、

その流れをご理解いただきたい。高くしようというそういった考えでなしにやっぱり財

政的なものもにらみながら今回設定させてもらったところであります。以上です。 

○議長（鹿島 功君） 吉原美智恵君。 

○議員（３番 吉原美智恵君） 確かにこれまでの質問でも行財政改革は厳しいという

ことはよく認識しております。けれどもまだ子育て支援事業といいますか少ない大山町

において人口が少ない大山町においても子どもというのは大切な宝ではないかと思いま

す。 

そしてその宝物である子どもたちの大事な毎日毎日計算しますと、放課後の時間と夏

休みの時間を計算しますと、かなりの時間の子どもの行かれない子と、行かれる子の差

が出るのじゃないかと懸念します。そう考えますと、今、もう保育園児はこれからかな

りの人数が少なくなりますので、今５歳児は１４５名だそうです。そう考えますと逆に

減っていくと思います、経費は。そしてそんなにスペシャリストを求めるんじゃなくて

やはり子ども同士の交流、年齢交流も大事ですし、大山町独自の支援活動、そしてまた

大山町の全体の子どもとして考える、それからまた家計から申しますと計算の仕方が私

たち主婦感覚からは納得いかないんです。生活費がもしか２０万で切り詰めていますと、

１万円ってとても大変な金額です。そういう視点からも考えていただきたいですし、と

りあえずの金額設定ということはもう少し親と詰められて、またきちんとアンケートと

られて、ほんとに金額がもし３倍になりますれば、ほんとに行かせられない家庭が何軒

出るのか、ただ説明だけで終わるんじゃなくて、きちんとコミニュケーション図って納

得させて、納得しながら決断していくということが大事じゃないでしょうか。その辺で

再考をお願いしたいと思いますけれども本当に大事なことだと思います。今一番子ども

の教育が大事だって一生懸命取り組まれておりますのに、その放課後児童クラブに関し

て親との違和感が出たりしますとあまり良くないと思いますけれどもいかがお考えでし

ょうか。 

○議長（鹿島 功君） 教育長。 

○教育長（山田 晋君） 吉原議員さんの再質問にお答えしたいと思います。放課後児

童クラブというのはずっと昔はかぎっ子教室といいますか働くお母さん、あるいはお父

さんが子どもを放課後どうするかってこういうあたりを出発点として、そういう願いを

受けて学童保育というようなところに発展したということで、今、吉原議員さんおっし
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ゃったように保護者の願いということも十分理解しているつもりであります。保育料の

設定についても現在上程している予算の中で６億、子どもで割り算すると一人当たり本

年度は、来年度は１０８万、町の予算を一人に使うということになるわけです。その率

は所得によってずいぶん違うんですが、だいたい平均すれば町が投資している１０８万

のうち１５％くらいは保護者に保育料として集めている。こういう平均になります。放

課後児童クラブにつきますと３６万６，０００円ほど町の予算を使うについて３万６，

０００円ほど町の予算を使うについて、３万６，０００円ないし３万８，０００円程度、

１０％から１２％負担していただいて、そういう中で財政的なぎりぎりのところお願い

今して上程さしていただいとるわけです。そういう中で、中身も濃いくしていきたいと

思う一方、当然、放課後児童クラブに参加しない児童もいるわけでありますので、そう

いったようなバランス等も考えております。この負担の率というのは近隣市町村とも比

べてみるとかなり低いと思っとりますので若者の定住対策の中で、こういう辺が大山町

は高いので住みにくい、こういう声は出ないと、そういう範疇も視野に入れて今回設定

させていただきました。吉原議員さんがおっしゃった保護者の願いというのは痛いほど

分かりますが、そういう経過もご理解いただきたいと思っておるところであります。以

上です。 

○議長（鹿島 功君） 次、どうですか。 

○議員（３番 吉原美智恵君） 質問がもう３回だと思いますので、次に移らせていた

だきます。 

○議長（鹿島 功君） 吉原美智恵君。 

○議員（３番 吉原美智恵君） ２問目は、大山町民意識の啓発についてお尋ねいたし

ます。新大山町が発足して２年が経ちました。これからのキーワードは地域力と協動で

あるかと思います。また、行政と住民の認識の共有化が重要なポイントとなるのではな

いかと思います。そしてその大前提としまして、大山町民の一体感もまた必要ではない

かと考えるところであります。町民歌を制定をされ、町の行事の時に流したり歌うとい

うことがあっても良いのではないのでしょうか。それから、現在のところ各地区ごとの

文化祭等の行事が開催されていますが、年に一度はその文化祭かまたは例えば盆踊り大

会のようなこれまで培ったそれぞれの地区の文化の違いを感じながら、同じ場所と空間

で一堂に会するということも必要ではないでしょうか。その中で改めて自分たちの地区

のよさも再発見し、地域力を高めていくことも大切ではないかと考えます。町長はいか

にお考えになられますでしょうか。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは吉原議員さんの町民意識の啓発についてとご質問に答

弁をさせていただきたいと思います。まず町民歌の制定についてということでございま

す。町民の皆さんの一体感を醸成する一つの方法としての町民歌の必要性をご提案いた
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だいたところであります。町民歌は、老若男女誰もが親しめるということがまず基本だ

ろうなというふうに思っております。合併前の中山町は、「我が心の故郷」、名和町は、「明

日を築く」、これを町民歌としてそれぞれ制定をいたしておりました。曲想のアレンジや

防災無線による放送、成人式や各種大会での合唱などの取り組みを通して親しんでいた

だけるよう、普及に努めていったところであります。 

しかしながら、多くの皆さんに歌っていただけるものになっていたか、取り組みの効

果が十分に現れていたのかと、いろいろ考えてみますが、多くの皆さんに親しんでいた

だくための良い手立てがなかなか見つからなかったのも実態ではなかったのかなという

ふうに思っているところであります。 

こうしたことを踏まえて、今最も多くの方が、親しみをもって聞き、歌い、そして、

多くの方が知っている歌、これがわが大山町の中には「大山賛歌」という歌、これがあ

るわけであります。この歌を私は大変いま興味を持ってある意味では親しんで歌ってい

るところであります。町民歌というよりはこれは愛唱歌なのかもしれませんが、町内の

中学生であった方が作詞をされたこの歌は、毎年、大山山開き祭が近づくと耳にする機

会がありますし、さわやかなメローディと大山の恵みと勇気を与えてくれる大山をつづ

った歌詞には、町民の皆さんを結びつける力を感じております。 

また、大山を訪れた方をあたたかく迎え、多くの方に大山を伝えることのできる歌と

して今、歌い継がれています。これからも歌い続けたい歌として位置づけてまいりたい

と考えているところであります。ご質問の趣旨とは少し異なるかもしれませんけれども、

町民歌についてそのような考えもあるのではないかということでの一端を述べさせてい

ただいて答弁とさせていただくしだいであります。 

次に文化祭についてであります。本年度の大山町文化祭は前年度のアンケートを踏ま

え、三地区で開催をしましたが、その中で盆踊りなど各地区の特色を生かした活動を一

堂に会してはどうか、またそのことにより地域力を高めるのではないかということであ

ります。本年度中山会場では１１月３日、名和会場では４日、大山会場では５日と各会

場でメインの日を設定をし、町民の方々が各会場を巡回できるように工夫をしてまいり

ました。中山地区では文化産業祭、名和地区では健康ふるさと祭り、大山地区では公民

館活動発表をメインに、文化祭を分散して開催したところでありますが、一方、大山町

の行財政審議会の答申におきましても文化祭については合併５年後の平成２１年度を目

処に一会場で開催との方向が示されました。今後実行委員会で協議をしながら、開催方

法、内容、場所などを検討してより多くの方が集えるよう準備を進めてまいりたいと考

えているところであります。さらに現在行っております各種スポーツ大会やイベント、

地域の行事を通して、それぞれの地区を良く知り交流できる活動をさらに展開していき

たいと考えておるところであります。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 吉原美智恵君。 
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○議員（３番 吉原美智恵君） 町民歌の件ですけれども、初めて町長さんと意見が一

致したなあと思ったんですけど途中まで、制定されると言われなかったんで、ちょっと

残念でありました。ほんとに大山賛歌は私も若い時に大阪の方におりまして大山賛歌が

流れると大山町の町民ではそのときなかったんですけども大山を思い出して、そしてそ

の歌詞がすばらしくその歌詞は、旧大山町民の方が作詞されたかと思いますけども大変

候補としてはいい曲ではないかと思います。そして今回、成人式後ほど同僚議員が質問

されますけども、成人式でこの町民歌があってせめて成人の皆さんと一緒に歌えたらど

んなにまた一体感があってすばらしかったんではないかと思いますので、是非前向きに

検討していただきたいと思いますが、その件に関してお願いしたいと思います。もう一

度お返事をいただきたいと思います。 

それから、文化祭の件ですけれども、今年３日間、その意図は良く分かります。一日

ずつ中心をずらしていって、各町のメインを見学できるようにされたというのは良かっ

たんですけれども、日程的に一日しか行けなくて旧名和の文化祭に行ったんですけれど

も。ちょっと人手が減っているような気がいたしましたし、せっかく表彰式とかありま

したけどもなんとなくばらけてる感じでしたので、花づくりコンクールの表彰式があり

ましたけれども、ちょっと寂しい感じがいたしましたので、答申として後ほどひとつに

なられるということですので、そしたら文化祭の入り込みとかアンケートとか１回され

て、町民がどのような文化祭を望んでいるのかそういうことも検討されながらひとつに

まとめる計画を立てられたら良いかなあと思いますがいかがでしょうか。 

それから盆踊り大会について返事がありませんでしたが、例えばでしたので、ただこ

の盆踊り大会もそれぞれの大山、中山、旧大山、旧中山、旧名和それぞれに特色のある

盆踊りが残っているようです。そしてまた、これの保存運動も進められておりますけれ

ども、特に中山町では小泉八雲さんが通りかかって印象に残ったというハーン踊りとい

うのがあるそうで私も一回も見たことがありませんし、盆って言いますとやっぱりよそ

の地区に行って盆踊りをみるという機会はなかなかできないですよね。自分のところの

盆の行事がありますので。ですので、ちょっと文化祭が一つになってしまうといわれれ

ば質問の範囲外になってしまうかも分かりませんけど、そういう盆踊りとか伝統芸能を

ひとつに同じ一体感じながらやられるというそういう構想はないでしょうか。以前に旧

名和町で盆踊り大会がありまして、何年かで競争になって、競争といいますか、表彰順

位を決めたばっかりかなあと思いますが、無くなってしまったんですが、かなり盛り上

がって皆さんが集まっていたのを私の高校時代だったと思います。町長さんもそのころ

に思い出があろうかと思いますけども、盛り上がってたような気がしますが、盆踊り大

会に関してはいかがでしょうか。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 再質問に答弁をさせていただきます。そんなに普段から意見が
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食い違っているのかなと思って改めて考えてみたところでありますが。町民歌、そうい

う思いで私も今答弁させていただきました。町民歌として条例できちっと制定するのが

いいのかどうなのかということはこれから議論すればいいと思っておりますけれども、

少なくとも大山賛歌という歌、今、去年も、去年って今年度ですけども、アレンジして

ＣＤも発売をしておるところでありますが、非常にいい歌であると私も思っております。

決して年が近いからだけではなくて、やはり誰が聞いても３５年以上も前の歌でありま

すけれども、本当にさわやかないい歌だなというふうに感じております。いろんな場面

で今年もスポレク祭とか、いろんな行事のときにできるだけ大山賛歌をかけるように無

理やり、バックミュージックにかけるように仕組みはしているところでありますが、聞

かれた方もなんとなくほんとに耳に残っていい歌だなというふうに初めて聞かれる方も

言っていただいておるわけであります。まずは町民歌というのは、やはり先ほど来申し

上げましたように、町民がみんなほんとに心からその歌を歌えるような、ほんとにいい

歌だなと親しんで歌える歌でなければ意味がないなと思っておりまして、だから新たに

作らなくても今ある歌をそういう位置づけにしながらやっていけばいいのかなというふ

うに常々思っておったところでありますので、思いはそういうことであります。だから

それをきちっと条例で定めて町民歌として定めることによって普及させていけばいいの

か、あるいは町民の愛唱歌としていろんな場面でそのさっきおっしゃいましたような成

人式もそうでありますけど、いろんな場面で大山賛歌を歌いあるいはかけるとそういっ

た取り組みということの中で住民の皆さんに理解を求めていくという方法もあるのかな

というふうに思っております。これについては、またその方向の中で議論をさせていた

だければというふうに思っております。 

文化祭であります。これも私も実は早く一本化にした方がいいなという思いは持って

はおり、担当課の方にもそういった話はしているところでありますけれども、やはり今

まで取り組んでこられたその経過、旧３町での長い歴史の中で特に住民の皆さんが中心

になりながらその行事を仕組んできておられるものに対しては大変強い思いがありまし

て、なかなかそれを一度に１カ所にやるというと、なら協力せんわみたいな変な方向に

なっていってもいけんなというふうに思っておりまして、だから取り敢えず今年度につ

いては、最初の年はそのまんまやりましたけれども、１８年度については日にちをずら

してよそのも見てみると、よそのも見てみるということが出来るような日程を組んでみ

たということであります。行革審の中でも５年後ですからあと３年になるわけですか、

には１本化せいという方向も出していただいているところでありますけれども、大きく

１カ所でみんなが集って、それぞれの旧町のときから取り組んできた活動なりそういっ

た文化活動こういったものをお互いに披露しあって理解しあうという場、これは一堂に

会して大規模にやることによってさらに認識が深まっていくと思っておりますのでそう

いった方向も大事だろうというふうに思っております。ただ、その中で気を付けていか
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なければないのは、その地域地域で取り組んでおられた活動というのが消えていかない

ようにしなければならないなあというふうに思っております。そのためにも町の文化祭

としては一本ぼんと大きなのをやるにしても、今も大山地区なんかは公民館活動と称し

て高麗の祭りだ、大山の文化の祭りだという形で地域の皆さんが取り組んで活動してお

られるわけでありますけれども、それを公民館活動でするのか、あるいは地域活動です

るのかこれは別にいたしまして、やはりそういった範囲の中でそういった活動というも

のがきちっと絶えないようにやはり仕掛けもしながらやっていかなければひとつに大き

くしたことによって、その分派手に見えますけれど、ぱっと立ち止まってみると地域の

活動が消えてしまっているということにならないようにしなければならないのかなと思

っておりまして、そういったことのバランスを取りながらやっていくことが大事かなと

いうふうに思っておるところであります。 

 それから盆踊り、そうですね、今思い起こせば名和公園で盆踊り大会がありましたね。 

遅くまでね。踊った記憶はありませんけど、見た記憶はあります。今、庄内地区でも盆

踊り復活させようということで老人クラブの方々が中心になって、今いろんな場所で披

露していただいておりますし、また各地にまだ盆踊りが残っていることも承知しており

ます。ここら辺は文化行事担当で社会教育課の方がいろんな伝統行事等の継承等も含め

て取り組んでいるというふうに思っておりますが、こういったことを大事なことであり

ますが、要はどこが仕掛けていくかでありまして、行政が盆踊り大会しますけやりまし

ょうというのがいいのか、地域の中での盆踊りをやっている方々が盆踊りを皆んなで盛

り上げてさらにつないでいくような活動しようやという機運のなかで、行政がその場所

を提供したり少しご支援をするというような方法もあるんではないかと思っておりまし

て、そこら辺の仕掛け作りというのをこれから必要になってくるとは思っておりますが、

いずれにしても昔からある伝統行事、やはりできるだけ後世に引き継いでいけるような

そんな取り組みが大事だなと思っておりますので又、いい知恵ございましたらご示唆い

ただければと思っております。以上であります。 

（「了解いたしました］と呼ぶものあり。） 

○議長（鹿島 功君） ここで暫時休憩いたします。再開は３０分。３時３０分にした

いと思います。 

午後３時１６分 休憩 

────────────────・───・───────────────── 

午後３時３１分 再開 

○議長（鹿島 功君） それでは再会いたします。１番、近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君） 近藤大介でございます。通告に従いまして２点質問いた

します。 

始めに１点目、行財政改革についてということであげさせていただいております。今
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回は既に同僚の議員から３人、同様の質問が出ておりますが、なるべく違った角度から

質問をさせていただきます。答弁で重なるところがございましたらはずしていただいて

も結構でございます。 

大山町の行財政改革大綱が先般策定されまして、合併後初めてその中で今後の財政推

計も示されました。大綱の中では策定の趣旨として、地方分権の時代にあって国地方と

も大変財政難であるけれども、これからの地方自治体はその地域にあった行政を自らの

判断と責任で住民サービスを行うことが求められている。そのための行財政改革を進め

なければならないのだと。また、財政見通しの現状の項で、平成２１年度までの財政推

計が示され、このまま行財政改革を行わなければ、大山町の財政が破綻する可能性も示

されたうえで、これに対していかなる方策を講じても断固として財政再建団体への転落

は回避すると、書いてございます。繰り返しますが、いかなる方策を講じても断固とし

て回避するんだと。これを読ませていただきまして、私は町長はじめ執行部の皆さんの

行財政改革にむけた並々ならぬ決意を感じとりました。 

既に先ほどからこの問題に関して議論があっておりますように、１９年度一般会計の

基金は差し引き２億５，０００万円少なくなりまして、年度末１９年度末の基金残高の

見込みは約１８億円。大綱で示された推計によりますと、この基金は年々減っていきま

して、３年後２１年度末には４億５，０００万しか残らないということになっておりま

す。今回の財政推計では国から入ってきます交付税を若干少なめに見積もってあるよう

に私は拝見しましたので、必ずしもこの推計のとおりにはならないだろうとは思ってお

りますけれども、今回の推計の条件でさらに平成２２年度以降も試算してみました場合、

２２年度で基金は底をつき、２５年度には財政再建団体になってしまうというような状

況だろうと思います。 

大変ショッキングな推計ですけれども、われわれ町民にとりましては大変大切、また

切実な問題であります。大山町が現在おかれております財政の危機的状況をある意味正

直に公開されましたことを前向きに評価しながらですね、この危機に際し、行政、議会、

住民がともに知恵を出し合い、協動して乗り越えていくというためにですね、質問して

いきたいと思います。 

まず始めに先ほど申し上げましたように大変緊張感のある大綱の文章であったと思い

ますが、これに比して、比べまして、その大綱の内容を具体化していきます「集中改革

プラン」読ませていただきましたけれども、やや具体性に欠け、若干悠長にすら私は感

じてとりました。先ほど来の３人の同僚議員からいろいろ町長に質問も出ておりますけ

れども、山口町長の行財政改革への決意をですね、改めてお答えいただきたい。 

次にですね、この財政危機を乗り越えていくための町長の財政改革に対しての具体的

なプランを私伺いたいと思います。このたび、国から地方に財源が移譲されまして、た

とえば住民税の税率が上がりました。本来で行けばその分、税収は増えていくわけです
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けれども地方の景気低迷は以前厳しく住民、町民の所得は下がってきております。税率

が上がった分だけそのまま前年以前に比べて税収が増えるとはあまり見込めない。将来

的に良くてもひょっとしたら横ばいかも知れない。そういった中で、地方交付税も今の

政府では増えていくことは期待できません。また歳出の方では、少子高齢化の進捗が著

しく特に農村部、われわれが住んでおります農村のような地方では、医療介護などの福

祉関連の支出はこれからまだまだ増えていくことが想像されます。こうした状況の中で

財政の単年度の収支、プライマリーバランスをですね、図っていくためには私が思いま

すには年間３億から５億円ぐらいの収支を改善していかないとどんどん基金はなくなる。

赤字になっていくというふうに考えます。税収が１５億円程度しかない大山町にとりま

しては億単位で、何億の単位で収入増を図っていくことは並大抵のことではありません。

たとえば、現在固定資産税の税率は１．４％でございます。県内の各市、４市あります

けれども、４市では固定資産税の税率は１．５％です。また、財政が特に厳しい日野郡

の日野町や江府町などではこの固定資産税の税率は１．６％です。国の税制改正で、高

齢者の方々にとっては既に大幅な増税がされております。ご承知のように高齢者の控除

等が少なくなった。年金の計算方法も変わって高齢者に対しては既に増税がされてるわ

けですけれども、高齢者が多い大山町でですね、さらに町税まで増税していくというこ

とはできることならば避けたいところではありますけれども、仮にですね、固定資産税

の税率を０．１ポイント上げまして１．５％にした場合、これによって増える税収は５，

０００万円です。５，０００万円が多いか少ないか、また議論のあるところだとは思い

ますけれども、今の財政が危機的な状況の中で、町長のお考えとしてそういった固定資

産税ばかりではありませんけれども、増税まで検討しなければならない今状況なのかど

うか、あるいは水道料であったりとか、介護保険料、保育料などについてもですね、今

後赤字財政再建団体にならないように値上げしていかなければならないような状況なの

か、町長のお考えを伺いたいと思います。 

また歳出のほうの削減についてでございますけれども、今回出てきております集中改

革プランで事業が廃止すると具体的に計画がしてあるのは、既に同僚議員からも質問が

出ておりましたけれども、金婚式ひとつにすぎません。予算で行きますと１９年度での

予算は１００万ちょっとの予算でございます、金婚式は。１９年度一般会計の補助金支

出、これについて考えてみた場合ですね、補助金支出の総額は約４億７，０００万円で

す。補助金については近年、削れるところはそれなりに削ってきてあり、また政策的に

あるいは制度的にですね、削れない補助金もあろうかと思います。そういった中仮にで

すね、この４億７，０００万円の補助金を一律１０％カットした場合でも削減できる予

算は５，０００万でございます。経常収支比率がですね９０％前後で他の事業につきま

しても廃止縮小できる事業が早々あるとも私は思っておりませんけれども、そういった

状況の中で２億とか３億といった単位で、歳出を削減をしていくということになるとで
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すね、やはり、１４億円になります町職員の人件費を削減せざるを得ないのではないか

と、そういうふうに感じてしまうわけですけれども、ただ職員の給与につきましては、

昨年からすでに３％のカットが行われておるところでございます。しかしこういった厳

しい財政推計が出てきておりますわけで、職員の人件費につきましても、さらに削減を

しなければならないのかどうかそういったことにつきましても、町長の答弁をお願いし

たい。 

また、集中改革プランのですね、具体的な、さらに具体的な中身については新年度に

なってから、１９年度早々詰めていかれるというふうに聞いておりますけれども、その

具体的な集中改革プランによってですね、町長としましてはどの程度の収入増を期待さ

れ、また歳出減をどの程度見込んでおられるのか。あるいは見込まなければやっていけ

ないのか。集中改革プランの終了年次、今回の集中改革プランの終了年次であります平

成２１年度時点でのですね、そういった歳出減、収入増の町長の目標値についてお尋ね

したいと思います。以上を答弁お願いいたします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは近藤議員さんの行財政改革についてのご質問に答弁を

させていただきたいと思います。 

 かねてから、大山町行財政改革審議会に諮問をしておりました「大山町行財政改革大

綱及び集中改革プランの策定について」去る２月２２日に答申をいただいたところであ

りますが、行財政改革大綱の基本理念では、「厳しい財政状況を克服し、将来にわたり持

続可能な健全な財政状況を確立し、住民ニーズに沿った行政サービスを安定的に提供で

きるよう、一層徹底した行財政改革に取り組む必要があるため、行財政改革の基本理念

を、「一人ひとりが大切にされ活かされる協働のまちづくり」「住民の視点に立った効率

的で良質な住民サービスの提供」と定め、今後の行財政改革の向かうべき方向を適確に

示唆していただいておるところであります。 

とりわけ、地方財政再建促進特別措置法に基づく、財政再建団体への転落回避に向け

断固立ち向かうその姿勢は、われわれに勇気と力を与えるものであります。 

 さてご質問の緊張感のある大綱に比し、これを具現化する集中改革プランは、具体性

に欠け、若干悠長にすら感じるがというご質問でありますが、集中改革プランの今後の

取り組みや行財政改革に対します決意につきましては、すでにご質問の議員さんへの答

弁しておるとおりでありますし、また施政方針の中でも述べてまいったとおりでありま

す。 

 次に「財政改革の具体的なプランは」というご質問でありますが、最初に、収入増を

図るための具体的な施策は、ということでありますが、遊休地の処分や定住促進に伴い

ます人口増加施策などであります。ご存じのように、地方交付税制度の簡素化が図られ

ておりますが、交付税算定の基本となるものは、人口であります。単位費用として、消
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防費１万５００円、社会福祉費１万４，８００円、その他教育費５，６００円、高齢者

福祉費６５歳以上人口が７万１，２００円、清掃費５，８８０円などあらゆる費目で算

定をされておりますし、また人口が増えることにより、税収の向上や、地域の活性化に

もつながります。住宅環境の整備や福祉・教育の充実を図り、人口増加に向けた取り組

みをより強化してまいりたいと考えておるところであります。 

また、町行政の大きな課題でもあります町税、住宅新築資金等貸付金、住宅使用料、

水道使用料等滞納金の整理につきましても、力を注いでまいりたいと考えておるところ

であります。 

さらには、固定資産税等の増税は検討しなくてもよいのかということでありますが、

地方税法で定められております標準税率を超える税率を適用するいわゆる超過課税は、

固定資産税においては従来、標準税率１００分の１．４の１．５倍の制限税率が定めら

れておりましたが、平成１６年度税制改正でこの制限税率が廃止されたところでありま

す。全国的な傾向といたしましては、固定資産税の超過課税は昭和４５年までは８８６

団体であったものが、平成１６年度では２５７団体になっております。一方、県内では

特に西部地区において、９市町村中６市町村で１．５％から１．６％の超過課税を適用

している状況であります。 

固定資産税等の超過課税は、自主財源の確保のための選択肢の一つでありますので今

後検討していく必要があると考えていますが、その場合には、本町の行政サービスの水

準と密接に関係することから、歳出の徹底した削減を図った上で、負担増の正当性を説

明をし、住民の皆さんのご理解を得なければできないものと考えておるところでありま

す。 

次に、どのような枠組み・方法でどの程度の歳出削減を図るか、また人件費の更なる

削減もあるか、ということでありますが、１９年度当初予算におきましても、人件費９，

０００万円、補助金１，０００万円程度の削減に努めてきているところでありますが、

今後におきましても、定員管理計画に基づく職員配置や赤字補てん的な特別会計繰出金

の抑制、費用対効果の測定による事業の優先度化、後年度維持管理費及び公債費を要す

る投資的事業の年度別目標額の設定等により、歳出抑制に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

 最後に、集中改革プランにより期待できる収入増、歳出減の額はどの程度かというこ

とでありますが、これまで説明をしてきておりますように、数値目標の設定や数値的な

試算は平成１９年度中に行う予定でありますので、現状では答弁することは困難であり

ますのでご理解をいただきたいと思います。以上で答弁終わります。 

○議長（鹿島 功君） 近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君） まずですね、町長の行財政改革への決意を示していただ

きたいと私お願いしたわけですけれども、既に先に質問された同僚議員のところで答弁
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しているということでございました。ちょっとまあその答弁、先の３人の方への答弁も

聞いとったわけですけども、その中ではどうしても私は先ほど言ったように大綱の中で

示されているほどの緊張感、今、行財政改革をしっかり進めないと大山町大変なことに

なるんだという町長の決意なり意気込みというのは先の答弁の中からでは３人の方への

答弁の中からは、私ちょっと感じることができなかったわけでございます。どういった

内容だったかといいますとですね、非常に大まかな歳出を削減していくんだとかですね、

何でしたですかいね、予算の重点化なり優先順位を決めて身の丈にあった予算にしてい

くというようなことですとか、あと何でしたですかいね、一般財源の確保に努めますと

いうような非常におおくくりの答弁だけでですね、具体的なところは何も感じることが

できなかったわけで、そういった意味で本当に質問のやり取り、議論のやり取りを聞い

とりますと財政推計であれだけのショッキングなデータを出しておきながら、実はそれ

ほど心配する必要もないのかなというふうにかえって受け止めてしまえるような答弁に

私は感じてしまったわけです。またですね、待ってくださいよ、今回の、すいません失

礼しました。改めてですね、できるだけこの推計がほんとにそれなりに根拠のあるとこ

ろでされた推計だということであるならば、私は先ほど言いましたように毎年３億から

５億円くらいは収支の改善を図っていかないと今後厳しくなっていくと思っているんで

すけど、町長のお考えとしてはその辺りの具体的な数字をどの程度見込んでおられるの

かその辺もう一度伺いたいと思います。 

それから、その他具体的な税制改革のプランについてでございますけれども、ちょう

ど一年前の３月定例議会でも私、行財政に関しての一般質問をさせていただきました。

そのときは新町まちづくりプランで示された財政推計を元に質問をさせていただいたわ

けですけれども、今回出てきております財政推計とまちづくりプランで示されとる財政

推計、ちょっと比べてみましたときにですね、合併協議会で作ってあった新大山町の財

政推計では平成２１年度末の基金の残高は３０、ああごめんなさい、４４億円あるはず

だったんですね。これが今回出てきた財政推計では、２１年度では４億５，０００万し

かなくなってると。４０億も当初の見込みから基金が減るような格好になるわけです。

これは大変なことだというふうに思うわけですけれどももっとよく見ていくとですね、

地方債、町の借金の残額これにつきましては新町まちづくりプランでは２１年度末の大

山町の一般会計の借金の額を１８０億見込んどったわけです。それが今回の財政推計で

はですね、失礼しました財政推計ではなくて予算の資料についとったぶんですけれども、

２１年度末の町の借金、一般会計の借金は１１６億円で見込んであるということのよう

ですので、まちづくりプランの財政推計から比べれば６４億円ほど当初の見込みより借

金が減らせていると。基金と地方債差し引きしますと２１年度末で２４億円を財政の節

約といいますか健全化が図れているような格好になるわけですけれども、２１年度時点

の話でございますが、２４億円当初の計画よりも借金が減ったと、これを本当に単純に
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喜ぶべきなのかどうか、私はこれを議論する必要があると思っております。といいます

のがですね、町単独の会計だけを考えた場合はいいんですけれども、たとえば民間企業

がたくさんあるような都市部、都会と比べてですね、大山町のような地方、特に農村部

ではですね、官公庁、役場ですとかいった官公庁、公の需要というもの工事が地方経済

に及ぼす影響というのは大変大きいものがございます。この２１年度末で２４億円財政

が健全化しているということはイコール借金をしてでの大型事業をこの間節約するんだ

ということの結果であろうと思います。本当に町の財政は厳しいわけですけれど、だか

らといって単純に建設事業なり各種事業を削っていってもいいのか。 

たとえばですね、有効求人倍率の話をしますと、鳥取県の最近の有効求人倍率は０．

７９です。仕事を探す一人の方に対してある仕事が０．８ぐらいしかないと０．７９し

かないということなわけですけれども、これもさらに細かく見ていきますと正社員を希

望する方への有効求人倍率というのは０．４３です。ひとつの仕事に対して二人以上の

方が奪い合っているというような状況でございまして当然仕事を探している若い人とか

はですね、県外に出て行かざるを得ない。大山町に残って鳥取県に残って仕事をしたい

けれども地元には仕事がないから県外に出て行かざるを得ないというような状況になっ

ているわけでございます。製造業などを中心に鳥取県内でも若干明るい兆しが出てきて

おるようですけれども、私はですね、こうした明るい兆しを後押ししていくためにも、

それなりに行政も財政を一定額出動させてですね、景気の後押しをしていく必要がある

んじゃないかというふうに考えております。行政改革の大綱の中で先ほど言いましたよ

うにこれからの地方自治は自らの判断と責任で行わなくてはならないと。で、結局これ

は国はもうあんまり当てにできんぞと、町のことは町で考えないけんぞということの裏

返しのようにも感じられます。そういった意味では地方の景気回復についても国だけを

頼りにしているのではなくてですね、地域経済を視野に入れた大山町としての政策判断

が必要となってくるのではないかと思います。今後、今回の予算の説明の中で示されま

した、あるいは先ほどからの議論もありました、今後財政危機を回避するためにですね、

新たに行う普通建設事業なりあるいは起債の金額というのは毎年８億円のなかで据え置

くんだという議論がありました。ということはですね、あるいは歳出については歳入に

見合った枠の中でしか歳出は行わないということもありました。結局これを続けていく

とですね、地元には仕事がどんどんどんどん少なくなって、若い人は出て行かざるを得

ない。結果として住民税は減る。固定資産税も減るでしょう。そういったところで自主

財源はどんどん減っていくからさらに事業は縮小せざるを得ないと。それこそほんとに

デフレスパイラルに陥ってしまうんではないかということを心配しております。何もば

ら撒きのあるいは放漫の財政をしろというふうにいってるのではなくてですね、そうい

った地方のこの周辺の地域の経済も視野に入れたところでの町長の政策判断が必要かと

思っとりますので、そういった意味ではこういう分野にはどんどんどんどん積極的にお



 216 

金を使っていくけれども、いくらぐらい。あるいはだけれどもこの分野については財政

が持たないからいくらぐらい削らざるを得ないと。そういった具体的な内容、具体的な

金額で示していただかないと、われわれ議員にもそれ以上に住民にとってもですね、今

の状況が理解できないというふうに考えるわけでございます。そういった意味でそのあ

たりの町長の考え方を改めてお答え願います。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 近藤議員さんの再質問に答弁をさせていただきたいと思います

が、大変広範囲の中での質問でございまして、どこら辺からお答えしたらいいかと迷う

ような論点があったわけでありますけども、まず最初にご指摘がございました行財政改

革への取り組みの姿勢が弱いではないかというご指摘でございました。受け止め方にも

あろうかと思いますし、ものの言い方からもあろうかというふうに思いますが、決して

いい加減な思いで答弁をしているつもりはございませんし、やはり大事なことは先ほど

から申し上げますように住民の皆さんがこの状況をご理解いただくということを早く取

り組みながら、具体的な１９年度に集中改革プランの実現に向けた取り組みをしていか

なければならないというふうに思っているところであります。こちらが一方的に押し付

けのような形でこれとこれはこれはやめる、これとこれとこれは削減するというような

そういったことから入るのではなくて、それも場合によっては大事な部分もありますけ

れども今の現状ちゅうのをしっかりとご理解いただいて、協力をいただくようなそうい

った取り組みという部分が大事になってくるんだろうというふうに思っておりまして、

それを１９年度しっかりとそれを取り組まなければならないというふうな思いで述べさ

せていただいているつもりであります。いずれにしても環境の問題もそうでありますけ

れども、今、エネルギーがあるうちに省エネルギーの取り組みをしていますけれども、

あるうちにエネルギーが少なくて生活ができるような仕組みづくりをするというのが今

われわれ地球に暮らす人類に今、課せられているわけであります。次代にこの地球環境

引き継いでいくというその課題が今われわれの中で今エネルギー資源、化石エネルギー

があるうちに化石エネルギーを使わなくても済むようなそういった仕組みづくりをして

いくというのがわれわれの使命だ。同じように申し上げましたように今、来年がほんと

に駄目だっちゅうわけだないけれども、このままだとほんとに３年後５年後大変になる

よと。だから今のうちにそういった対策を立てましょうと、みんなで考えましょうとい

う思いの中で１９年度は大切な年になるということを申し上げていることでありますの

で、決して先を見ないで安易な取り組みをしようというような安易な考えは持っており

ませんのでご理解をいただきたいというふうに思っております。そこら辺でそれを数字

に示せというということでありますけれども、先ほど申し上げましたように数字ありき

で確かに数字は大事でありますが、その数字を示したその数字に入れ込むということが

果たしていいのかどうなのか。やはりある程度収支を示しながら当然厳しい見方の数字
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を出しているところでありますけれども、示しながらせめて歳入と歳出これが基金を崩

さなくても、あるいは借金をしなくても、その先にあまり負担を残さなくてもできる範

囲の中で収めていくという、単年度収支のなかで、このことは考えていかなくちゃなら

ないことだというふうに思っております。これから税収があるいは伸びたり、あるいは

産業の活性化によって、また元気になってくればそのことで課題として住民の皆さんが

望むことが改めてできるようになってくる可能性もあるわけでありますから、その状況

を踏まえながら単年単年のなかでその歳入の様子を見て必要なものの優先順位をつけな

がら事業の中身を取り組んでいくということが大事になってくるというふうに思ってお

ります。それは常に検証しながらやらなければならないというふうに思っておるところ

であります。そういった中で反面、もうひとつありましたね、基金が確かに減っていっ

ているけど債務が減ってきているからこれで良しと思っているかということでありまし

たが、決してそういう安閑とした思いは持っておりません。やはりこれからも今、合併

特例債とはいえ、起債を借りながら事業をしているわけでありますから、一時減ってお

りますけれども、やはりその減った分をまた減ったからといって増やしてもいいなんて

いう思いはまったくありませんし、やはりそれも考えながら長いスパンの中で起債の、

公債費の計画もきちっと検証しながら事業に取り組んでいかなくてはならないというふ

うに思っております。 

反面、とはいえその地域の活性化の中での投資は必要ではないかというお話でござい

ました。当然若者の就労の場としての求人の場、あるいは地域経済の活性化のために大

山町としても取り組むべきことは取り組んでいかなければならないというふうに思って

おりますけれども、これは大山町だけというよりやはり広域的な見地の中で取り組む課

題もたくさんあるんではないかなというふうに思っております。これは鳥取県西部なり、

あるいはあるいは山陰としての地方全体の中での経済の活性化、あるいは就労の場の確

保ということが大きな取り組みだと思っておりますし、その中で大山町も当然その役割

を果たさなければなりませんし、大山町にもその場を期待をしているところであります。

そういったなかでも大山町として独自に取り組むことも当然考えなければならないこと

であります。従って今、今年度から具体化として取り組んでまいります大山恵みの里づ

くり、これというのは要は基本的には観光を核にした産業の活性化でありますので、こ

れによって農業や漁業や観光、商業、工業こういったものが地場産業として活性化につ

ながっていくことを期待をしておるところでありますし、そのなかでまた雇用も生まれ、

また地域の活力にもつながっていくということを期待しておるところでありまして、こ

れについては大山町独自でもしっかり取り組みたいという思いのなかで、１９年度もそ

の事業については少し予算のほうを優先順位を上げながら取り組んできておるところで

ありますので、そういったものを考えながらメリハリをつけた中での予算組みあるいは

事業の選択をしてまいりたいというふうに思っておるところであります。以上でござい
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ます。 

○議長（鹿島 功君） 近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君） 前の同僚議員への質問の中で、若干繰り返しになります

けれど、今の町の財政の厳しい状況を分かってもらわなければならない。ただなかなか

伝わらない部分があるというようなこともおっしゃっておられましたけれども、やはり

ですね、ただ厳しいと言っとるだけではなかなか伝わらないというふうに思うわけでご

ざいます。具体的に何億足らないから、これをいくら削らなくてはならない。あれも止

めなくてはならない。少なくとも町長のそういったお考えを住民に対して示していただ

かなければですね、住民もそれに対して、いやそれを削るんだったら、こっちを削るほ

うが先だろうとか、自分たちがこういうことをするからこの事業は残してくれとか、そ

ういった議論もなかなか沸き起こりにくいのではないかと思うんですよね。そういった

意味で、新年度になってから集中改革プランもより細かく具体化していかれるというこ

とでございますので、ぜひそういったですね、今示されています非常に大まかな財政推

計案ではなくてですね、個々の事業を照らしたぐらいの推計案といいますか、削減案な

りを示していただきたいと思いますけれどもそういったことについてのお考えを伺いた

いのがひとつ。 

それからもう１点、非常にどこの市町村も今似たような状況でですね、借金に苦しめ

られているわけでございますわ、要はね。合併当初、厳しい地方の厳しい時代だけれど

も３町力を合わせて頑張っていかいやということで合併したわけでございます。確かに

合併後も厳しい状況はそんなに変わらないわけですけれども、合併後わずか２年でです

ね、ひょっとしたら大山町も財政再建団体になるかも知らんぞというようなことが推計

で出てくる。大綱でうたわれる。これは一体どういうことですか。誰の責任ですか。今、

山口町長はですね、名和町時代から含めて８年町長をしておられるわけですけれども、

山口町長の責任ですか。というか私はそうは思ってないんですけれども、何でこんなに

地方が借金で苦しめらないけんかというとですね、町長は十分ご承知でしょうけれども

バブル以降でございますよね。政府は地方なり、日本の景気回復のためにですね、景気

回復のためだということで公共事業どんどんやりなさいと、借金してでも公共事業やり

なさいというふうに言ってきたわけです。何年も。で、そのできた借金は交付税でちゃ

んと見るからということで名和町も中山町も大山町もやってきたわけでございます。そ

ういった借金が今残っておる。ところがそれに見合うだけの交付税が全然降りてこんじ

ゃないかということだろうと思うんです。格差社会なんていう言葉も今頃定着してきて

ますけれども、結局今の政府が国のやった失政のつけをですね、地方分権という名前を

借りてそのつけを地方に回しながら地方を切り捨てているだけじゃないかというふうに

私は思うんです。町長なりも事あるごとにそれなりに国に要望もしておられるかとは思

うんですけれども、大山町民の生活を守るためにですね、これまで以上に事あるごとに
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国に対してですね、地方の農村の現状をしっかりと訴えていただいて交付税など大山町

の財源をですね、しっかりと確保していただくような取り組みをしていただきたいと思

うわけですけれども、そのことと最後に２点ほど町長のお考えをお尋ねします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 再質問に答弁をさせていただきますが、今のこの財政の状況で

ありますが、決して合併協のときから住民の皆さんをだまそうというか、情報を改ざん

して財政の推計を立てたというわけでないというふうに思っております。従ってその当

時の財政の推計を見ながらその中で行える事業というものをその１０年間の町づくりプ

ランに挙げて作ったのが例のまちづくりプランであり財政推計であろうというふうに思

っております。これがこのようにたった２年や３年でなんでそんなに変わるんかという

ことでありますが、それは私も大きな声で言いたいという思いではあります。その責任

は私に全くないとは言いませんが、やはりこれだけの今の国、地方挙げての財政の状況

の中でそういう意味ではまずはみんなが自分がかわいいわけでありますから、国は国が

かわいいわけでありますから、まずは自分らの借金を減らさないかんというのが、そり

ゃ、県は県で県がかわいいわけでありますから、まあ県もまずは自分のところの借金を

減らして県の課題から先にやらないけんというような思いがあります。町村も同じこと

だろうと思っております。最後に言うのが町村でありますので、なかなか降りてくる財

源が交付税もでありますが、補助金等も減ってくる。県も補助金を削減をしながら交付

金という形で一括交付金になっておりますが、よく見ると全体の中では総額は減ってき

ているのかな、うまいこと考えてあるなあというふうに思っております。いずれにして

もそんなことをがたがた言っとったって仕方がない話でありまして、その地方が地方の

判断で自らの町づくりしなさい。大変いい言葉であります。当然望むところであります

けれども、その町づくりに係る財源というものがせいぜい３割くらいしかない自治体に

とってはやはりどうしても国の動向、県の動向というものが大きな方向を左右するとい

うことでありまして、そういった中ではわれわれも一生懸命ことあるごとに地方財源の

確保、これは当然大きな声をあげているところでありますけれども、それでも届いて削

減幅が少しずつ何とか止まっておるという状況でありまして、声を出して言っているか

らこそまだ今があるのかなというふうな思いをするぐらいな状況にあるのが事実であり

ます。いずれにしてもこの地方の実情というのはしっかりと引き続き声は届けていかな

ければならないというふうに思っておりますし、これは決して首長だけの私だけの力で

は無理だろうというふうに思っております。やはり議員の皆さん、住民の皆さんからや

はり地方の実態というものをしっかりと中央に届くように、そういった声を上げていた

だきたい。お互いにそういう意味では手を携えて頑張っていきたいなというふうに思う

ところであります。どうか今後ともそこら辺のところの取り組み一緒にお願い申し上げ

たいというふうに思うところであります。以上です。 
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○議員（１番 近藤大介君） 集中改革プランの新年度の…… 

○町長（山口隆之君） 集中改革プランのことは先ほど答弁で申し上げておりますよう

に１９年度に具体的に数値目標も示しながらそれをお示しをし、そして理解を得る、そ

ういった取り組みをしなくてはならないと思ってますので、その時にある程度の数字と

いうものを示しながらやることになるのではと思っておるところであります。 

○議長（鹿島 功君） 近藤大介君。 

○議員（１番 近藤大介君） 次の項にいきます。定住対策にということで出しており

ます。なんとしても財政、財源の確保を図っていかなくてはならないわけでございまし

て、例えば法人、聞くところによりますとトヨタ自動車あたりは、昨年ですか、１兆円

の準利益があったと聞いております。法人の税制が優遇される、あるいは個人でも高額

所得者が優遇されるというような中でですね、何とかそういった制度も改めてもらう必

要もあるのではないかと思うんですけれど、大山町は大山町として出来ることを考えな

くてはならないわけでございまして、１９年度山陰道、名和・淀江道路が開通するわけ

でございます。先日、一般会計予算の質疑で聞きましたところですね、大山町内の新規

の住宅、新築住宅の着工数について伺ったわけですが、平成１８年は平成１７年に比べ

て約半分の数しか新たに家が建たなかったということでございました。名和・淀江道路

が開通して大山なり大山所子なり名和までのインターが出来るわけでですね、米子への

通勤アクセスが格段に向上するわけですけれども、これを機にインターの近隣に新たに

住宅団地を整備して、定住促進を図ってはどうか。また合わせてですね、固定資産税、

住宅が増えれば固定資産税増えるわけですけれど、現行の制度で新築の家屋につきまし

ては３年間一定面積の分を２分の１で課税すると。約半分税金が安くなる制度があるわ

けですけれど、町独自でこれを全額免除にするとか、あるいは税制上難しいのであれば、

相当額を補助するというようなことを制度化してですね、新規の住宅着工を増やすとい

うことをしてはどうかというふうに思いますが、町長のお考えをお尋ねいたします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは近藤議員さんの定住対策についてのご質問に答弁させ

ていただきたいと思います。 

 山陰道名和淀江道路のうち、淀江大山インターチェンジから大山インターチェンジまで

は平成１９年秋、大山インターチェンジから名和インターチェンジまでの間は、平成２０

年春に開通する予定となっております。 

 山陰道開通、平成２０年代前半の姫路鳥取線開通に向け大山インターチェンジ、名和イ

ンターチェンジを利用した観光客の呼び込み、地域の活性化を如何にして図っていくか、

昨年は山陰道大山周辺利用促進協議会を立ち上げ、山陰道の利用促進に関する提言を頂い

たところであります。この提言の中では、インターチェンジ近くの住宅団地整備について

の提言は受けてはおりませんけれど、総合計画の基本計画に住宅政策の重要さは示されて



 221 

おり、定住促進に効果的であることは認識をいたしておるところであります。 

 しかしながら一方では、ナスパルタウン、他の町の分譲地でも売れ行きが鈍いのが現実

であります。現時点では、町が主体となって行う宅地造成事業は考えていませんが、町有

地を利用した民間による若者定住を目的とした集合住宅の建設は、計画したいと考えてお

る所であります。 

 議員さんご指摘のとおり、町内の住宅新築の数は平成１７年に比べ平成１８年は大幅に

減少はしてきております。減少傾向に歯止めをかけるための施策として、住宅団地を交通

の利便性の高いインターチェンジ近くに造成し、販売することには大きな魅力も感じると

ころではあります。 

しかしながら、今の厳しい財政事情の中、行政で行うには限界があります。これからは、

民間の資金と経営能力・技術力、そして販売のノウハウに期待をし、何とか民間での開発

を誘致できれば町としても可能な支援を行い町の活性化、定住化に繋げて行きたいと思っ

ております。 

 次に、税の措置についてでありますが、新築住宅に対する固定資産税の減額措置は、地

方税法において住宅不足を背景に、住宅建設の促進を図るため、昭和３９年に期限付きの

特例措置として導入され、その後繰り返し特例期間を延長されてきたものでございます。

しかしながら、制度創設以来長期間にわたる特例となっておりまして、当時に比べ住宅事

情が大きく変化してきていること、また減額期間の経過後は税額が上昇するため、納税者

からの苦情が多いなどといろいろな課題がある制度であると理解をしているところでご

ざいます。 

従いまして、国レベルでの特例の目的や政策効果の検証があるものと認識をしており、

現時点では地方税法という枠を超えた措置をとる予定はしておりません。以上で答弁とさ

せていただきます。 

○議長（鹿島 功君） 近藤大介君。あと５分になりました。 

○議員（１番 近藤大介君） 持ち時間を過ぎましたので手短にいきたいと思います。

まあ住宅団地の新たな整備ということに関しては、町独自では難しいということではあり

ましたが、割と前向きな答弁をいただいたのかなと思いました。是非とも民間に期待され

るということであれば、町として是非働きかけてもらってですね、民間の資金なり利用す

るのは大いに結構なことだと思います。要は大山町で住宅が増えればいいわけでございま

して、確かにナスパルタウンが余っていると。便利のいいところに作ったからといって今

の状況では早々早々、作れば売れるものではないというのをこれも私も分かっております

けれども、町長おっしゃるように今人口が増えればそのまま交付税も増えますし、家が建

てば固定資産税が入る、住まわれれば住民税が入るということでですね、税収増が期待で

きるところでございます。是非前向きに検討していただきたいと。そういった民間が事業

着手してくれるのを待ってるんじゃなくて、是非働きかけてでもいただきたいと思うんで
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すけれど、そういったお考えがございますでしょうか。改めてお尋ねいたします。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 再質問に答弁させていただきます。おっしゃるように、これか

ら人口がその町の税収にあるいは交付税にもつながっていくわけでありますから、地域の

活性化だけではなくいろんな面で人口増加対策というのは大変大きなウエートを占めて

いくというふうに思っております。先ほど答弁申し上げましたように、まずは遊休地を使

って若者定住対策としての民間の住宅等賃貸住宅等の誘致をしていきたい。これも一つ目

標としてご提示しておるところでありますし、また町有地に活用方法があればそうった民

間の分譲地としての活用もあるというふうに思っていますし、また民間の開発業者等に誘

致をする中で、町としてその中での生活基盤、例えば道路でありますとか、上下水道であ

りますとか、こういったのは行政とタイアップしながら、例えばそういうことによって少

し、分譲単価を安くしてでも販売出来るというふうな体制を作る中で、民間の参入を促し

ていくとか、こういったことも含めて検討してまいりたいというふうに思っておるところ

であります。よろしくお願い申し上げます。 

○議員（１番 近藤大介君） 了解。終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

○議長（鹿島 功君） 最後になりました。４番 遠藤幸子君。 

○議員（４番 遠藤幸子君） 遠藤です。通告書にしたがいまして１問質問したいと思

います。 

成人式のあり方と若者定住についてお尋ねします。今年も新成人をお祝いする成人式

が開かれ、１９１名が参加。町長・来賓のお祝いや激励の言葉を聞き、コーラスグルー

プの歌を聞き、共に歌って散会。式典後は、中学校時の担任の先生や友達と大いに盛り

上がったことと思います。参加した新成人に、式典の何が心に残ったでしょうか。 

以前、新聞に新成人アンケート結果、「住み続けたい。４０％」というのがありました。

家族や知人に囲まれた地元にアンケートに答えた半数以上が定住したいと思っていない。 

大山町の新成人が同じ考えだとは思いませんが、「まち」に魅力を感じなかったら、この

答はどうであるか分かりません。町長の施政方針の中にも若者の定住に努めるとありま

す。 

次のことについて町長の考えをお聞きしたいと思います。若者の心に残るような成人

式になるよう工夫すべきではないでしょうか。私も昨年、今年と出席させていただきま

したが、型どおりの式典でした。新成人はおとなしく式典に臨んでおりました。満足し

てたんかなと思ったんですが、その後で、いろんな声を聞きました。去年も今年の場合

もですけれど、歌を皆で歌おうというときに、私の目の届く限りでは、歌ってる新成人

はほとんどみえなかったように思います。それと記念品のことなんですけれど、中山温

泉の券が配布されておりました。地元を知るには本当にいい方法だと思いますが、その
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券で若者の利用が温泉にどれくらいあったでしょうか。そういういろんなことを考えて

成人式、何かよそと違う、型どおりの式典でないもの、そういうものを考えるべきでは

ないかなと思います。 

２つめ、若者が今以上に大山町を好きになるような取り組みが必要ではないでしょう

か。働く場所はもちろん、住み良い住みやすいという環境は大事なことですが、大山町

にしかない何か魅力、それを若者に分かってもらえるようなそういう取り組み、何とい

う今は私には考えがないんですけれど、町長の方に何か考えはないのかな、それをお尋

ねしたいと思います。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） それでは、遠藤議員さんの成人式のあり方と若者定住にという

ご質問に答弁させていただきたいと思います。 

まずは、成人式のあり方についてのご質問でありました。私も全く同感の思いをもっ

ておりまして、昨年もそして今年ももっと工夫をして欲しいということは、思いとして

伝えておるところではあります。 

 成人式というのは、大人になったことを自覚をして、その門出を祝い励ますために、

毎年町が主催をして開催をしているところでありますけれど、合併後の成人式は全町を

対象に１月に、これは合同で１カ所で開催をし、厳粛な式典を行っておるところであり

ます。出席の率は、１８年が７５．２％，１９年が７８．６％でありました。合併後２

回の成人式の様子を見ている中で、単に祝ってもらうだけではなくて、成人たち自身が

主体的に取り組む活動があってもいいんではないかということは常々思っておるところ

であります。今後は新成人が参画をする実行委員会を立ち上げるなど、企画や運営など

にも若者らしい内容になるように、工夫をしてみたいと思っておりますし、そういった

い仕掛け作りに取り組んでみたいと思っておるところであります。 

 記念品につきましても、いろいろ難しい頭をひねるわけでもありますが、形に残る記

念よりは、心に残る記念品を残してやることが、せめて本当に成人の思いにつながるん

ではないかなというふうに思ったりしておるところであります。 

 また次に、若者が今以上に大山町を好きになる取り組みが必要ではないかということ

であります。これも同感であります。魅力ある町づくりに時代を担う若者が積極的に関

わってもらうことを期待しておるところであります。そのためにはさまざまな施策や取

り組みが必要でありますので、総合計画や恵みの里構想などの計画を通して展開をした

いというふうに考えておるところであります。 

小中学校では、地域の歴史や文化、産業、自然などのふるさと学習を重ねていき、大

人になってもふるさとに愛着や誇りをもっててほしいと願っているところであります。

そういった願いの中で、本年度教育研究所を立ち上げ、そこでの教材づくりに取り組ん

でおるところであります。 
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また、先ほどの質問にもありました多くの皆さんに理解をいただくための大山学、こ

ういった取り組みも生涯教育の中で取り組んでいく、そういった考えで進めておるとこ

ろであります。また、交通網や情報通信基盤などの整備を始め、文化活動などの地域活

動を振興しながら、若者定住のために住宅施策、産業、雇用対策にさらに取り組み、若

者が魅力を感じる町づくりを進めていきたいと考えていきたいと考えておるところであ

りますので、議員さん方からもいろんなアイデア、お知恵をお出しいただきますように

重ねてお願い申し上げまして答弁とさせていただきます。以上であります。 

○議長（鹿島 功君） 遠藤幸子君。 

○議員（４番 遠藤幸子君） 次の再質問をすることを先に言われてしまって何を言お

うかと迷ってるんですけれど、成人式のあり方が今の方法じゃあおかしいっていうふう

に町長が考えていただいてるってことは、大変心強いことですし、若者の気持ち、若者

を参加させる、そういうことにも取り組んでいきたいという思い、是非来年度には生か

していただきたいと思っております。 

 先ほど吉原議員からもありましたけども、大山賛歌、私は旧大山に住んでるものです

から、大山賛歌っていうのはもうずっと大山の歌、大山町の歌みたいな気持ちでずっと

おりました。この成人式の時の歌もそうなんですけども、私もあの歌を聴けば大山を思

う、私ばかりじゃなくて、あそこの会に参加していた方だって、「翼をください」よりふ

るさとを思うのは「ふるさと」とか「大山賛歌」の方がより一層思いを強くもったんじ

ゃないかなっていう思いをもっております。 

それとやはり今、今回の質問の中に、行財政に関するいろんな質問がたくさん出てお

りまして、町が予算がないことはみんな知っておりますけども、この式典に関してもお

金がなくても出来る方法っていうのはいくらでもあるし、若者もそういう方法っていう

のを考えてくれると思います。で、一部の方なんですけれど、記念品が欲しくて行くん

じゃない。やっぱりみんなと楽しく、そして町長とか役場の方、議員なんかともやっぱ

り話をする、そういう機会も是非一生に一度の成人式には、いいことじゃないかな、必

要なことじゃないかなという声もありましたので、やっぱりそれも取り入れながら、来

年、これからの成人式のあり方、やっぱり成人にみんなが期待してるんだよという気持

ちが伝わるような、そういう式典を計画して欲しいと思っております。もう一度町長に、

行政ばっかりじゃなくて、そういう若者にこれだけの予算でやってみたらどうかってい

うような形ででも投げ出して、それを計画してもらう、そういうようなお気持ちがある

かどうかもう一度お尋ねしたいと思います。 

○議長（鹿島 功君） 町長。 

○町長（山口隆之君） 再質問に答弁させていただきますが、社会教育課長、決して 

私は遠藤議員から以前言われたことを言ったわけではありません。そのことは既に私も

実は話をしておりまして、私はお客さんでいい。町が主催しなくてもいい、若者が成人
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が主催をするような成人式、こういったことはできないかということを既に来年に向け

て、実は話しをして課題として投げかけておるところであります。 

 やっぱりその地域の中で、若者が元気になっていく仕掛け作りの中では、やはり何か

町の中に関わっていく、自分たちの力で関わっていくということをさせてやるというの

が大事ではないかなというふうに思ってます。 

 だから行政がすべてのことをしてそこにお膳立てをしたところを歩かせるということ

では自分の心に残らないと思っています。そういう意味で先ほど形に残る記念品よりは、

心に残る記念、何か心に残るものを残してやることが大事ではないかなというふうに思

っています。 

 常に私はその辺のところが一番大事な町づくりの取り組みだというふうに思っており

まして、特に小中学校、義務教育の中で大山町の文化や歴史ということを自分のものと

して、理解をし、社会に出たときに自分の町を誇りを持って語れる、どこに住んでいて

も自分の生まれ育った大山町というものを常に誇りをもって語れる、そういった人にな

って欲しい。この間の卒業式も、中学校の時にそのことを述べさせていただきました。 

そういった中でいろんな場面で若者がこの町に関わりを持つことによって、この町へ

の愛情が育まれ、定住化につながっていくんだろうというふうに思っております。これ

からも、さまざまに住民の皆さん、特に若者の皆さんが主体的に取り組めるようなそう

いった仕掛け作りをわれわれも心がけていきたいと思っておるところでありますので、

どうぞ皆さん方も今若者はどっちかというと、元気な奴もおりますけれど、どっちかと

いうとおとなし過ぎる部分もあります。どうかそれぞれ大人がそういった意味では仕掛

け役になって後押ししてやることも大事かなと思っておりますので、どんどんそういっ

たお力添えを賜りますことをお願い申し上げるしだいであります。  

○議員（４番 遠藤幸子君） 終わります。 

────────────────・───・───────────────── 

散会報告  

○議長（鹿島 功君） 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。本日はこれで散

会します。次会は２３日に会議を開きますので、定刻までに集合してください。ご苦労

さんでございました。         

────────────────・───・───────────────── 

午後４時４１分 散会  


